












































　　　プロローグ






　いつも通りの一日だった。

　起床し、朝食を取る。ついでに弁当も作る。

　登校。弓道部の朝練を終え、授業を受けてからまた部活。そして部員達とふざけあいながら帰宅。ゆったり風呂に浸つかって、家族と夕食を食べてひと休み。秋の夜長を、読書とネットで過ごす。で、就寝。

　それだけだった。普段と変わらない、何の特徴もない平穏な一日。




「だから僕は、家で寝てなきゃおかしい」

　なのに自分は『ここ』にいる。ってか『ここ』どこ？

　暗い空間にいた──手探りで恐る恐る床や壁を調べて回った結果、どうやらどこかの部屋の中にいることはわかった。ただ、取り囲む黒い壁には、所々に薄うっすらと星のような淡い光が浮かんで見える。そのせいで、夜空の下にいるような錯覚に陥おちいった。

　もちろん自分の部屋ではない。家具も何もない。大体、出入り口さえない。

　部屋の隅にもたれ、一日の記憶をたどりつつ、一体何がどうなっているのかと思案に暮れていたその時──。

〝随分と落ち着いているな〟

「!?」

　声？　だが辺りを見回しても、誰かがいる気配はなく、何かが変化したわけでもない。

〝叫んだり喚わめいたりすることもなく、周囲を探った後は、部屋の隅で警戒しながら状況整理か〟

　と、声は続ける。老人が話しているような低い声音こわねだ。自ら何者かを語る気はないらしい。

「誰？」

〝神、と言ったら信じるかね？〟

「無理」

　何言ってんだ、こいつ。

〝それは残念。知っているとは思うが、君にはこれから異世界に行ってもらう。ちなみに一方通行だから、もう元の世界には帰ってこられない〟

「おいおいおいおいおい!!」

　会話になってねぇよ！　しかもアホなことをすらすらと……。

〝向こうでやるべきことは担当者に聞いて欲しい。ではすまんが、最後にこの状況を理解して了承する旨のサインをだな……〟

「できるかああ!!」

　さすがに声を荒あららげてしまった。当たり前だ、意味がわからんだろ！

〝おや、嫌かね？　おかしいな……話は通してあると聞いていたんだが〟

　声の主ぬしはちょっと困った風に語尾を弱めた。

　話は通してあるだと？　冗談にも程がある。

「そんな話は聞いてない！　いいか！　大体だな、異世界とか聞かされてどこに信じる馬鹿がいる!?　話が通ってるほうがおかしいわ！」

　力の限り叫ぶ。

〝ふむ、どうやら君は本当に違うようだな。これは失礼した。申し訳ない〟

「あのな、申し訳ない、じゃなくて、ちゃんと家に帰してもらえるんだろうな!?」

〝もちろんだ〟

　声はそう答える。

　とりあえず、話のわかる奴らしい。もしここで、無理だ、まあ頑張れみたいなことを言われて放り出されたとしたらたまったもんじゃない。

　もしくは、もう死んでるんだよね～君、とか言われて問答無用に異世界とやらに転生させられちゃうアレ。いや、就寝までちゃんと生きてた記憶がある以上、このパターンは薄いか。

　とにかく、助かった～。

〝いや本当にすまなかった……しかし、となると姉か妹のほうだったか〟

　……前言撤回。こいつ洒落しゃれにならんこと言いやがった。独り言のような呟きだったが、確かに僕の耳に届いた。

「おい、いまなんつった？」

〝ん？　君に話が通っていないとなると、おそらく君の姉妹が話を聞いてい──〟

「んなわけないだろ！　姉さんや真ま理りに手を出したら容赦しねえぞ！」

　確かに僕には姉と妹がいる。三つ上の雪ゆき子こ姉さんと二つ下の真理。

　二人とも今日はとくに変わった様子はなかったはずだ。こんな異常な事態を知らされているとは思えない。

　僕の代わりにどちらかを連れ去る？　冗談じゃない。

〝しかしな。君は深み澄すみ家の長男、深澄真まこと君だろう？〟

「どうして知ってるんだよ？」

〝深澄家の子供に話は通してあるから、と私は聞いているのだが？〟

　声はさらに困ったように言う。問答無用で拉ら致ちしたわりには、こちらの困惑に理解を示してくれているらしい。少し感心。

　うん、まずは落ち着こう。そう言えば、相手の名前すら知らないんだ。

「あのさ。とりあえずそっちの名前とか教えてくれる？」

〝おお、自己紹介がまだだったな。名乗りもしないですまなかった。私はツクヨミという〟

「ツクヨミね……ツクヨミ？　ってまさか、あの月読!?」

〝おや、知っているのか、これは博識なこと〟

「三貴子みはしらのうずのみこの一人に数えられるあの月つく読よみの命みこと？」

〝おお、その通り。他の二人に比べて私はどうにも、まいなーでなあ〟

　いや確かにそうだが、ビッグネームに変わりはない。神話や歴史は（ごく一部だけど）大好きだから、声の主が本物だとしたらそりゃ大層な存在だってことぐらいわかる。

「その月読様がどうして我が家について知ってるんですか？」

〝……本当に何も知らないのだな。よかろう、順に話そう〟

　そうして月読様は実に丁寧にあらましを説明してくれた。語られていく内容は、まさに青天の霹へき靂れき──。要約すると、こういうことだ。

　僕の両親は異世界から日本にやってきたらしい。のっけからぶっとんだ話だが、つまり異世界出身者というわけ。

　言われてみれば、小さい頃から両親、姉妹以外の身内に会ったことがない。祖父母は早くに他界し、親戚との縁も切れたと聞かされていた。何となく納得していたのだが、まさかそんな理由があったとは。

　異世界時代の因いん縁ねんで、向こうの神様と僕の両親はひとつの契約を交わした。「いつか大切なものをひとつ捧げよ」と。それが、この現状の元凶なのだそうな。

　邪神かそいつは！　なんだその性タ質チの悪い契約は！　異世界云々って話は何も聞かされてないぞ！

　だけど僕の両親は、その契約を呑まざるを得ないほど切せっ羽ぱ詰まっていたらしい。

　思えば姉と妹に僕。三人が三人、家事全般を叩き込まれたうえ、なぜか格闘技系の習いごとをさせられていた。まさかあれは伏線だったのか!?　いつひとり立ちしても大丈夫なように!?

　でも父さん、母さん。僕の弓道は格闘技……でしょうか？　あれは少し違うと思うのですが。まあ僕は体が弱かったからしょうがないけど。

　父さんがリアリティ溢れるファンタジーノベルを得意とする作家なのも、実際にそんな世界を体験していたからか!?　あのドラゴンステーキの味の描写と馬小屋の寝心地を語る場面は、確かに臨場感たっぷりだった。てっきりレトロゲームのオマージュかとばかり思ってたのに。

　向こう側の世界は、父さんの作品に見られるような剣と魔力のファンタジーライフを地でいく場所なのだそうだ。

　そういうわけで、どうしても誰かが向こうに行かなきゃならない。ただ、有り難いことに能力的には優れた状態で送られるみたい。なんでもいろんな負荷の関係で、僕らの世界から召喚される人は、大抵超人になるんだそうな。

　月読様が言うには、こちらの世界に住んでいるというのは、いろんな意味でかなり凄まじいことだとか。

　例えば、僕らにとって幻想の産物に過ぎない魔法を発現するための源──魔力。元来、魔力は人間なら誰もが持っているものらしい。

　ところが地球では外から常に圧力が加えられており、その魔力が体の奥底に封じられているという。それゆえ、この世界に住む大半の人は魔力を知覚さえできないのだそうだ。もっとも、ごく少数の人は自分の内にあるその力に気付き、圧力を打ち破って、超常的な力を発現させることが可能らしいが。

　同様に肉体にも、超重力下にいるような極めて強い負荷がかかっている。そういった理由で、地球というのは、実はとんでもなく過酷な場所だと教えてもらった。僕には今ひとつわからないけど。

　神と呼ばれる方々の加護や、祝福の力もほとんど届くことのない不毛の世界──。それが僕が今日まで生きてきた世界だと。故に魔力も肉体も、負荷から解放されることによって異世界では強力になるみたい。

　普通に生きていただけなのに、なんてご都合クオリティ。

　ただ、向こうで超人になれると言っても、物凄い重い服を脱いで力が解放される的なノリだから、別に不老不死になったわけでもないので普通に死ぬよ、ということらしい。




「や～本当に怒鳴っちゃってすみませんでした。色々ご苦労なさってるんですね、月読様も」

　なんだかんだと話を聞くうち、つい互いの家族のことまで話し込んで、非常に特徴的な姉と弟に挟まれた月読様の苦労を労ねぎらってしまった。初対面の僕にまで愚ぐ痴ちりたくなるんだ。本当に大変だったのだろう。

〝やや、わかってくれるとは!!　こんなに晴れやかな気分は何百年ぶりか……しかしそれを言うなら真殿のほうこそ〟

　月読様は姉妹に挟まれた僕の複雑な立場も理解してくれた。色々と気遣いがいるんだよ、姉と妹に挟まれるとね……。

　綺麗な姉と可愛い妹がいて羨うらやましい、とかいくら言われても結局姉妹だし。むしろそうやって妬ねたむ連中が鬱うっ陶とうしいだけだというのに。

　そんな僕の苦労に共感してくれた月読様。

　断言しよう、月読命だけを信仰する宗教があったら僕は入信する！　月読様万歳だ！




「しっかし、僕らは普通に生活しているようで凄いところに住んでいたんですね……それにしても、女神様はなかなか現れませんね」

〝ありとあらゆる世界で最も過酷だぞ。他の世界の者からすれば、深海の底、溶岩の海に住んでるが如ごとき環境だ……ん、ああ、遅いのう、彼奴あやつ〟

　例えが洒落になってないです、月読様。ちなみに言うとあれだ、なんだかんだ話し込んでいるうちに月読様が突然目の前に現われた。月読様は、老人だと踏んでいた僕の予想とは異なり、癖のない白髪を伸ばした美青年。身長は僕よりも高く、スマートな印象を受ける。

　で、今は月読様が出してくれた茶を飲みつつ、いつの間にかそこにあった卓ちゃ袱ぶ台だいを挟んで世間話をしながら、「担当者」という神様を待っている。月読様によると、向こうは唯一神である女神と精霊という存在によって構成されている世界らしく、その「女神」というのが担当者らしいのだが──。

　来ないのである、これが。

　ついでに言えば、月読様から提示されたよくわからない書類にはもうサイン済みだ……納得したうえで、だよ？

　何せ自分が行かなきゃ姉さんか妹が行くことになる。

　悩んださ。そりゃもう！

　まずゲームができなくなってしまう。これから行く世界に機械は存在しないので、持ち込み禁止らしく、携帯もＰＣも運べない。やりかけのゲームは諦めろということか。

　しかもマイＰＣには、家族には見せられない十八歳未満はやっちゃいけないゲームが入っている。不在の内に家族に暴あばかれたら、弁解のしようもない。

　色々と考え出したら不安になってきて、月読様にそのことをオブラートに包みつつ、異世界に行く人物はウチの家族以外の人にしてください、というお願いもしてみた。

　悪役みたいな台詞せりふを吐かせてもらうなら、とりあえず深澄家以外の人で済むのであれば、どこの誰になろうが知ったことじゃない。

　追い詰められると自分の小ささがよくわかるもんだ。

　でもダメだった。きっぱりと拒否された。

　だから自分については早々に諦めた。自分の優先順位の低さに、当の本人である僕が一番驚いたよ。

　だけど、せめて我が家に残った秘めたる黒歴史や負の遺産だけはどうにかしたい！

　会えなくなる家族にあんなものやこんなものを見られたら──。

「あの子にあんな趣味があったなんて……」

「我が子ながら何と節せっ操そうのない！」

「何て弟なの！　私のこともひょっとしてそんな目で!?」

「お兄ちゃん不潔！」

　いやあぁぁぁぁぁぁ!!　らめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!

　耐えられねえよ!?　想像だけで死ねる!!

〝案ずるな〟

　だが月読様は頼れる男だった。羞しゅう恥ちに身悶もだえ、狂気にとらわれようとしている僕にこう言ってくれた。

〝男の夢たる数々の書物とゲームソフト、そして真殿のＨＤＤハードディスクの中身は私が責任を持って消去しておこう〟

　僕を見て慈じ愛あいに満ちた顔で頷く月読様。何もかも、何もかもわかっていらっしゃったんだ、この御方は。

　神だ、あんた神だよ！　たとえマイナーな神でも、僕のランキングであんた今一位だ！　主神になったよ！

　ＨＤＤとか随分専門的な用語知っているな、ってのはこの際どうでもいい。これで先刻の悪夢が杞き憂ゆうに終わるであろうことにただただ感謝したかった。




「ところで、あっちの世界に行ったら筋力や魔力が凄くなるのはわかったんですが」

〝うむ〟

「他に、何か特殊能力は使えないんですか？　物語の主人公が持つような……」

　大量の魔力があるならそんなもの不要かもしれない。でも男のロマンとして異能には憧れる。

　異世界に行くと能力もらえるって一種のテンプレじゃん。だったら欲しいじゃん。漫画や小説の話だけどさ！　まあ、僕は今まさにそんな体験をしているんだし。

　その世界にはファンタジーではおなじみのエルフやドワーフ、それに獣人なんてのもいるらしいし、それらを相手にするなら異能くらい使えてもいいんじゃね？

　というか、あったほうが安全安心じゃんってわけだ。

〝もちろんあるぞ〟

「マジっすか!?　どんな？　どんなのがもらえるんです？」

　ダメ元だったのに～。何事も言ってみるものだなあ。

〝それはわからん。申し訳ないが、行ってみてからどうなるか、というところだな。今の段階では曖あい昧まいなことしか言えぬ。私もできれば助言してやりたいが、一度真殿が向こうに行ってしまえば交信もできぬし……〟

「そうですか……それって好きな能力を創造できるっていう万能な感じですか。今は空白、ってだけで」

〝いや、違う。これは、私の神性に関係があるのだがね〟

「？」

〝私は夜や月を司ると言われておるが、実際の属性は実に曖昧でな。そういう意味では、君の言うように『空白』というのも私の属性として強あながち外れてはいないのだ。私の力をできる限り真殿に与えるが、それがどう芽吹くかは真殿の適性によっていかようにも変わるだろう〟

　説明し終えた月読様は、こっちに来いと僕に手招きをする。

　隣に座ると額に手を当てられ、ナニカを体の中に流し込まれた。額から首の後ろへと流れ、背骨に沿って体中を巡り僕の中に沈み込んでいく……これが彼のくれた恩恵なのか？

「はー……何かが内に溜まっていくのがわかります。力の源なんですかね？」

〝そうだ、理解が早い。力を把握するのも意外に早いかもしれぬな。知覚認識は問題なし。後はソレを表出するイメージができれば、大抵の場合、能力を発動させられる。まあ、手の平から放出する感じが一番わかりやすいか。ちなみに今は無理だぞ？　ここはまだこちらの世界だからな〟

　やってみようとしたが、月読様に笑いながら釘を刺されてしまった。

〝真殿は契約上のこととはいえ請こわれて行くのだから、あちらの女神からも力を授かるだろう。今までの世界を捨てさせるのだ、せめてこのくらいの役得がなくては、な〟

　また申し訳なさそうに月読様は頭を下げる。

「いや、月読様。むしろ僕は感謝しているんです。もし……もしも貴方の言ったことを僕が断ったまま、何の説明もなく姉か妹のどちらかがいなくなっていたら、僕は一生後悔したでしょうから」

〝優しいなあ、真殿は……む、ようやく来おったか〟

「やっとですか。長話、しちゃいましたね。いや、できちゃいました、ですね」

〝望むのであれば声を記録してそのまま伝えたり、夢枕を使うこともできるのだが、本当にこれだけでいいのか？〟

「はい、構いません」

　月読様が手に持っていたのは二通の手紙。

　別れる家族に何か残せないかという僕の提案に、月読様は色々心を砕いて考えてくれたが、結局僕は手紙を選んだ。両親に向けてと姉妹に向けて二通。

　親については異世界って言えばわかるんだろうけど、姉さんたちに事実をそのまま伝えるのは躊躇ためらわれたので、手紙を別々にしてもらった。父さん達がそこも含めて二人に話すというのなら、それはそれで両親に任せるさ。

　機械はダメだったけど、他に向こうに持っていける物はないかと改めて聞いたら、少しだけど許可が出たので、数冊の本と筆記具（ボールペンやシャーペンはだめだったので鉛筆と万年筆にした）を選んだ。食料も持っていきたかったが、なぜか却下された。召喚には色々決まりごとがあるんだろうか。

「ん？　……うお!?」

　持ち物を確認していると、突然自分の体が半透明になっていくことに気付く。

〝なに!?　私に挨拶もせずに連れて行く気か!?　何を考えておるのだ、あの馬鹿娘は！〟

　月読様も慌てている。今は異世界に連れて行かれる前兆だとわかっているから安心だけど、いきなりだったら泣き喚わめいていたかもしれないな。

〝すまぬ！　これから真殿が会う神は、少し……いや隠しても仕方ない、かなり問題がある女神だ。だが、その、できる限りで良いから、大目に見てやって欲しい〟

　月読様はどこまでも思いやりを持った人だ。きっとこれまでも対人関係で緩かん衝しょう材として間に入ってきたのだろう。苦労したんだろうなあ。

　僕は笑って頷く。

　異世界に行くのを僕に決意させてくれた。大した存在でもない僕の話を聞いてくれ、心を落ち着かせてくれた。そんな月読命の言葉だ。多少は破天荒な女神だろうと、受け入れるさ──。





　　　　◇◆◇◆◇






　……ええ、そんな風に思っていたこともありましたよ。

「白金の部屋とでも言うのかねえ」

　僕は圧倒されていた。

　夜空に囲まれたような部屋にいたと思ったら、今度は煌こう々こうと白く輝く、目に優しくない部屋。

〝あら、もう来たの〟

　第一声。この声が女神か？

〝月読爺さんの力も結構弱くなってんのねえ。あんなマゾな世界にいたらしょうがないか〟

　第二声。おそらく女神。

〝大体、久しく会ってないからって、私の性格まで忘れて男を候補に挙げてくるんだから、耄もう碌ろくしてるのは確定よね！　アハハハハ〟

　第三声。め、女神？　……うん、多分女神。

〝私好みの女の子が二人もいたのにさ。どっちかにしろってのよ、ったく……私が保険を掛けていなかったらどうなっていたことやら〟

　第四声。め、めが、めが、めがみ？

〝ま、我慢我慢。でね、深澄とか名乗ってたっけ？　あんたは、あんたの両親と私の間の契約によってこの世界に喚よばれたわけだけど──〟

　第五声。あれか、きっと悪い冗談だな、これは。

〝実はこっちの世界、ちょっと目を離している隙に種族間のバランスが異常に崩れちゃってね。ちょっとヒューマンが大ピンチなのよ。魔族やら亜精霊やらが好き勝手始めちゃってさ〟

　ちょっと目を離してる隙に、だと？

〝んで、契約のこと思い出してね。ヒューマンならひとねむ……じゃなかった、瞬まばたきほどの時間で子孫を作るだろうから、喚んで手伝わせようかと思ってね。ん？〟

　……今こいつ一眠りって言いかけたよな？

〝アハハハハ!!　あんた本当にあの二人の子供？　え、ちょっと、ちょっと待って。あら、長女と次女は良い線いってるじゃない。あーこれはひどい。無理だ。あ、念のために確認っと〟

　つ、月読様。これ、僕には無理かも。

〝あ、ちゃんと血は繋がってる。あんた悲惨ね～。もう、どこの醜みにくいアヒルの子だってのよ！　白鳥成分ゼロ。あんた不細工ね～〟

　丸まる齧かじるぞ、こら。

〝あんたに力与えるとかマジ無理だから。悪いけどさっさと視界から消えてくれる？　存在がキモイし〟

　……怒りが頭を何周かして、かえって思考がクリアになってくる。これほどひどい自己中キャラを僕は知らない。

　別の世界から自分勝手に人を引っ張ってきといてそんな言い方あるかよ！

　ありえねえ、流行にしか興味のない今時の刹せつ那な的女子高生でももう少し真面目な態度取れるわ。

「……」

　ダメだ。罵ば倒とうしようにも言葉が出てこない。

　なんて言ったらいいか、もう口をパクパクさせるばかりだ。

〝なにキョドってんの？　会話も無理とかありえないし。私、この世界の唯一神にして処女神でもあるのよ？　あんたみたいなのが同じ空間にいるだけでもう罪。孕はらんだらどうしてくれるのよ？〟

　こ、こいつが神……こいつが唯一神。

　嫌だ。い、嫌だぞ僕は。こんな奴が神様やってる世界などまともなわけがない。絶対行きたくない。

　月読様、お願い、本気で助けてください。マジで無理です!!

〝もう来ちゃってるもんなあ……召喚にもクーリングオフのシステムを作って欲しいわね〟

「あ、あんたな!?　そっちの都合で喚んでおいてそれはねえだろ！」

〝うっわ野蛮！　喋ったと思ったらソレ？　声すら醜いとか。手伝ってもらおうかと思ったけど、やっぱりいいわ〟

「はあ!?」

〝私の世界のサーガに相応ふさわしい勇者をもう別に手配したから。あんたは私に迷惑掛けないように世界の果てでじっとしてなさい。いいわね。ホント、保険を掛けておいて正解だったわねえ〟

　いいわけあるか!!　なんだよそれ！

　僕なりに覚悟して、元の世界を捨ててここに来たのに！

〝もうだいぶ高度下がっちゃってるからな～。落としただけだと死なないだろうし。あ～あ、あの世界の人間って本当にしぶといのよね、参るわ〟

　出会ってたった数分で、ここまで身勝手な言葉を吐かれるとは……こんな不当な扱いをされる理由ないよね!?　そうだよね!?

〝それと、ひとつ言っとくけど。私の美しい世界の住民たちにあんたの醜い胤たねをばらまくんじゃないわよ？　結婚も勘弁してね、世界が汚れるから〟

　もう、聞きたくない。こんなことは初めてだ。

　これは本当に絶望的だ……今から自分が向かう世界の唯一神がどうしようもない相手だと判明しました。由々しき事態です。

〝ああ、そうだ。あんたに力を渡すなんてすっごく嫌だけど、『理解』を与えるくらいなら、まあ良いかな。仕方ないわね、妥協しましょう。今後のためにも〟

　勝手に納得してる。マジで冗談じゃないよコレ。つーか神様ってこんな上から目線が普通？　月読様が特別なのか、こいつが特別なのか。後者を信じたいな、僕の精神衛生を考えても。

〝ちょっとミスミの。きいてるの？〟

　名前がなぜか『の』で省略された。『あれ』とか『これ』よりは良い扱い、かな？

「なんだよ」

　もう敬語すら使う気が起きない。でもきっと許されると思う。そうさ、僕のほうが正しいのさ。

〝あんたが魔族や魔物と話せるように、ヒューマン以外の言葉を『理解』できるようにしてあげるって言ってんの。だから、できるだけ低位の、オークやゴブリンに交じって暮らすのよ。他の種族、間違ってもヒューマンに迷惑かけるんじゃないわよ？　じゃ、行け〟

「ひどい言い草っ、っとわ、わわわわわ!?」

〝あーーー!!　叫び声までひどい！　ちょっとニンフ達！　この空間を徹底的に洗浄しておきなさい！　また湧わかれたらたまんないわ〟

　いきなり落下の感覚に襲われる。

　最後に聞いた声。湧かれたらたまんないだと？　僕は黒い悪魔Ｇの化身か何かか！

　Ｇだって一生懸命生きているんだぞ!?

　せめてここで「ああ、ごめんなさい。実は一目貴方を見た時から恋に落ちていたのです。すべては神位を保つため。厳しく当たってごめんなさい」とか「ああ、お父様（って誰だよ）。どうしてこんな仕打ちを私にさせるのです。彼にこんな試練を与えるだなんて」みたいなことを涙ながらに言ってくれれば、少しは許せたのに……。

　いや、それはありえないな。

　発言は全て、すっごくナチュラルで躊躇ためらいも一切ありませんでした、はい。

　あのくそ女神……いや、女神なんて二度と呼ぶか!!

　ちくしょーーーーーーーー!!
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　ピカピカした部屋から一転して、周囲は夜空へと変わる。

　ＨＡＨＡＨＡ！

　落下している。あの女神、本当に落としやがったぜ♪

　空は不吉なほど暗い。そして寒っ！

「うっわーーーーーーーーーーーーーー!!」

　刺すような冷たい風。勝手に目から涙が溢れてきた。

　眼下に広がるのは荒野っぽい。っていうかこれ、超高層ビルくらいの高さから落とされたんじゃないの？　どう考えても死ぬよね？

　これで死なないなんて絶対にないわ。

　無駄にしぶといとか言ってたが、楽勝で粉々になるわ！

　あのくそ女神の言ったように死ぬわけ？　ここで？

　手は!?　何か手はないか!?

　辺りを見渡す。

　空。

　大地。

　……終了。

　やっぱり、ダメジャン！

　──父さん、母さん。僕を向こうの世界で産んでくれてありがとう。

　こっちであの女神の下で生活するハメにならなくて本当に良かったと思っています。あの女神では、加護どころか、呪われていたに違いありません。

　雪姉さんと真理は、僕がこちらに来たのでもう危険な目に遭うことはないでしょう。

　ほんの十数年でしたが、お二人の息子として過ごせたのは僕の誇りでしゅ。

　あ、かんじゃった。

　しまらないな～、最期なのに。

　そうだ。せめて目を閉じよ。

　痛くありませんように。

　ここまで「月が導く異世界道中」をお読みくださって──。

〝……どの……真……殿……真殿！〟

「ああ月読様、貴方の幻聴まで聞こえてきました。どうして貴方がこちらの神でないのか、残念でなりません」

〝しっかり！　しっかりするのだ！　聞こえているな！〟

　本物か!?

　でも交信はできないはずじゃなかったっけ？

〝なんということだ。やりとりは全て聞いていた。すまぬ……まさか女神がこのような暴挙に出ようとは〟

「ツクヨミサマ！　アイタカッタデスホントニ！」

　なぜかカタコト。でも気にしない。その余裕もない。

〝確かに真殿ならこのくらい、痛いと感じる程度で済むと思うが……しかしやって良いことではない！〟

「え？　大丈夫なんですか、これ。着地して」

　まだだいぶ地面との距離がある。走馬灯効果による知覚時間の延長だろうか。

〝二階のベランダからマットに落ちたくらいの衝撃はあるだろうが、怪我をすることはあるまい〟

「わお」

　予想以上に超人。すごいね自分。元の世界の負荷ってどんだけ強力なんだよ。

〝真殿はあちらで鍛たん錬れんをしていたからな。本来ならマットなしの衝撃だ〟

「あの鍛錬が……意外と効果があるものだったんですね」

〝だが、さすがにこの高さから落下するというのは怖いだろう。私が何とかしてみよう。安心してよい。それよりも伝えたいことがあるのだ〟

　言いにくそうにしている月読様。そういえばさっきも思ったんだけど──。

「あの、僕と交信できないんじゃ？」

〝ああ、おかげでかなり無理をしている。おそらく何百年か眠らないといかん〟

「な……」

　思わず言葉が漏れる。なんてこと……そこまでして助けてくれるとは……そうだよ、神様は本来こういうもんだよ。いや、こうあってほしいもんだよ。

　穏やかな白い光に全身が包まれ、落下速度が緩やかになっていく。月読様の言葉は嘘じゃなかったようだ。

〝それより、あの女神が真殿を迎えに来る時、かなり時間がかかっていただろう？〟

「あ、はい」

〝あの娘、やってくれおった。世界が繋がっていたのをいいことに、こちらの世界から二人ほど攫さらって行きおった！〟

　な、なんですとぉぉぉぉ!!

　それなんて誘拐犯!?

　仮にも女神だろ、そんなことして良いのかよ！

「そ、そんな！　まさか……」

　真っ先に浮かんだのは僕の姉妹。

〝いや、真殿の身内ではない。だが一人はかなり近い人間だ。真殿の召喚の際、うまく重ねられてしまった。君の知り合い、かもしれん……私も油断していた〟

　神々のルールは知らないが、月読様の焦りからみて、あの女神が完全に信しん義ぎ則そくに反していたんじゃ……。

〝私はおそらくこれからすぐに眠りに就き、君の生きている間にもう会うことはなかろう。だがこのことは知ち己きの神々に話して、後の対応をお願いしておく……いくら創造を何度か行ったことのある女神といえど、これほどの蛮ばん行こう。相応の罰はあろう〟

　声が弱くなっていく。本当に無理をして交信しているんだ……くっそ。

　本当にあいつが月読様より上位神だってのか。あんな無茶苦茶なことをする奴が……。

「その二人は大丈夫なんですか!?」

〝ああ。二人ともどこぞの城に召喚されているらしい。もう無事にヒューマンと接触しているようだ。その……女神から多大な加護を与えられて……〟

　言いにくそうに告げる月読様。

　わお、すっげえ扱いの差。

〝気持ちはわかる。もはや君と元の世界に接点はないのだから、こんなことを頼める身分にないことは承知だ。だがしかし、他の二人に会うことがあれば気に掛けてやってほしい。君と同じ世界の人間だからな〟

　ああ、この人は本当にどこまで優しいのか。

「女神の力をフルコースで与えられたのに、ですか？」

　相当な力があるという女神からの加護とか、さぞかし強そうだけど。

〝神の力、という意味においては真殿が一番強い。魔力にしても同じだ。あの世界で無事に育ったうえに、ヒューマンの血筋を継いでいるのだ。比べるべくもない〟

　それに、と月読様は言う。

〝自分で言うのもなんだが、私が親神から継いだ力も、これまでに蓄えた力も結構なものなのだよ〟

　親神っていうとイザナギ・イザナミ様だっけか。

〝あのような女神に加護で劣るということはない。安心せよ〟

　お～自信満々。

〝このような事態だ。本来の勇者としての役割も、あの女神自ら剥はく奪だつしおったし、もう遠慮はいらぬ。月読の名において許す。汝なんじ、深澄真よ。新たなる世界での自由を認める。好きにせよ！〟

　月読様もやっぱり怒ってたのだ！　やっぱ最高だ月読様！

　許されるまでもなくそのつもりでした！

　お墨付きだぜ、ひゃっほう!!

　月の光に包まれ、ゆっくりと落ちていく僕。

〝魂の輪りん廻ねで、また、会える、ことを、願って、い……〟

　かすれて消えていく月読様の声。

「はい!!」

　自らの神に、僕は大きく返事をした。

　女神？

　なにそれ。おいしいの？

　僕は穏やかに（不毛の）大地に降り立った。
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　見渡す限り、荒れ地。

　ひたっすらに続く荒野に岩山。

　マジか？　この状況。もう今日で三日目だぞ。

　いい加減、変化のひとつもあっていいんじゃないか？

　とにかく広い。気付いたら元の位置に、なんてことを防ぐために、遠方に見える一際高い山を目印にして、昼夜を問わずひたすらに歩いていた。

　それでも一向にその山に近づいた気配がなく、幻なのかもしれないと何度も心が折れそうになった。

　見事に誰にも何にも会わない。

　すごいよね。人どころか、動物すらいないんだよ？

　食べられそうなものも一切ない。藁わらみたいな草は時々見るけど、さすがに食べるのは無理だろう。それすらまばらだけどね！

　飢えてはいるがまだ動けそうなのは、肉体が超人仕様だからかな。普通だったら、とっくに衰すい弱じゃくして動けなくなっていそうだし。

　月読様に与えられた『力』を使ってみようと能力の発現を試みたが、失敗（？）した。

　手の平に集めるようにという助言を実践してみたものの、今ひとつわからない。確かに力が集まっている感覚はあるのだが、何も起こらないのだ。

　地面に手をつけて放出しようとしてみたけどこれも空振り。

　……色々試してはいるんだけどなあ。

　手にモノを置いて発現させようとすると、モノが微かすかに動く。これが今のところ僕ができる唯一の力の発現だろうか。

　だけど自在に動かせるわけじゃなく、震えるようにピクピクするだけ。

　謎だ。少なくとも現状打破には使えそうにないな。

　まあ、この力は月読様から授かった尊とうといもの。あの御方に間違いはないと信じたい。

　もっと色々試して、早くこの力を理解しなければ……。

　それにしても、暑い。

　昼は陽炎かげろうがもあもあと立ち上る。今もそうだ。

　夜は岩の表面に霜しもが降りる。

　結構、人間にとって劣悪な環境のようです、はい。改めて超人仕様に感謝。

　かなりの速度で一方向に進んでいる。あの山に着く頃には、きっと何かしら状況の変化があるだろう。あってくれ。お願いです。

　三日間、風の音と自分の足音しか聞いてないんだよ！

　普通イベントが起こるよね、こうなる前に!!

「そっか。僕、勇者じゃなくなったんだもんな～。醜いアヒルの子だったから」

　独り言が漏れる。誰もいない寂しさもあってか、意味もなく考えを口にすることが増えた。悲しい。

　虚うつろな目で遠くの山を見つめる。あそこに人里があると信じたい。

　勇者の二人は今頃何してるのかねえ。

　きっと王族貴族にチヤホヤされて、さぞかし美味いモノ食ってんだろうなあ。

　それに引き換え僕は……。

　後ろを見る。ひたすら赤茶けた荒野。僕が踏破してきた道。

　蜃しん気き楼ろうが見えるたびに全力でダッシュしたから、降りたった場所からはだいぶ離れたはずだ。

　最初は適当に歩いているうちに誰かに会えるか、人里が見えてくるだろうなんて軽く考えていたけどさ。

　見事に何にもない。人影ひとつも……はふう。

『……ッ……ッ』

　だから。

　その声はかすかだったけど、僕が全ての変化に、多分人生で一番敏感になっていたからこそ、僕の耳は聞き逃さなかったのだと思う。

　歩みを止める。

　耳に手を当て、静かに目を閉じる。

　どこだ？　どこから聞こえた？

　集中する。とにかく集中する。水が滴したたるわずかな音も逃さない気持ちで。

　声は絶対にした、確かめろ。

『……テッ。……ダ……カッ』

　再度聞こえた。今度はちゃんと聞こえた！

「こっち、だーーーーーーーー!!」

　目を見開く。カッって効果音が欲しい感じ！

　絶賛絶食中ですけど！　お腹、すっごく減ってますけど！

　こっちに来てから一番力強く、僕は大地を蹴って走り出した。




『タ、タスケテーーーー!!』

　声はさらにはっきり聞こえた。あそこ、岩山の近くからだ。

「はい、よろこんでーーーーーーー!!」

　二つ返事で僕は疾走する。もうテンションはゲージを振り切っている！　必殺技とか連発できそうだよ？

　見えた、次第に見えてきたよ。超視力の賜たま物ものだね。向こうでは視力は良くなかったから、地味に嬉しい変化だ。

　やがて見えてきたモノに結構ビビったりしたけど、もう止まりゃしない。

　……二足歩行の豚だろうが、二つ首の犬だろうが構うものかよ。孤独よりはずっとマシじゃ！

　ゲームじゃな、空飛ぶ豚もいりゃあ三つ首の地獄の番犬だっているんじゃい。

　三次元で出てきたからってこの際気にするか！　こっちは超人だぞ文句あるか！

　ここから見た感じ、悲鳴を上げたのは二足歩行の豚、イメージ的にはファンタジーモノによく登場するオークってやつに近いかな？

　襲っているのは二つ首の犬だ。魔物同士の喧嘩……なのか？

　どっちに与くみするかなんて自明だ。悲鳴を上げたほうだ！　あなたのおかげで生き物に会えたんだからーーー！

　あちらも僕に気づいたようだ。両者ともに、土つち煙けむりを上げながら近づいてくる何者か（僕）に注意を向けている。

　有難い。これならオーク君（仮）はもう安全だろう。僕が犬をどうにかできれば、だが。

『ナニモノダ、キサマ!!　ジャマスルノカ!!』

　二つ首の犬が吠えた。僕を威い嚇かくするための咆ほう哮こうから、なぜかそいつの意思が伝わる。そのことにかなりびっくりしたが、さっきの言語不明な悲鳴もオーク君（仮）のものだってわかったんだ。問題ない！　気にしない！

「ども！　僕は人間・マコト!!　今後ともよろしく!!」

　射程圏内。走り寄る勢いそのままに踏み切り、犬に向けて飛び蹴りを放つ。

「でえりゃああ!!」

















　犬を吹き飛ばし、オーク君（仮）との距離を稼ぐつもりの一撃だったのだが──。

『ナ、ハヤスギル!!　ッツ』

　結局、それが犬の最期の言葉となった。

　犬の二つの顔と顔の間に蹴りが決まる。

　そこまでは良かったんですが……そのまま、突き抜けちゃいました。

　え？

　相手、魔物ですよ？　いや魔物がどうこう以前に、全力疾走とはいえ、ありふれた運動靴での一撃。

　いくらなんでも、これはおかしくないか!?

「え、ええっと」

　心の中は大パニックだったけど、何とか着地。恐る恐る後ろを振り向く。

「うわっ、や、やっちゃった……」

　そこには凄せい惨さんな光景が広がっていた。犬の体の半分がぐちゃぐちゃになって飛び散り、原形をとどめているもう半分は力なく横たわっている。何にどうされればこうなるんだってぐらいの酷さ。まるでトラックに撥はねられたかのような姿に、思わず目をそむけてしまう。

　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

　まさかこんなことになるだなんて思っていなかったんだ。本当だよ。

　自分がやっておいてふざけたことを、とは思うけど、直視できない。

　オーク君（仮）と目が合う。

　犬と相対していた時よりも、遥かに強い恐怖がその目に宿っているのがわかる。

　本来ならば醜く感じるはずの容姿にもかかわらず、不思議と嫌けん悪お感が湧いてこないのは、あの女神のおかげだろうか。見た目で判断することの愚をこれ以上なく体現してたからな、あいつは。美しくないと駄目とかふざけるなって。

　しかしまあ、色々な意味でやってしまった感が漂っている。

　だがとにかく会話できるのだ。会話しないと。

　ああ、会話。何て素晴らしい行為。遂に誰かと話をすることができるのか。

　妙な期待感に心が高揚する。

　神妙な面持ちで僕を見つめるオーク君（仮）の正面に立つ。

「あ～、はじめまして」

『ヒイイ!!　シャベッタア!!』

　あれ、掴みから失敗か!?

　いやいや三日かけてようやくだよ？　超低確率のエンカウントだよ？　諦められるか。

「僕は怪しくない。温和で優しい。意味、わかる？」

　オーク君（仮）は首を縦にブンブン振るが、すぐに横にブンブン振り直す。

　意味がわからない。この世界独特のジェスチャーか？

　二足歩行しているのだから、感覚も人間に近いんじゃないかと思ったんだけど……。

　いや待て。豚さんが立っているのを見て、人に近いって感じるとは……僕も結構追い詰められているな。

『「リズー」ヲ一撃デ殺スヤツガオンワデヤサシイワケナイ！』

　おお、なるほど。納得だ。確かにさっきのはありえない。僕だってそう思う。

　青ざめた顔をしているわりに意外と冷静なヤツだな。『アンナ殺シ方アリエナイ』とかぶつぶつ呟いている。

「……わかった。俺は強い！　お前より強い！」

　と、少し威い嚇かくしてみる。

『ヒイイイイイイイイイイ』

　身を縮めて怯えている。何これ。震えるオーク君（仮）に身振り手振りで意思を示す僕。

　おお、シュールだ。

　むう、しかしよくある流れだと、威嚇したら「俺はお前を気に入った」とか言ってくるかと思ったんだけどなあ。ゲームのやりすぎか。

「まあ、落ち着け。強いのは事実だけど、お前を助けに来たのも本当だよ？」

　両手を上げて、戦う気はないよって意思を示す。

　うん。こいつには「俺は強い！」って威嚇するより無害をアピールしたほうがよさそうだ。

　そもそも相手を脅おどすなんて僕のキャラじゃないしね。

「だってそっちが、助けて～って言ったんじゃないか。それで僕がここに来て、お前を助けた。ほら。僕はお前の味方、だろう？」

　オーク君（仮）は恐る恐る顔をこちらに向けた。少し震えも収まっている。

『ソ、ソウナノ？』

　怯えながらも顔を上げたオーク君（仮）の目をじっと見て、頷く。よしよし、少しは好意を得たようだな。この調子で──。

　ん？　何かに気付いたみたいだ。

　ようやく警戒心が薄れたと思ったのに、またその表情に恐怖が浮かび、震え出す。

「なんでやねん！」

　思わず突っ込みを入れる僕。

『ナ、ナンデヒューマンガワタシトハナセル!?　マサカ、ヒューマンニモテイマーガイルノ!?』

　ていまー？　なんですかそれは。

　どうして話せるかって言えばそれはまあ、どこぞの神っぽいもののおかげですけどね。

　そっか、普通人間は魔物と話せないんだな。

　あの女神、なんて能力つけやがる！　人からも誤解されるだろ、これ!!

「あー、もう!!　僕、ていまー違う！　道迷った！　お前助けた！　以上！」

　とにかく端的に事実だけを伝えることにする。

『……』

　む、何か考えてる。相変わらず震えてるけど、さっきよりもマシだ。それなりに距離を取っているんだし、そんなに怯えないで欲しいよ……大体、こっちだって結構怖いんだぞ？

「……」

　僕も沈黙で待つ。もう会話ライフはゼロよ？

『ワ、ワカッタ』

　やった！　ありがと！　さんきゅ！　しぇしぇ！

『タスケテクレテアリガトウ』

　グレート！　会話らしい会話だ。こいつは嬉しい。

「いやいや無事でよかった。それより君の集落はこの近くなのかな？」

「お前」から「君」に呼び方を変える。考えてみればお前お前って言うのもちょっと無礼だしね。

　街でも村でも住処すみかでもなんでもいいのだけど、屋根のある場所で休みたい。

　だが、残念なことに首は力なく横に振られた。

「ま、まさか君も迷子？」

　首はまたも力なく横に振られた。

「僕、実はもう三日も迷ってるんだけど。どっちに行けば人に会えるか知らない？」

　やはり首を横に振る。

　おーごっど。状況が好転しませんよ？　これイベントだよね？　違うの!?

『近クニヒューマンノ村ハアリマセン。ココハ〝世界ノ果テ〟ト呼バレル不毛ノ荒野デス』

　世界の果て？

　おや、そんな感じの言葉、最近誰かから聞きましたよ？

　……おい！　まさかあいつ本当に世界の果てに飛ばしたのか!?

　普通そこまでやるか!?

『ワタシは蜃しんサマニ捧ゲラレル生いけ贄にえトシテ神しん山ざんニ向カウ途中デシタ』

　女神への怒りを心の中で爆発させる僕に、オーク君（仮）が言う。

　蜃サマ、生贄……うわーい、イベントフラグだ～。

　街にも村にも着いていないのに、中ボス戦っぽい感じのバトルイベントの匂いがする～。

　涙ながらに衝撃の告白をしてくれた彼女。そう、男ではなく女。とても女の子に見えないけど。

　聞けば、彼女はやっぱりオークさんらしく、その中でも高地に住むハイランドオークと呼ばれる種族なのだそうな。その村では半年に一度、神山と崇あがめる山の主である蜃に、若い娘を生贄に捧げる風習があるようで、生贄を怠ると村が深い霧に包まれ、作物もろくに実らなくなるらしい。

　すごいね、ハイランドオーク。略奪とかじゃなく、きちんと知恵を使って農耕と狩しゅ猟りょうで生計を立てているんだって。ほとんど人間と同じじゃん。外見以外。

　ところで、次々とフラグが力強く立っていくのを感じますよ？





　・異世界に飛ばされた僕。

　・悲鳴を聞きつけ、魔物から（オークの）女性を救う。

　・そしてこの世界で初めて会った彼女から、蜃様（？）の生贄にされてしまうと告げられる。

　・蜃様とやらを僕が倒して生贄などというふざけた風習を潰す（未定）。






　もうわかったかな？

　ヒ・ロ・イ・ン・フ・ラ・グさ☆　ぶはーーーーーーー！

　特にこの「（未定）」を実行しちゃってみろ！　多分本当に立っちゃうぞ、これ!!

　無理、絶対に無理。

　そりゃあ僕だって他人の見た目をどうこう言える容姿ではないよ？　でも、でも、お付き合いするならせめて人（型）が良い！

（型）と言うくらいならオークもありかもしれないが、それは屁理屈ってもんだ。僕だって人並みに色々と『経験』してきてるから、偏見だの先入観だので意見を言うつもりもない。

　確かに彼女は「オーク」の単語からイメージする悪臭とかは放っておらず、むしろ花か何かの良い匂いがするよ。

　まるで憧れの先輩のような……。

　はっ！　ち、違う！　そうじゃなくて！

　僕のこれまでの『経験』には、当然人外もいる。

　エルフに代表される妖精さん。獣耳に肉球装備の獣人達。擬人化された精霊の皆さん。青かったり黒かったり緑がかっていたりする肌を持ち、角が生はえてる魔な人たち。

　見た目が良ければ機械でも良い！　オールオッケーです！

　でもオークは無理。

　差別じゃない。顔立ちは人間でなくてはダメだ！　そこは譲れん！　譲れません！

　いくらあらゆる男の夢をプレイしてきた『経験』を持つ僕でも、残念ながら、非常に残念ながら、オークの彼女は攻略対象にならないよ。

　と、『経験』『経験』言い放ってきましたが、言うまでもなくゲームだよ、悪いか!?

　とにかく、彼女は攻略対象には、絶対に、なりません!!

「というわけなので、ごめんなさい」

『エ、アノ、何ヲ謝ッテイルノデスカ？』

　しまった。心の葛藤が思わず……これは失敗。

「い、いいえ～なんでもございません～」

　キョトンとされてしまった。だがそれもわずかのことで、彼女はすぐに笑顔（多分笑顔）を向けてくれた。

『ソレヨリ、ヨロシケレバオ礼ヲサセテクダサイ、マコトサマ、デヨロシイデスヨネ？』

　あんな登場シーンの名乗りを覚えていてくれたなんて。うん、『シャベッタア!!』とか言って怯えきっていたのは忘れることにしよう。

　実に聡そう明めいなお嬢さんだ。惜しいなあ、人間寄りの犬っ娘こや猫っ娘なら全然良いんだけどな～。豚っ娘はな～。

「うん、僕は真だ。ちなみに十七歳。よろしくね」

『私ハ〝エマ〟デス。同ジ十七歳ダッタンデスネ』

　年齢も理想的！　まさに種族の問題だけが、この出会いをただのイベントフラグにしてしまったんだね……。

　ちなみに、この世界で結婚するな、とほざいた女神の言葉はもう僕の中でなかったことになってます。月読様は好きにやって良いって言ってたし♪

『コノ先ニ、神山ニ至ル最後ノ身清メノ場ガアリマス。ドウカソコデ旅ノ疲レヲ癒シテクダサイ』

　休憩所みたいなものだろうか。本当に良い娘さんだ。

　邪じゃ推すいすれば、その身清めの場までの護衛役にされているだけかもしれないけど……まあ、リズーとかいうさっきの犬程度のモンスターと遭遇するくらいなら問題なさそう。いざとなったら撃退できるだろうしな。

「ああ、ありがとう」

　僕は彼女と共に神山とやらの方角に歩き出した。




　不思議なことに、会話を重ねるにつれて彼女の言葉が次第に違和感なく理解できるようになっていった。クリアになっていく、といった感じだろうか。

　意思疎通がスムーズになったことで会話も弾み、色々と突っ込んだ話をしながら目的地へと向かった。

　平和だった頃に催もよおされていた村のお祭の話をしている時のエマさんの表情は晴れやかで、これから生贄として死し地ちに赴おもむくとは思えないほどだった。ところが村の現状を語り始めた途端、さっきとは対照的にその表情はずいぶん暗くなった。一年に二人も若い娘が生贄に取られていたら、遠からず村は滅ぶだろう。

　休憩所に着いてからはどうしようか。

　山の主を倒しに行くとなると本気でフラグが立っちゃうんだよなあ……。

　彼女は性格もいいし、年齢も近い。族長さんの娘らしいから玉の輿こしみたいなもんだろうし……。

　むう、本当にどうして人間じゃないのかね、エマさん。

　良い娘なんだけど……本当に良い娘なんだけど！

　実は、誰かに呪いにかけられている美しい姫君ってことは──。

　……といってもここは人里から離れすぎているようだし、その可能性はないか。




『ああ、あそこです』

　洞窟を指差すエマさん。見ると、人の手で造られたと思しき洞窟が口を開けていた。入り口の補強やそこに至るまでの道の様子からも、人工物だということがわかる。

『真様。申し訳ありませんが少しここで待っていてもらえますか？　真様のことを洞窟の守り人たちに説明しなくてはなりませんから』

「わかりました」

　もっともなことだ。向こうからすれば、いくら助けられたとはいえ僕はまだ正体不明の人物だ。いきなり一緒に行ったら守り人とやらに襲われかねん。

　とはいえ、エマさんの性格はここまでである程度わかっている。僕はオークたちの味方だって、ちゃんと話してくれるはずだ。

　いくらなんでも軍団を率いて襲い掛かってくることはないだろう。最悪、大勢で来ても洞窟から少し離れたこの場所からなら逃げられるし。

　エマさんの姿が洞窟に消えるのを確認しながら、これからのことを考える。

　彼女は本当に良いオークだ。しかも僕にとって最初に会話が成功した存在。

　少し意味合いは違うけど、最初の仲間と言っても過言ではない。

　できれば助けてあげたいところだが、恋愛フラグはさすがにきつい。それに敵である蜃様の能力も未知数。

　ここまでの展開から考えると、いきなりラスボス級が来てもおかしくない状態だ。間違いなくマゾゲー仕様。

　あの洞窟で上手く敵の情報を収集することができたら、エマさん達に悟られないようにさっさと抜け出して、彼女が生贄にされる前にその「蜃様」とかいうボスをぶっ倒す。結果として彼女は救われましたって形に持ってくのはどうだろう。僕はそのまま消えればいいわけだし。

　村の無事が約束されれば、彼女だって帰れるはず。

　それにぶっ倒すとは言ったものの、僕だったら蜃様とも話せるかもしれない。戦闘だけが問題解決の手段じゃないと思うんだ。

「そうだな、これだけよくしてもらってるんだ。返せる恩は少しでも返さないと」

　洞窟の入り口で手を振っているエマさんが見える。笑顔だ。交渉が成功したっぽい。

　その姿を見て、僕はほんの少しだけ、女神から不要だと言われた勇者の真似事をやってみよう、そう思った。




　洞窟の内部に案内され、すすめられた椅子に腰掛ける。周囲を見渡すと、オークたちが何気なく掌てのひらから火の玉を出してカマドに火を入れたり、重そうな鎧をいくつも浮かせて運搬したりしている。ファンタジーと言ってしまえばそこまでのことかもしれないけど、凄い光景だ。あれが魔法……練習すれば僕にも、できるのかな。

『どうしました？　珍しいものはないと思いますけれど』

「エマさん。あれ、魔法ですよね？」

　周りのオークたちを指さしながら尋ねる。

『え、ええ。私たちが普段使っている日常的な魔法です。ヒューマンは魔術、と呼ぶらしいですが』

　呼び方はどっちでもいいや。そこは大事じゃないし。

「エマさんも、使えるの？」

『勿論です。これでも私は村でも有数の使い手ですよ。ただ、体を動かすのはあまり得意ではなくて、一人では満足に戦闘もできませんが』

「あの……さ。無理ならいいんだけど、僕に魔法を教えてくれない？」

『……ええと。使えないのですか？』

「うん、まったく」

『あんな場所を歩いていたのに!?』

「そう……酷い話だよね」

『真様は、不思議です』

　深い溜息が彼女の口から漏れる。その後彼女は、触りだけですが、と前置きしたうえで魔法の授業を承諾してくれた。




『ではやってみてください』

　エマさんに言われるまま、精神を集中して呪文を詠唱する。

　彼女によれば、呪文とは自身の持つ魔力に様々な属性や変化を加える言葉で、魔力で魔法を発現させるための鍵を生み出す作業らしい。呪文の詠唱を終えると、魔力が鍵になって世界にある扉を開けることができる。そうして世の理ことわりに干渉することで魔法が発現する、という仕組み。鍵とか扉って表現は比喩であり、実際に見えたり感じたりすることはない。単に理解を助けるための表現なのだそうだ。

　呪文に使われている言葉は、オークの言語とは違うものだったけれど、僕には普通の言葉に聞こえ、使おうと意識すると自然に使えた。

　全身からありったけの力を集める感じでと言われたけれど、それはやめておこう。

　月読様から僕の体力と魔力が超人的だと教えられた手前、本気でやってしまうとまずいことになるかもしれないと思ったからだ。

　これから僕が使うのは初歩の魔法。あらゆる属性の攻撃魔法の基礎である「ブリッド」と呼ばれるもので、今回は火属性のブリッドを教えてもらうこととなった。

　発火にも使える、ということだが、広いとはいえここは洞窟。力を入れ過ぎて、万が一業ごう火かなど出ようものなら酸欠か熱で死んでしまいかねないので、力加減には十分注意する。

　まあ僕が魔法を扱えるかどうかもまだ疑わしいけど、念には念を入れておかないと。

「『ブリッド』！」

　瞬間。

　周囲から、形容しがたい『感覚』が体に流れてきた。そして間を置かずに、突き出した右手から数センチ離れたところに、ぼっと小さな炎が生まれる。

　その炎はわずかな間そこに留とどまり、揺らいで消えた。

「お、おおおお！　これ、これが魔法ですか!?」

　思わず声が上うわずる。

　言われたままに詠唱し、炎をイメージして発動の呪文を口にしただけで、実際に手から出るとか……。

　凄い！　これが魔法か！

『え、ええ……それが火のブリッドの初期状態です。……まさか一度目でできるだなんて──』

　教えてくれたエマさんが驚きながらも認めてくれた。呪文語（仮）を理解できるのが大きいのかもしれない。

　そうか～これが魔法ってやつなのか～♪

　僕が魔法を使える日がくるとは!!

　ゲームでは定番だけど、まさか本当に……ねえ？

　うふっ、うふふふふふ、ふふふふふふ。

　自然と笑いがこみ上げてくる。

『──その炎を弾にするようなイメージを頭に描きます。火弾を、目標にぶつけるように飛ばすことができればブリッドの完成です』

　エマさんの言葉でトリップから覚める僕。

　そうか！　炎の弾を飛ばして初めて完成だよね。このまま修練を積んで、火のブリッド以外も使えるようになれば……いや、とりあえず今は火のブリッドを習得することに集中しよう。

「それではそれでは」

　上機嫌のまま、短い詠唱を終えて「ブリッド」とつぶやく。

　流れ込むナニカ。多分これが魔力なのだろう。言葉では何とも説明しにくい。エマさんから、頭で理解しようとするより使ってみたほうが早い、と言われた意味が確かに良くわかる。実際、説明を受けていた時は、さっぱりだった。

　そして再び現れる炎。

　これを維持して弾の形に、っと。

　炎が消えることなく揺らめき続ける。野球ボールくらいの大きさでイメージすると、一瞬揺らめきが大きくなり、そして徐々に球形になっていく。

『すごい……少し説明しただけでここまで』

　彼女の驚いた表情も心地いい。

　エマさんの目配せで、守り人であるオークの一人が洞窟の壁際に岩の塊をひとつ置いてくれた。結構な大きさの岩だが、オークは筋力の強い種族らしく難なく動かしている。

　距離は五～六メートルといったところだろうか。

　エマさんが僕を見て頷いたので、炎の弾を岩に向ける。

　そして『中あてる』イメージを強く持って、〝飛べ〟と念じる。

　炎の弾はまっすぐ岩に向かって飛んでいき、そして当たった。

　洞窟内に衝撃と熱風が起きる。と言っても、それほど大したものではない。熱風は言い過ぎだな、せいぜい温風くらいだ。

　岩は爆散し、原形をとどめていない。威力もなかなかある感じ。見掛け倒しでなくて一安心ってとこだな。

「これで、ブリッドは習得なの？」

『ソ、ソウデス……』

　彼女の口調がカタコトに戻っている。どうやら僕は結構凄いことをしたらしい。

　おー、魔法楽しい、楽しいぞ。他に今すぐ習得できそうな魔法はないのか！

　習いごとを始めた頃特有の楽しさがあるぞ、これは♪

「呪文だけでもいいから色々教えてよ」

　もうイケイケです。

『あ、はい……それでは後でまとめておきますね。ところで真様、もう魔力の感知は大丈夫ですか？』

「あ、それ何となくわかる。魔法を出す時に流れ込んでくるモノのことでしょ？」

『ええ、その通りです。さすがですね、天才的な習得速度です』

「いやー、エマさんの言う通りだったよ。使ってみたらすごく良くわかった」

　まさにそうだった。エマさんって良い先生になれるんじゃないかなあ。

『では魔力が、自分の体の中にあるのもおわかりですか？』

「ん？」

　言われて意識を自分の内に集めてみる。

　相変わらず圧倒的な存在感があるのは、使い道のわからない月読様からもらった力。

　しかし魔法を使った影響からか、それとは違う力が細く流れているのを知覚できた。

　今外に放ったものと同じ感じがするのだ。

　結構曖昧な感覚だ。流れる水を掴もうとしているような感じ。全体像はよくわからない。

「ああ、あるな。これが僕の魔力……かあ」

『あれだけの身体能力があるうえに、魔力をこんなにも早く自分のモノにされるだなんて。真様は魔法剣士系の職業なのかも知れないですね』

「職業？」

　おいおい、この世界って思っていたよりもかなりゲームっぽい？

　ジョブ補正とか特殊能力もあるのか？

『ええ、そしてきっとレベルもかなり高いはずです』

　レベルときたか。うーん、これはこの世界の認識をかなり変えなきゃダメかもなあ。

　ＲＰＧみたいなものなのかな？　だとするとリズーとかいう犬は経験値をくれたんだろうか。お金は落としてないっぽいんだけど……。

「う、うん……どうだろう、よくわからないや」

　ここに来るまでに、彼女には一応自己紹介をしている。

　正直、かなり嘘をついてます。

　真実を全部話すと、エマさんはきっと僕を残念な人だと思ってしまうに違いなかったから。

　目が覚めたら世界の果てにいた。そしてどうも記憶がはっきりしなくて……と。まあ、この世界の記憶はないも同然だから、あながち嘘ではないのかも？

　エマさんが良い人だけに騙だますのは気が引けるけど……。

『レベルだけでよければ、こちらで大体わかりますよ』

　そう言って差し出された一枚の紙。

「何これ」

『強さを測る紙、とでも言いましょうか。まあ、大おお雑ざっ把ぱな数字ですけれど。昔、ヒューマンが落としていったものなのです』

　ヒューマン……それって人のことか!?

　そういえば、人間じゃなくてヒューマンって単語は何度か聞いたな。

　まあいいや、とりあえず、先にレベルってのを測ってみよう。

「どうするのこれ？」

『掴んでみてください』

「ほい」

　言われるままに紙を掴む。白色だったソレは青色へと変わった。いや水色って言ったほうが近いか。

『あら……そんなはずは』

　不思議がっている。変な色なんだろうか。

　周りのみんなも怪け訝げんな表情を浮かべている。

「何？　おかしな色なの？」

『ええっと……』

「うむ、言ってくれたまえ」

　覚悟完了。どうせ数字を言われる程度のこと。現状が変わるわけでもないしね──。

『レベル１です』

　……そうだ、ヒューマンのこと聞かなきゃ♪




　エマさんが神山に出しゅっ立たつする朝。

　空気中に存在する魔力を知覚できるようになったことで、昨日とは別世界のように感じる。心地よくて爽やかな気分だ……昨日、僕のレベルが１だってことが判明しましたが。

　やはりおかしい。

　もともと高レベルだったなら、リズーって犬を倒してレベルが上がらないのはわかるんだけど、レベル１なら上がるでしょうに。それとも、あの犬はとてつもなく弱かったのだろうか？

　エマさんも僕が戦いに勝ったことは確認している。不意打ちだと経験値が得られない、とか？

　ん～、存在がチートゆえにレベルの概念からも外れた存在なんですかね、僕は。

　まあ深く考えてもしょうがないか。

「さ、やるか」

　洞窟の門番さんにはエマさんへの言こと伝づてを頼んだ。

　手紙で、ね。

　内容はそんなにたくさん書いてない。




　蜃様は僕が何とかしてみるよ。

　きっと無事では済まないだろうから、僕のことは忘れて村に帰ってくれ。ありがとう。




　って感じの文章。実際は少し世間話や説明も織り交ぜてあるけど。

　すごいよね、まさか話せるだけじゃなくて文字まで理解できるとは。読み書きもばっちりだ。

　万歳チート。女神にも少し感謝の念を覚えたね。こうなってくると、勇者は全知全能じゃないかとすら思えてくる。

　これなら人間の街に着いた後は、人外と人間の間で交易でもして稼げそうだな。お金を稼ぐのはこの世界でも必要だろうし。

　魔法を教わったうえに、この周辺のおおまかな地図を見せてもらうことにも成功したので、蜃様に話を付けた後は洞窟へ戻らず、このまま人のいるところに向かうつもりだ。

　洞窟からはまだ相当距離があるけど、世界の果てで採れる希き少しょう物質を目的とする人や、武者修行に来た人たちが集まっている村みたいな場所があるらしい。

　最高速度で移動して一週間、途中で何かあったとしても十日見ておけば到着できると思う。

　その間にはいくつかの人外種族の集落や森がある。とは言っても人外と話せるのだから毎回戦闘、という事態にはならないだろう。

　三日絶食したけどまだ動けるから、食べ物はとりあえず大丈夫だ。この感じだと五日はいけそう。オークから食料を分けてもらえたけれど、彼らにとってもおそらく貴重なものだったろうから大事に食べないとね。

　そんなことを考えながら岩山を迂う回かいして、奥にそびえる一際高い山を目指す。神山……か。




　自分の内に秘めている魔力を解放して、エマさんに教えてもらった魔法を思う存分使ってみたいところだが、彼女が神山に出立する前に事を起こす必要があったので、火のブリッド以外を習得する余裕はなかった。ただ、明かりを生むライトの魔法は門番の詠唱を盗み聞きしたので習得済みだ！

　これから先、もらった詠唱リストを活用して魔法のストックを増やしていかないとなあ。

「とりあえず自分の『全力』だけでも試しておきたいな。ぶっつけ本番はさすがに怖いし」

　ここにはもう遠慮すべき相手はいない。一度、全力を出してみよう。

　まずは小さく呪文を呟いて、昨夜と同じくらいのブリッドを作り、ボールにして適当に飛ばす……成功。

　よし、それじゃあ次のステップ。

　試したいことその一。呪文を口に出さなくても良いかどうか。

　体の力を抜いて慎重に、ありったけの力を込めて「強い炎」を意識して詠唱する。ただし心の中で。

　そして「ブリッド」と心の中で呟く。これも成功。

　昨夜よりも遥かに強力そうな、今にも弾けんばかりの真紅の弾ができた。

　良かった。洞窟で野球ボールサイズに留めるイメージをしていなければ、大惨事になっていたかもしれない。多分、僕より一回りも二回りも大きい炎の弾ができたことだろう。

　次に標的だけど──。

　神山と呼ばれる山への道。その先、山の麓ふもと付近に門のようなものが見える。あれでいいや。

　オークの村人たちの恨みは、僕がここで晴らしてあげよう！

　距離は数百メートルくらいといったところ。超視力に感謝だ。

　試したいことその二。ブリッドを矢のようにして放つことはできるのか。

　僕は弓道をやっていたので、球よりも矢のほうが扱いに慣れている。『矢』を強くイメージしてみると、掌のうえでブリッドが徐々に棒状になっていく。どうやら変形できるっぽい。

　狙うは鳥居のような門の根元。

　見せてもらいましょうか、僕の全力魔法の威力を──。




　弓道場で弓を持ち正座。心の準備を済ませ、集中し、立ち上がった時には、すでに射た後の結果がわかっていた。

　部活の友人たちによく言われたものだ。どうして座っている段階でもう、中あてる確信が持てるのか、と。

　どうしてと言われても、と苦笑した覚えがある。僕はそうなのだから仕方がない。

　初めて的に中あたった時は嬉しかった。だけどその喜びも、中あてるのが容易たやすくなるにつれ薄れていく。そして中あてることを繰り返すうちに次第にわかってくる。技術だけでは限界がある、と。

　だから、目を閉じて心が平静であるように努め、まず心の中で何度もシミュレートした。そして「中あたった」時の所作を現実でなぞった。

　構えや姿勢、一挙一動全てに、常に極限の集中力で臨む。

　弓を教えてくれた師に、道場を好きに使って良いと言われたのは、確か中学生になった頃だった。

　その頃からもう、一切的を外さなくなっていたのだ。座して的を見た瞬間には、『中あたった』イメージができていて、現実でも同じ結果になる。集中が続く限り何射しても。

　高校に入り、選んだ部活はもちろん弓道。

　師に報告すると、彼女は何故か僕が弓道部に入るとは思っていなかったらしく、ひどく驚いていた。弓が好きですから、と言うと、呆れたように笑っていたのを覚えている。今思えば、その時師は何かを決意したのかもしれない。それから僕に本格的な弓術を教えてくれるようになった。

　師の家系で伝えている実戦弓術では、弓道とは違う弓の扱いを学んだ。

　部活では、師と顧問の言いつけに従って一切の大会に出なかったのだけど、僕はなぜか代替わりの時、副部長になっていた。ま、部長や皆に頼られているんだと少し嬉しく思ったけどね。

　そんなこんなで後輩の指導を中心に部活を楽しんでいた矢先、異世界へと召喚──。

　考えてみると、やっぱ惜しかったかなあ。先輩先輩って慕われるのは結構気持ち良かったのにな──。




　と、ホームシックになっても仕方ないや。現実現実。おし、まだブリッドは安定してるな。

　慣れ親しんだ矢と同じ長さの赤い光がそこにある。

　久々に本気で、っと。

　左手をあたかも弓を持っているように前方で構え、突き出した右手を顔の横から後方へと引いていく。赤い光と共に──。

　そして、放つ。

　一瞬で門を直撃した。突き刺さる炎の矢。

「成功……だな。速度も申し分ない」

　本物の矢のように空中を翔かけてくれた。練習が必要とはいえ、これをマスターすれば弓矢が常に手元にあるのと同じ。大きな前進だ。心強い。

「あ、れ？」

　なぜか門に突き刺さった矢が消滅せず、そのまま歪ゆがんでいる。そして何かに抵抗するように一ひと際きわ大きくよじれた後、炎の矢は爆発した。門ごと。

　僕のところまでジワジワと熱風が迫ってくる。かなり熱い。

「やば、門が消えちゃった」

　まあ門くらい良いか……いや、付近に生き物でもいたらと思うと急に不安になってきた。

　とにかく、現場に行ってみよう。




『貴様、何者だ!!』

「うっわ……これはもう……」

　手遅れでした。生物らしき焦げたものが四つほど。

　声の主も下半身が消し飛んでいる。何で喋れるんですか、この御ご仁じんは？　物凄い生命力だな。

『奴ら、まさか我ら魔族の策に気づいたとでも言うのか？　それとも、無謀にも蜃殺しでもするつもりなのか……！』

　青い肌。そういえば、洞窟に向かうまでの道中で、エマさんがこの世界の魔族の特徴だって言ってたな。

「ストップ！　ストップだ！　あんたもう喋るな！」

『ク、クク……もはや私の命は助からんだろう。最後くらい、喋らせろ』

　確かに助からないだろうけどね!?　てかこの大惨事は僕のせいですけどね？

　あんた、さっきからやばそうなフラグをどんどん立ててるんですよ!?

　これなんて泥沼!?

『大人しく我らに協力すれば問題を解決してやると言って仲間に加えようと思ったが、まさか貴様のような化け物を飼っていたとはな』

　うっおおおおおおおおおおおおお!!

　何だこの展開!?　こいつら、蜃とオークの話に介入しようとしてたの!?

『まあ、しかし……門まで壊すとはな。奴らも早まったものだ。これで蜃の怒りは現実のものとなろうよ……』

「っておい!?　蜃って門を壊したくらいでそんな怒るのかよ!?」

　やばいやばいヤヴァイ。これってセーブポイントもなく戦闘に突っ込みそうなパターンじゃ？

『会話コマンドを選択──それどころではない！』とか返ってきそうな予感が。きっと来るーーーーーーー！

『強大な……族が……自分の縄張りの……門をいきなり……破壊されたのだ……クケケエ、ザマアミロォ……』

　半身になりながらも話したいだけ話したそいつは、風化して砂のように散っていった。おそらく死んだのだろう。

　残りの四体も既になくなっている。同様に風化したのか。

　そして、地響き。

　さらに、山を包んでいた雲がどんどん高度を下げてくる。

　雲、いやこれは……霧、なのか？　完全にボス登場の雰囲気じゃないか！

「蜃様、話を聞いてください！」

　すでに頭上数メートルくらい上まで下りてきている、濃い真っ白な霧に向かって僕は叫んだ。

　その濃霧の中には、憤ふん怒ぬの表情で大きく口を開けて牙を剥むく、東洋伝統の竜神さまが──。

　間合いを測るように、ゆっくりと僕に近づいてくる……咬かみ殺される!?

　……大体だな。

「蜃ってでっかい蛤はまぐりじゃないのかよーーーーー!!」




















　異世界に、自分の常識、通じない。

　こんな辞世の句はイヤです!!








　　　２






　まずは様子見……なんてことはなく、人間くらい軽く一砕きにしそうな凶きょう牙がが速度を上げて迫ってくる。でも僕は超人だから受け止められる。来てみると良いさ。

　……。

　とか言ってられるか!!　避よけるわ!!

　鈍く光る牙が眼前へと迫ってくる。意識を蜃に集中させ、後方へ飛び退のいて回避。

　蜃は空振りに終わった一咬みを気にもせず、続けて僕を襲う。また咬み付きですかい！

　宙に浮いた敵って、良く考えたらものすごくリーチ読みにくい!?

「なんとぉぉ！」

　今度は体を反転させつつの横っ飛び。

　セーフ！　僕はまだ生きてますよ！

　蜃から視線は逸らさない。顔の大きさは大体わかったから、今度は全体像を予想してみる。

　なーんだ、新幹線より何倍かでかいくらいじゃないか。正確な長さまではわからないけどさ。

　……って死ぬわ!!

　馬鹿にしてんのか、担当者!!　おい女神、出て来い女神!!

　伝説の武器とか防具とか、絶対いるだろうよ！

　そうこうしている間に、地表にまで霧が立ち込めてくる。

　あれだけ巨大な竜はおろか、自分の手元もまったく見えなくなった。

　巨体が動けば霧だって波打つはずなのに、ゆったりと、しかも濃密に留まるのみ。

　霧を生んでいるのはやはりあの竜、蜃で間違いないようだ……ずるいよね。

　それでも気配すら感じないというのはおかしい。この霧、普通の霧じゃないのか？

　圧倒的に不利な状況。一体、どうすれば──。

　！　不意に首筋に悪寒が走る！

　咄とっ嗟さに前へ飛ぶ。振り返ると、さっきまで僕がいたその場所に、蜃の大きな口があいていた。

「おいおい！　直前まで気配がわからないなんてアリかよ!?」

　反撃どころか、かわすだけで精一杯。

　巨大な体を持つ相手と戦う時、相手の攻撃はとことん回避か防御し、隙を突いてこちらの攻撃を入れるってのが定じょう石せきだ……多分。

　とりあえず、アクションゲームと格闘ゲームから導かれる結論はそこに落ち着く。

　それなのに気配を感じることすらできず、いきなり後ろからがぶり、とかどうしようもない！　なんというクソゲー仕様！

　初見の格闘ゲームのラスボスみたいな？

　今の時点でできることは、攻撃を避けたら真正面からあの頭に殴りかかるか、当たりを付けてボディに一撃入れるか。しかし、ボディがガラ空きとも言えないし──。

　どうする？　どうする？　僕!?

　頭に青いカードが三枚浮かぶ。結構余裕あるやん自分。どーれ。





　１．それでも気合で避け続けて一発入れたれや！

　２．ならば霧を晴らせば良い、さあ風よ吹け！

　３．先手必勝！　手当たりしだいに攻撃じゃ！






　１は正直無理そうだ。さっきみたいなシックスセンス。僕には連発できそうにない。

　２か……某三国志の有名軍師を呼べ。

　３だと、威力を抑えて手数で圧倒、って感じか。とにかく全方向にブリッドをばら撒いて相手の位置を掴む。そして会心の『矢』を叩き込む。

　うむ、そうだな。３が現実的だ。というか僕の思考ではそれぐらいしか手段が思いつかん。

　やるしかない。この状況で、僕の精神が長く保もつとは思えない。パニックになれば、狩られる。





　　　　◇◆　蜃　◆◇






　私は竜の中でも上位に位置し、「無敵」と言われていた。

　しかし、単純な攻撃能力は他の上位竜に劣る。防御能力も然しかり。

　されど無敵。その理由が私の能力、「亜あ空くう」だ。

　霧を立ち込めさせ、亜空に引きずりこんで殺す。霧は、捕らえた存在を亜空へと誘い込む媒介のようなものだ。

「亜空」とは、私が作り出し、私が支配する特殊な空間。何もなく、霧さえ見えない闇の空間。この中では、氷を生み出し凍らせることも、業火で焼き尽くすことも自在だ。全ては私の思うがままである。亜空へと誘いざなった獲物は、この空間で一方的に私に弄もてあそばれ、そして死ぬ。

　過去に一度として亜空でしとめ切れなかった獲物はいない。門を破壊しおったこの無礼者もそうしてやるつもりだった。

　霧が満ちるまでに二度咬み付き、満ちた後に亜空に拉致するだけ、それで終わりだったはず。

　なのに、引きずり込めなかった。

　何度試みても、まるで小さな穴に無理やり大きなものを押し通そうとしているかのようにうまくいかない。作った扉が小さかったか？

　ダメだ、どうやっても亜空に連れ込めない。となると、この霧だけで狩るしかない。

　背後から襲い掛かってみた。だが、どうしたことか直前に感づかれて回避されてしまう。

　ちっ、面倒なヒューマンだ。

　こうなると、単に殺すわけにもいかなくなった。

　どういう理由で、私の亜空から逃れられたのか。どういう理由で、感覚を狂わせる霧の中で私の攻撃を回避できたのか。それはただの偶然にすぎないのか。調べる必要がある。

　でなければ、私の無敵が揺らいでしまう。

　もし、他の上位竜たちの差し金だというのなら、首謀者には必ず報むくいを与えねば……。

　世界の果てで眠るだけの私に、いかなる難なん癖くせをつけようとしているのかは知らないが、もしも無敵の称号が妬ねたましいだけなら許せない。相手が誰であろうと討うつ。

　ヒューマンの様子を窺う。私からは良く見える。

　どうせ回避するだけで精一杯だと思っていたが……火のブリッドらしきものをそこら中に打ち込んでいる。

　幸い、私は火属性に耐性を持つ。あの程度なら余裕で耐えられるだろう。

　しかし、この判断がいけなかった。

　私は獲物の周囲を、円を描くように取り巻いており、放たれるブリッドは体をひねりながら回避していたのだが──。




　そのうちのひとつが私の体に当たった。




　ダメージはまったくなかったが、周囲の霧が少しだけ晴れ、鱗うろこで覆われた体がむき出しになった。

　その時──。

　刹那と言っても過言でない速度。

　ヒューマンは一気に魔力をかき集め、異常に圧縮されたブリッドのようなものを生み出すと、正確に私の体の位置に向ける。

　すかさず身をたわませて回避を試みたが叶わなかった。一瞬で矢のように鋭くなったソレは、あろうことか私の体に突き刺さったのだ。火に耐性のある私の体に。

　先ほどの球状のブリッドでは痛みも熱さも感じなかったのに、同じ者が放ったはずのブリッドが、信じられない速度で突き刺さり、爆散したのだ。

　凄まじい熱と激痛が私を襲う。

『アギャアアアアアァァァァァ』

　私は、その爆風でかなりの霧を晴らされたことにすら気付かず、生涯で初めて、悲鳴というものを上げた。

　体は？　私の体はどうなっている!?

　状況の把握もせずに、攻撃を受けた箇所を急いで確認すると、無残にもその部位の半分ほどがえぐり取られていた。

　しばし唖あ然ぜんとした後、猛烈な怒りがこみ上げてくる。

　もはや狩るべき獲物ではなく、ヤツは討つべき怨おん敵てきだ！

　だがこの時、わが身の傷など案じている場合ではなかった……奴から目を離すべきでは──。

　気付けば、目の前に憎き怨敵。私は地面すれすれに身を浮かせたままで、霧の中へ逃れることを忘れてしまっていた。

「やけくそのーーー正拳突き！」

　奴が良くわからないことを口にしながら放った拳が、私の頬にめり込む。

　頭の中に星が舞う。これはヒューマンの筋力ではない！　オーガかジャイアント、いやそれ以上か!?

「ダメか……なら、裏拳だ!!」

　同じ場所にさらなる一撃。

　とんでもない威力だ。顔だけではなく体ごと反対方向に吹き飛ぶ。

　だが、これで私の体は再び霧の中に紛まぎれる。すなわち、仕切り直し。こいつは危険だ。明らかに普通ではない。何者かの加護を得ているのは明白。

　やはり上位竜の誰かか？　いや、元がヒューマンだと思われる以上、奴らにここまでの強化ができるとは考えにくいが……。

　となると、神!?

　移ろいがちなあの女神か!?

　それならありえることかもしれないが、このヒューマンの容姿では、あの面食い女神の寵ちょう愛あいをそこまで受けることなどできないだろう。

　くっ……痛みが引かぬ。顔を殴られるなど初めての経験だ。焼かれた身もいまだに痛む。

　……一体、何者なのだ!?

　今度は視界の右側に奴が……奴がいた。

『なぜ……私の場所……が？』

　ありえない。いくらなんでもこの霧の中でソレはない。確かに濃度は薄くなってしまったが、それでもこんなことが……。

「こうなったらもう必殺の──」

　奴の手が赤く光っている。必殺だと……？　何を……する……つもり……？

「カエル跳びアッパー!!」

　下顎あごに奴の拳がめり込む。さらに──。

「お星様になっちまえーー!!」

　拳の威力に私の体半分が持ち上げられ、そのまま反対に崩れ落ちた。小さき者の一撃でだ。

　ぎりぎりで保たれる意識。

　圧倒的な力の差。ここまで良いようにやられるとは……何という屈辱。

　手段など選んでいられない。そう思うには十分すぎる力──。

　伏したまま、意識を失った振りをして奴の様子を霧からの情報で探る。

　そして同時に、幻を生むために別の霧を静かに吐く。

　亜空を除いても、私にはまだ別の能力がある。

　幻は私の持つ特性のひとつ。対象の記憶を覗のぞき、そこから相手の望む、または望まぬ幻覚を霧に投影して相手を惑わす。幻の中にいる者にとって、それは現実そのものとして感じられ、意識を誤認させる。

　こいつはなぜか亜空には連れ込めない。ならばもう、不意を突いて霧の中に閉じ込め、死ぬまで〝飼う〟しかなさそうだ。

　望まぬ幻ではダメだ。暴れられては万が一がある。

　望む幻の中で、幸福に溺れて餓死してもらう。所詮ヒューマンだ、強化しているとしても、十日もあれば死ぬだろう。

　十日で駄目なら、一ヶ月でも一年でも飼ってやろうじゃないか。

　決意を新たに霧からヒューマンを探る。

　まさか私が死んだ振りをすることになろうとは……相手の油断を誘うような殺し方を選ばなければならぬとは……。

　奴は私に背を向け、一息ついている。地に伏して微動だにしない私を見て、少し気が緩ゆるんだようだ。

　……今だ！

　私はカッと目を見開いて幻を発現した。

　異変に気付いたヒューマンもすぐに警戒を強める。

　さすがだな……だが、もう手遅れだ。

『これで終わりだ』

　万感の思いを胸に、私は霧に包まれた四角い空間にそう言い放った──。





　　　　◇◆◇◆◇






「ん？　ここは……弓道場？」

　頭の中がはっきりしない。なんで、僕はここにいるんだ？

　窓から差し込む夕日で、道場がオレンジ色に染まっている……もう夕方か。部活は終わっているはずなのに、自分はまだ胴着を着て、手には弓も持っていた。

　……これから射るところだったのか。皆が帰ったあと、一人道場に残って練習を続けるのは、僕の楽しみのひとつだ。

　矢を放つ。命中。

　続けてもう一射。命中。

「うん、調子は良い、な」

　道場を見渡す。

「ふぅ」

　気持ちを落ち着かせる。

　三度目の射もど真ん中。前の矢に中あたった。寸分違たがわず、同じところを射抜いている。

　今日はここまでにしよう。

　存外に早く終わったひと時をやや名残惜しく思いながら、僕は構えを解く。

　視界に入る自分の道具入れ。見慣れた私物の弓がある。

　そうだ、終わる前にはいつもアレで一度射っていたんだっけ。なんでこんなことさえ忘れてしまっているのか。

　不安を覚えるくらい記憶が曖昧だ。

　弓を持ち換えて弦を引く。先ほどまでよりも遥かに強い抵抗。だけどそれが僕には心地よい。

「ふっ！」

　思わず声が漏れる……日課のはずなのに、久しぶりな感じがするな。

　放った矢が的のかなり深いところまで突き刺さる。

　……今日はもう終わりにしよう。

　片付けと着替えをすませ、道場の出口に向かうと──。

　そこには、一人の女子がいた。




「先輩、お疲れ様です」

　他の新入部員より遅れて入部した娘こ、長は谷せ川がわだった。とても練習熱心で、他の子たちとの実力差を縮めるどころか、追い抜いてしまったくらいだ。

　弓道は、もともと経験者が少ない。だからやる気がモノをいうのだ。

「あぁ、長谷川か。どうした？」

「え、ええと。私、夏休みに入る前にどうしても、その……」

「ん？　的に中あてるのだったらもうできているじゃないか？」

　彼女がそんな目標を掲げていたことを思い出す。




　……待てよ？　彼女は確かちょっと前にその目標を達成していたような……。




「いえ、ちがくて……あ～、わかりません!?」

「何のことだ？　さっぱりわからん……ああ！　忘れ物か？」

　長谷川は僕の言葉に肩を落とす。

　俯うつむく彼女の赤みがかった黒髪が風に揺れる。サイドテールにまとめた彼女の髪。

　弓を射る姿勢を教えていた時、それがよく似合っていたのでつい「似合うな」とこぼしたことを覚えている。

　それからは常にその髪型にしていたので、彼女を覚えることができたのだ。短髪の僕には試す機会もないが、あの髪型って頭が痛くならないものなんだろうか──。

「深澄先輩」

　妄想モードに入っていた僕を彼女が引き戻す。

「うん？　どうした？」

「ずっと、憧れていました。好きです。私と付き合ってください」

「……」

「……」

　お互い沈黙する。

　……はい？　この娘、今なんつった？

　アコガレテイマシタ？

　スキデス？

　ツキアッテクダサイ？

　自分で言うのも情けない話だが、僕の外見はそれほど良くないと思っている。

　勉強は好きなほうだけど秀才ってほどでもない。運動も、弓道以外はいたって平凡だ。

　しかも、目の前にいる長谷川を、僕は少しだけ──。

　見上げている。

　少しなんだからねっ!!

「せん、ぱい？」

　僕の反応を窺う長谷川温ぬく深み。

「いや、いやいや。待て、待たれよ」

　自分がどのくらいモテてないのかは、黒歴史を形成するくらい自覚してる。順番に語ると、もう今日は立ち直れなくなるので自重するけれども！

「悪いが、お前と付き合う気はない。僕は相手を好きになってから付き合いたい。だから今、突然そんなこと言われても、うん、とは言えないよ」

「嫌です！」

「え、えええええええ!?」

　あれ？

　何この展開。僕の辞書にはないぞ。

「なら、お試し期間からでいいです！　それで私を好きになってください!!　駄目ですか、先ぱ……ま、真さん！」

　この神展開!?　恋愛ゲーム？

　ご都合主義でもこれはないだろう!!

　僕にとって都合が良すぎる……そうか、何か裏があって僕に告白をしてきたんだな!?

　軽くパニックになってしまった。

「お、おい長谷川！　おま、それでいいのかよ！」

「温深って呼んで下さい！　……もしかして、他に想ってる女ひ性とがいるんですか!?」

「いやそんなんいねえけどさ？」

　ちょっと乱暴口調になる。押されっ放しとはこのことだ。

　冷静に考えようと目線を下げると、制服からでもわかる彼女の発育の良い肢体が眼前に……つまり、目線がもろ胸なのですよ！

　これでは冷静になどなれっこないので、結局、彼女の顔を見て話すことになってしまったのです。

「良いですよね!?　お試しですから、いつフられても、私泣きませんから！」




　あー、うーん……。

　断れ……ない。

「告白に答える前に、ひとつだけ聞かせてほしい。何で、僕なんだ？　僕のどこが？」

「……先輩がさっきみたいに弓を引いている姿」

「見てたん!?」

　コクン。

「それを初めて見た時、最後まで目が離せませんでした」

「……それで？」

「凄く綺麗だ、って思いました。私、その時は何にも興味が持てなくて毎日ボーっとしてたから……ココに入るために受験頑張りすぎちゃったからなのか、目標が急になくなって……」

「……」

「それで、先輩の射る姿を何度か見ている内に──」

「何度も見てたの!?」

　全然気づかなかった。不覚だ。

「この人のことをもっと知りたいって思いました。それで弓道部に入ったんです」

　彼女の俺への好意は、入部してきた時からだったのか……それにしても、まさか練習後の密かな楽しみを誰かに見られていたとはね。これからは自重……はできないから、周囲に気を配ろう。

「そ、そっか……長谷川、ありがとな。自分の弓を褒ほめてもらって、ちょっと嬉しい。友達からでもよければ……その……付き合おっか？」

　まだ何か言葉を続けようとする彼女を制止するように感謝の意を告げ、さりげなくオッケーの返事をする。

「ホントですか!?　でもちゃんと名前で呼んで下さい!!　ぬ・く・みです！」

「悪い。でも今は長谷川で許してくれ……今日はもう帰りなよ。外も暗くなってきてるからさ。駅までは近いし、一人で大丈夫だろ？」

　ここで、送っていくよ、とか言えたらかっこいいのだろうけど、今の僕にそこまでの余裕はなかった。

「あ、はい！　なんか、言っちゃったらすごく楽になりました。先輩、夏休みはいっぱい遊びましょうね!!」

「ああ。楽しみだな」

　僕は彼女に相槌を打つ。不意にきしり、と違和感。僕の中で何かが叫んだ気がした。

　──生まれて初めて告白されるなんて重要イベントに遭遇したんだ。見送る間に少しくらい変な感じがしてもおかしくないよな。

「は～びっくりした。まさか、こんなことが僕の人生で起こるとは……」

　靴を履いて今度こそ道場を出る。

　きしり。また何か。

　警鐘が鳴る。さっきよりも強い。何だ、これは。

『コイツハコンナコト言ワナカッタ！』

　まただ。道場でも覚えた違和感。

『違ウ！　違ウ！　違ウ！』

　違うんだよ、こうじゃなった！

　現実は。

　僕の中にある記憶は！

　きしり。周囲が歪ゆがんでいく。これは……僕の錯覚？




「こんなのは現実じゃねえよ……」

　ここまで流された自身の弱さを恥じる。

　こんな茶番を、彼女に演じさせることを望んでしまった自分を嘆く。

　悔しさで溢れ出す涙を袖でふき取った。

　大きく歪む世界。これは幻だ。

　状況を理解した僕は、再び世界を見る。

　そこはただ深い、とても深い霧の中。

「幻、ってレベルじゃねえだろうがよ、アレは。畜生……ちくしょう!!」

　油断すればすぐにまた呑まれるだろう。今度はどんな劣れつ情じょうで、もう会えない知ち己きを汚してしまうかわからない。

　そんなものは、もう見たくない。耐えられない。

　だが具体的な脱出方法を考える前に、一度この狭い世界の壁を殴りつけなければ気が済まない。

　この悔しさと情けなさはすっきりさせなければならない。吐き出さずにはいられない。

「蜃、僕の情けなさを思い知らせてくれてありがとう」

　ほどなく、壁を見つけた。僕を濃霧の中に閉じ込める障壁を──。





　　　　◇◆　蜃　◆◇






　何という存在。何という経験。何という記憶。




　霧に取り込んで、彼奴の記憶を精査していく内に私は驚きょう愕がくした。

　この記憶は、素晴らしい。ただ、素晴らしい。

　……彼は、信じ難いが異世界からの来訪者だった。

　彼の記憶は、私の長き生をもってしても興味深いことこの上ない。

　未知未知未知。

　彼を死なせるなど、考えてはならないことだった。

　彼の記憶を探る中で発見した、趣味らしきモノのひとつ。

　それが私の心を凄まじい勢いで揺さぶる……直接話を聞き、そして彼と語らいたい。

　ここまで心惹かれたモノなどあっただろうか。気まぐれ、などではない心の底からの興味。

　この気持ちを失いたくない。

　霧を解かねば。もはや彼を囲っている理由などない。

　彼と話がしたい。

　そのためには、私にもう敵意がないことを示す必要があるだろう。

　記憶から垣間見た彼の世界の感覚では、『腹の内を見せれば』理解してもらえるようだ……よくわからぬが、多分。

　とりあえず、まずはその言葉通りにやってみて様子を窺おう。彼が驚いてくれるだけでも、会話するきっかけとしては充分だ。

　ヒューマンの言語は覚えてある。大丈夫だ。

　とはいえ、オークとも話せるようだから私とも話せるのかもしれん。

『では』

　解除のために霧を確認する。

　だが、またも私は彼に驚かされることになった。

　霧の中で力の発動を感じる。かなりの力だ。




　どんどんと力が増していく……霧の結界が、悲鳴を上げている？




『おおお!?』

　凄まじい音を立てて、私の結界は初めて内側から破られた。

　どこまでも規格外な力……一体どれほどのものなのだ。

　あれがもし私を直撃していたら、ひとたまりもないだろう。

　慌てて腹を出し、つぶらな瞳で彼を見る準備をする。どこまで自分の姿が愛らしくなっているのかわからないが……。

　霧の中から彼が現れた。

「よう」

　ひどく落ち着いた声で呼びかけてくる彼は、私の姿を見て固まる。

『すまなかった。どうか矛ほこを収めてもらえないか？』

「は？」

『内容はわからぬが、不愉快な幻覚を見せたこと、心からお詫びする。そして重ねて謝るが、貴方の記憶も見させてもらった』

「……とりあえず、何だその変な体勢とつぶらな瞳は」

　……どうやら、彼に私の意図は伝わっていなかったみたいだ。

　姿勢を正す私を見ながら、彼は続ける。

「幻の内容は知らないって言ったけど、アレはお前が見せたんじゃないのか？」

『私にできるのは、幻を見せる空間を作り出すところまで。詳細な内容は被術者の思考に拠よるのだ』

　私がそう答えると、彼は頭を抱えてうずくまり「マジかよ～」と唸うなっている。

『異世界の人、私は蜃。上位の竜種にして〝無敵〟と称される存在。気付いているとは思うが、幻術を得意としている』

「僕は深澄真。お察しの通り、異世界から来た」

　彼の言葉はどこかそっけなく、少しばかり私への嫌悪が込められているように感じた。記憶を見られたことを不快に思っているのか。

　このような状況で言い出すことではないとわかってはいるが、言わねばならないだろう。

『真殿、私と契約をしないか？』

　もう私は彼についていこうと勝手に決めていた。彼が人里を目指していることもわかっている。

　ならば『契約』が手っ取り早い……契約、世界に対してお互いの関係を宣せん誓せいし、様々な恩恵を受けるようになれる特殊な魔法。両者が対等な関係なら、協力を約束し能力が高められるが、そうでなければ力関係に応じてそれぞれに能力の強化と制約が与えられる。上位の竜がヒューマンを相手に契約を結ぶなど前代未聞。だが、そんなことは最早気にもならぬ。

　彼に力を貸し、対価として彼に知識を語ってもらいたい。特に「あのこと」を。

「契約？　何それ？」

『簡単に言えば、貴方の仲間になることだ。まあ、儀式を経てではあるがな。おそらく、私ほどの存在とは一度しかできぬ。だが、私も竜族最強の一角。損はさせぬと約束する！』

「んー、旅の道連れは多いほうが良い、のか……？」

『うむ！　うむ！　私は貴方の趣味に大いに興味がある！　是非色よい決断をしてくれ!!』

　そう、あの素晴らしい記憶。一目で私の全てを虜とりこにしたモノ。

「ぐはっ！　なんか脅きょう迫はくめいたものを感じるぞ！　僕はどんな秘密を握られたのさ!?」

　彼はなぜかまたうずくまって悶もだえ出す。

『どうだろうか？　お互いに益のあることだと思うが』

「ぐ、ぐぐぐ。この策士め。いいさ、わかったよ！　今後ともよろしく、だ」

『ああ！　こちらこそ末永くよろしく!!』

　彼の同意を得て、契約は私主導で進める。彼が方法を知っているはずもないから当然だな。

　契約の種類は三つ。私と彼が結ぶには、どれが相応しいだろうか。

　五分五分の盟約──。馬鹿な、私が押し負けてしまう。彼の力は規格外すぎるな。

　七分三分の親子──。ありえぬ、これも私が押し負ける……だと？　一体どれほどの魔力だというのだ。

　八分二分の支配──。これなら何とか釣り合いそうだ。が、私がココまで押されるとは。上位竜としてのプライドが少々傷つく。

　支配の契約、実質彼の下げ僕ぼくと言っても過言ではない関係。

　……ふふふ。良いじゃないか。

　彼が、いや我が主がこの先何をするのか、楽しみでならない。

　主と共に歩むこれからの時間。我が生涯において最高のものになりそうだ。

「では改めてよろしく、わが主、真様」
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　二つのことがわかった。

　この世界に来て「わかった」ことは結構少ないので貴重である。

　ひとつは僕が月読様から授かった能力について。エリアを創る能力、だ。

　僕を中心にして半球形のエリアを発生させ、その内部にありとあらゆる特性というか効果を与えられる。

　よくわからないのだが、エリアの大きさは比較的自由に設定できるっぽい。ただ、エリアを広げると、その分与える効果が減少してしまう。

　しかも付与する効果は、エリア内部の全範囲に適用されてしまうので、なんとかして自分を除外する方法を考えないと、攻撃には使えそうにない。

　試す気にもならないな。自分の能力で死にたくないし。

　蜃に攻撃を仕掛けていた時、知らずに発動していたのは〝探したい〟という願いによる探索のエリア、といったところだ。あの時は霧で自分の手すらはっきり見えない状況だったのに、この能力のおかげで、蜃がどこにいるのかちゃんとわかった。霧の中でも発動できたってことは、目視できる範囲でなくてもエリア設定できるってことか。そのあたりはまだよくわからない。

　しかしコレ、汎はん用よう性せいの高いスキルだな。月読様マジ感謝しています。ご利用は計画的にしないとまずそうだが、間違いなく使える。

　そしてもうひとつ「わかった」ことは現在位置と周辺の地形。

　僕が今いるのは世界の南西に位置する、荒こう涼りょうとした大地がひたすら続く「世界の果て」の北西の端っこらしい。女神が言っていたとおり、本当に果てまで飛ばされていた。僕が目指しているヒューマンの居住地域は、荒野の北東とのこと。「世界の果て」は南にかなり広がっているようで、どれくらいの規模なのか尋ねてみたら「わかりません」とか恐ろしいことを言われた。南のほうに飛ばされなくてよかった……不幸中の幸いだよ、ホントに。

　この情報は、ハイランドオークの村で手に入った。

　蜃との戦闘後、エマたちにもう生贄の必要はないことを説明しに洞窟へと戻ると、僕の話を聞いたオークたちが「我らを救ってくれた英雄を、是非村に招待したい」と言い出し、村へと案内してくれたのだ。そこで、親切なオークさんたちが色々と教えてくれた。

　エマは、僕と契約を結んだ蜃の姿に卒倒しかけていた。彼女が本当は竜だって知っている人なら、今の姿を見たら驚愕するぞ、これ。

　あの契約の後、蜃の姿は人へと変化していた。旅の道中は、蜃の背中に乗って楽をしようとしていただけに、これは大きな誤算だ。

　契約というのは、どうやらその種類によって制約や恩恵の度合い、互いの容姿なんかも違ってくるそうで、五分五分で行う「盟約」であればお互いの姿は変わらないが、それより偏かたよったものだと立場の弱い者のほうが、上の者に合わせる形でその姿を変えるらしい。

　僕と蜃は「八分二分」という、かなり僕に有利な「支配」という契約になったようだ。支配という割にはあいつ、結構態度がでかいんだけどさ。

　ここまで偏った関係だと姿の変化は顕けん著ちょに表れるみたいで、瞳や口元から見える牙などに名残はあるものの、蜃の姿はほぼ人間。

　蒼い髪のクールビューティー。顔立ちが日本人っぽいのは、契約者である僕が日本人だからか？

　着物風の、だけど露出度の高い衣装を纏まとっていたことにも驚いた。いや、裸を期待していたとかじゃないけど、予想外だった。

　スラッとした八頭身。体は引き締まっている……鍛えてもいないのに。

　戦士みたいだねえ、と言ったら「侍と言って欲しい！」と懇こん願がんされた。西洋的な雰囲気のほうが外見には合っていると思ったんだけど。

　亜空とかいう彼女の特殊な能力についても聞いてみると、僕との契約によってだいぶ様変わりしたとのこと。

　蜃に案内され、亜空へと足を踏み入れる。

　そこには、話に聞いていた殺さつ伐ばつとした空間ではなく、緑溢れる大地が広がっておりました。今までいた埃っぽい荒野とは正反対の光景。

　膝下くらいまでの草が生い茂った草原、少し離れた場所には小さな森も見える。かなり遠くまで見えるけど、建造物はひとつもなかった。

　川や池といった水場もここからは見えないけれど、豊かな緑があるのだから、おそらく近くに水源もあるのだろう。

　僕の能力を使って探ってみる。小川が何本か流れているみたいだ。生物の気配も感じるな。直接見てはいないものの、植物に僕の知るものがあることを考えると、彼らの姿形も地球と同じなのかもしれない。

　広さは相当あるようだけど、ひとつ明らかに目立つ特徴が「境さかい」だ。そう呼んで良い代物かは不明だけど、四方のどこを見ても遠くに霧の壁がある。その先が見通せなくなっており、僕が手に入れた力で探ってみても、そこで探索が止まってしまう。

　壁に覆われているとはいえ、あくまでも遠くに見えるだけ。閉へい塞そく感はあまりない。

　むしろ住人が僕らだけって考えると……広大過ぎるな、これ。

「一体、亜空って──」

　どうなってんの、って聞く前に、彼女から「ここはどこなんでしょう？」って聞かれた。

　僕が知っているわけないだろ！

　仕方がないので、二人でリニューアルされた亜空をもう少し散策してみることにした。どうやら亜空はひとつの独立した「世界」のようなものに変化したらしい。地球の、見覚えがある植物が自生している。松や桧ひのき……嗅いだ覚えのある樹木の匂いが故郷を思い出させる。柿を見つけたので木からもいで食べてみると、確かに柿の味がした。蜃にも食べさせてみると、彼女はその味を称賛していた。

　散策を続ける間、蜃は亜空の変へん貌ぼうぶりにただただ驚いていた。

　……彼女の霧を介してしか行けないのに、何か頼りないな。

　蜃が言うには、空気中の魔力が希薄なのは、大地や植物が魔力を大気から吸収し、蓄えているから、らしい。このような現象はこの世界ではありえないことらしく、蜃は興味深そうに草や葉、それに土を手に取っては眺めていた。

　霧を介してしか行けない場所ってことは、ここにいれば女神はちょっかいを出せないのか。断言はできないけど結構安全なのかもしれない。

　ここに街を造れば蜃気楼都市ってやつになるな、と冗談のつもりで言ってみると、蜃は何やら深く考え込んでいた。

　亜空から出てオークの村へと戻る。今日はもう休むとするか。

　明日にはこの村を出て、ヒューマンが住んでいる場所を目指そう。

　行きがけに魔物がいそうなところも通るんだけど、蜃がいるし、何とかなるだろ……。




「で、蜃よ。何かなこれは？」

「ほほう、わからんか？　主よ」

「オークの皆様が総出でお見送りしてくれるのか？」

「違う！　引越しじゃ！」

　蜃が胸を張って答える。

　僕がぐっすり眠っている間に、何があったんだ？

　この荒野で引越し？　何を考えてるんだ。

　住める場所が限られているこの土地で、簡単に村を移せるわけがない。

　だが言われてみると、家財道具一式を家の外に出した皆さんの様子は、確かにお引越しする風に見えなくもないな。もともとその予定があったのだろうか？

『お世話になります』

　長老さんが僕に頭を下げる。

　何だ？　蜃が何か話したのか？

　まあ、一いっ宿しゅく一いっ飯ぱんの恩義があることだし、新しい居住地までの護衛くらいならしてあげてもいいか。

「どこに引っ越すのですか？　護衛であれば僕らでお引き受けしますよ」

　だが長老は少し困った顔で僕と蜃を交互に見る。

　表情を掴むのが難しいが、多分困ってるんだろう。口ごもる長老の代わりに、蜃が話を切り出す。

「主よ」

「はい？」

「この世界の果ては過酷じゃな？」

「そうだね」

「このオークたちは、村ごと移住したいそうなのじゃが、適した土地が見つからないそうじゃ。場所柄、移動中の危険も数え切れん」

「だろうね。ここ相当きついとこみたいだし」

　何が言いたいんだ、こいつ？

「なので、この者らを我が世界に招待しようと思う！」

「……は？」

　ワガセカイ？

「鈍にぶいのう……亜空じゃよ、亜空！　主と契約した時、豊かな大地となったアレじゃ。あれはもうひとつの世界じゃ！」

　こいつ、僕の冗談を本気にしてたのか！

　亜空の中に都市を造る。まさか本気で実行する気とは……。

「お前さあ、亜空に生物を住まわせるなんて、本当に大丈夫なのかよ？」

「勿論じゃ、植物は自生しとるし水も空気も問題ない。昨夜しっかり調査済みじゃ！　ついでに動物もそれなりに放ってみた。元からいたのも含め、環境に関しては問題ない！　むしろ、かなり上等な土地と言える！」

　む、無駄にマメだな。

　お前、この荒野のモンスターを放ったら、元いた生き物たちは全滅するんじゃないのか？

　早速生態系をぶち壊している気がする。

　あ、もしかして狼がいたらニホンオオカミだったりするのかな。そうだったら一回は見てみたい。願わくは彼らがモンスター共のエサとなる前に。

　後で蜃に放った動物を聞き出して、本当に問題ないのか確認しよう。やばそうだったらすぐに駆除しなければ……食料になる奴らだと良いんだけどなあ。

『蜃様の神しん域いきに住まわせてもらえるというありがたいこと、謹つつしんでお受けせねばと思っております』

　長老さんは極めて真面目に僕を見る。

　そうか、言い方によっては神域、なのか。毎度生贄を出していたオークたちからすれば、相当扱いが良くなったと思っているだろうな。

　生贄や村への嫌がらせは全て魔族の陰謀だった。これは蜃にも確認済み。オークの皆さんは蜃の存在は知っていたようだけど、蜃の方は生贄の存在はもとよりハイランドオークの集落すら知らなかった。オークと蜃との間にあったのは、一方的な畏い怖ふのみ。

　蜃は竜であって神ではないはずだけど、神域、で良いのかなぁ。まあ、ただの呼称なら問題はないだろう。

「皆さんも、こんな大事なことを一晩で決めてよかったんですか？」

　力強く頷く長老さん。どうやらオーク達の決心は固いようだ。

「というわけじゃ。主にとっても損はない。良かろう？」

　とびきりの笑みを浮かべる蜃。

「まあ、そうかな？　でも、住む場所はどうするんだよ？　亜空には家とかないぞ」

　当面は野宿させるつもりなのだろうか。しかし、総勢で百名ほど。無理があるような気がする。

「家？　それについては問題ない。これからこの村ごと『呑む』からな」

「はいいい!?」

　じゃあ、この村なくなるってこと!?

　ある日、突然村が消えたって噂に……いや、ならないか。隣村がどこにあるのかもわからないような場所だったな、ここ。

「霧を介して移動させるだけじゃ。問題はない！　それにほれ、万が一を考えて大事な物は身に付けさせておるし」

　ん？　いや～な予感がしますよ？

「まさかお前、この先々で勧誘する気ではないだろうな？」

「当然じゃ。もちろん、それなりの能力や特性がなくては移住を認めるつもりはないがな」

　こいつは支配の関係を受け入れ、僕の使い魔みたいな存在になったはずなのに……言動がフリーダムすぎるだろ！

　主の意見はまるで無視かい！　敬意を払っているのは呼び方だけか？

　支配の契約でこれだと、盟約だろうと何だろうと他の契約では僕のほうが奴隷扱いだったんじゃないだろうか。

「共存共栄。善よき哉かな善き哉。かつてない都市を築こうではありませんか」

　世界の果てで都市造りシミュレーションゲーム開始とか、何の冗談だよ。

「もう、何が何だかなあ」

「当面、必要なのは裁さい縫ほうのできる種族ですな。あと鍛か冶じも」

「……鍛冶は何となくわかるけど、裁縫ってのはそこまで大事かね？」

「何を言っておられるのか！　裁縫に秀でた者がおらねば着物ができぬし、鍛冶に秀でた者がおらねば刀が打てません！」

　おおう。大真面目。でも着物と刀って……お前が欲しいだけじゃないのか？　今着ているのだって一応着物っぽいのに。

　……どう考えても他に必要なものはあると思うんだ。なのに蜃は、自分の趣味で裁縫やら鍛冶を優先している。

「主よ。既にハイランドオークを移住させましたぞ！　記念すべき亜空の住人第一号ですな！」

　うお、本当にいねえ！　いつの間に移動したんだよ、皆様!?

「向こうには私の分体を案内に残しておりますのでご安心を。ヒューマンの住まう地を目指して、朝は進んで日中は亜空で休み、夕刻にまた距離を稼ぎましょうぞ！」

　やたらと張り切ってやがる。分身なんて特技も持ってたのか、こいつ。主には自分の能力のこと報告しようよ……。

　詳しく聞くと、自らが動くほどのことでもない小用を済ませる時などに、上位の竜は意識を共有できる小間使いみたいなものを作り出せるんだそうだ。ロボット、みたいな感じだろうか。もし女神にもそんな力があったら最悪だな、なんて思った。




　さて、こいつが裁縫や鍛冶に拘こだわる理由。それは、僕に興味を抱いた理由とも共通している。

　そう、こいつは──。

「主、早速ですが！　サムライは普段──」

　こいつは重度の──。

「ああ、やはり『め組』は男気がありますなあ──」

　──重度の時代劇好きになったのだ。

　蜃が広げた掌には一掴みの霧。そこに映像が浮かび上がっている。

　……霧って物凄く万能だね。僕、見直したよ。視界悪化くらいにしか役に立たないと思っていた。あと趣味の悪い幻。

「うふふふふ♪」

　しかし、よりによって時代劇とは……確かに僕も好きだったけどさ？

「主よ、休憩の時はまた記憶を見せてくだされ♪」

「もう見ただろうが！」

「いつでも見られるように記録には残しましたが、直接見せてもらうのはやはり違うのですよ。お願いします～主～」

　どう違うのかさっぱりわからん！　それに、いつの間に人の記憶を記録したんだ。

　あと似合わない間延び口調も止めろ！

「やはり、テレビなるもので直に見たいですなあ、ジダイゲキ」

「……好きにしてくれ。でも、記憶は漁あさるな」

　時代劇のためにそんなぽんぽん記憶を覗かれてたまるか！

「そ、そんな殺せっ生しょうな！　最早私の生き甲が斐いなのですよ!?」

「出会って数日じゃないか！　しかももう記録はしてるんだろうが！」

「ううう～記録では物足りないのですよう～」

「どう物足りないのかわかるように説明してみろ。納得できたら、時代劇に限り許可してやる」

「……ＣＧ鑑賞とシーン回想くらい違う!!」

　うああああああ!!

　何か脅しも含まれている気がするよ？

　そっちのことをばらしちゃいますよ、主？　と暗に言われている気がするーーーー!!

　ゲーマーくらいにしかわからないような表現を選んだ蜃の言い方に悪意を感じる。素直に写真と動画の違いとか言ってくれるだけで理解できるのに！

「ぐ、うう。わかった。許可する」

「おお、さすがは主！　懐ふところが深い！」

　……僕は、契約相手をひどく間違ったかも知れない。
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　あれから数日。とにかく毎日が濃密過ぎて、いい加減吐きそうだ。

　ハイランドオーク達は亜空に適応している様子で、お昼時と夕食後の二度、エマさんたち数人から、近況を聞かせてもらっている。

　蜃はというと、本気でテレビを実現させようとしていて、記憶を投影する装置を作るべく、休憩で亜空に行く度に考え込んでいる。

　信じがたいことだが、ＨＤＤやＤＶＤのような記憶メディアに該当するものには心当たりがあるらしく、取りに行っていた。帰ってきた蜃の手にあったそれは、明らかに高級品のオーラを漂わせた、透明な鉱石。

　人の記憶がはっきりした映像になるものなのか、と疑問に思って蜃に聞いてみた。

　蜃が言うには「記憶」の場所を生き物が忘れるだけで、記憶そのものは劣化しないらしい。

　彼女だけが干渉可能な、失われない記憶領域が存在する、ということだろうか。

　本人でさえ忘れたことでも彼女には引き出せる可能性がある。だとすれば本当に有用な能力だ。再生機器でディスクを再生するように精細に記憶を見ることができ、しかも早送り、チャプター管理もできる優れもの……ちょっと待て、僕はディスク扱いかよ!!

　記憶媒体作りに集中し始めた蜃から離れて、亜空をぶらぶらしてみる。

　僕は歩きながら、荒野の進行方向にある活火山のことを考えていた。そこには、ドワーフがいるらしい。

　ようやく人型だよ。蜃も今は人型だけどさ。

　イメージ通りなら、お髭ひげの豊かな鍛冶屋さんなんだが……そうなると蜃に刀を打てって言われそうだな。可哀相に。

　あいつに命令されて、着物を再現しようと必死で頑張っているハイランドオーク族女衆の努力を見ているだけで、僕は涙が出そうなのに……新たな被害者が増えてしまうのか。

　蜃は亜空の住人をどんどん増やすつもりのようだ。

　このまま進むと、世界の果てを出る頃にはここにいる種族をほとんど取り込んで、国のような規模になるんじゃないかと不安になる。

　ここは、ヒューマンからも魔物からも「果て」と呼ばれる荒野。そのほとんどは未開の地だ。理由は複数ある。まず劣悪な環境。昼夜の寒暖差が異常に大きく、作物が育たない。さらにまともな水が手に入る場所もほとんどない。生息する獣も大半が凶悪な強さを持ち、弱肉強食が当たり前だ。そんな環境で何とか生き残っている連中は、言うまでもなくかなりの戦闘能力を持っているはず。彼らを連れてこの荒野から出たら、世界全体のパワーバランスにそれなりの影響が出るんじゃないだろうか。

「ま、ドワーフで火山を根城にしているっていうなら十分想像の範はん疇ちゅうだ。多分、何も問題は起こらないだろう」

　蜃が何かやらかすかもしれないけど、正直僕に確固たる目的がない以上、どうしても根無し草になってしまう。

　そんな僕に、蜃気楼都市だの時代劇だの、色々とやる気になっている彼女を止めるだけのパワーがあるはずもない。大体、僕はまだ何もかも手探り状態。人里へ向かう以上の目標すらないのだ。

　この世界で何をやるのか、やりたいのか。真剣に考えないといけないな。

　自分を中心にしてエリアを作る力については前向きに検証を続けていて、一応、「界かい」って名前をつけて使うことにした。

　この能力は魔力を使わない。そのことが影響しているのか、蜃ですら界が展開されていることを知覚できなかった。

　なんて圧倒的なステルス。三貴子みはしらのうずのみこの一人から授かった能力だから、これくらいは当然なのか。

　そして、界の範囲とその効果には関連があった。

　怪我をしたオークを招きよせ、彼ら二人を包む小さな範囲で力を発動して治癒属性を与えると、瞬く間に傷が癒えていった──思った以上の効果。

　今度は範囲を自分だけにして強化の属性を付与したら、食事用の小さなナイフで木が切れた。両手を回しきれないくらいに胴回りのある樹木が、バターみたいにすぱっと。

　魔力を使った強化も併用すると、屈強なハイランドオークの戦士が放つ剣の一撃を手で受け止めることができた。魔力を使った身体強化は僕と相性が良かったのか、かなり馴染みが良く重宝している。

　展開した界に与えられる特性は今のところひとつだけ。魔術と界の両方で身体強化を行い、相乗効果を得るのが一番無難なようだ。安全な場所なら、探索目的で界を使用し、周囲の状況を把握するのも悪くない。どちらにしても、無理して攻撃に利用するよりは遥かに確実な使い方だと言える。もっと色々わかってきたら、その時にまた考えれば良いだろう。元々、説明書がある訳でもないし、焦っても仕方がないよね。

　ちなみに武器も手に入った。

　……といっても、貰い物の弓と短剣だけど。

　オークから是非受け取ってほしいと渡された短剣は、どうやら業わざ物ものみたいで、明らかにオークの手によるものじゃない装飾が施されている。向こうが透ける程ではないけれど、透明度の高い石か金属みたいなものでできた剣。陽にかざすと綺麗だ。

　柄つかも刀身と同じ材質でできていて、金属というには手に馴染みすぎる気がするし、石というには切れ味が良すぎる。謎の材質だ。

　装飾のついた柄と、紋様が刻まれた刀身を合わせた全長は四十五センチほど。刃部分は三十センチ前後か。儀式がどうとか言っていたので、おそらくは儀礼用短剣、アサミィなどと呼ばれているものだろう。月の光を浴びせて魔力を含ませる、みたいな使い方をするものだった気がする。

　近接戦闘はこれで決まりだ。美術品みたいに綺麗なので、できるだけ力任せに振るうのはやめておこう。

　鞘さやは白い材質でできていて、こちらも精せい緻ちな細工が施されている。多分、何かの骨か角の類じゃないかと思う。

　普通に使う短剣としては実に良い造りで、儀礼用短剣と表現したけど実用性は十分にある。いざって時は換金もできそうだし大事にしよう。

　弓は……オークは弓をあまり使わないらしく、彼らの村には粗雑な作りのものしかなかった。

　ないよりは、ということで有難くいただいた。加減して引く分には使用に耐えうる弓だったし。

　蜃との戦いの後、ブリッドの魔法もだいぶ練習している。矢のようにして放つことができるブリッドを効果的に使うのであれば、基本は短剣より魔法がメインだな。折角飛び道具が使えるんだから使わない手はない。近づかれたら短剣で応戦することになるけど、ブリッドと弓矢を併用して遠距離戦を展開するのが僕にとって理想的な戦闘方法だと思う。元々得意な弓に、使い勝手が増して信頼性も高くなってきているブリッド。うん、僕には合ってる。

　魔法を教えてくれたエマさんに呪文の詠唱について聞いてみると、詠唱は決まっている言葉を暗記して唱えているだけで、その言語が本来持つ意味はわからないと説明してくれた。オークたちは自分たちの知る詠唱を書きとめ、才能ある者に継承させているらしい。となると、僕が意味を把握できた理由は、女神がくれた「理解」に拠よるものである可能性が高い。人外の言葉がわかるこの能力は、あいつが思っている以上に役に立っているな。

　右手の人差し指をクルクルと回す。指の先で赤青黒黄の四色の球が回っている。

　ブリッドに各種属性を加えて複数個出してみました。

　……これ、もの凄く便利です。

　エマさんに教えてもらったブリッドは、単体の火の弾を相手にぶつける術だけど、詠唱を組み換えるだけで、数を増やしたり散弾みたいな性質を持たせられる。さらには火の属性だけではなく別の属性の術にも変化する。

　ブリッドの詠唱やプロセスを弄いじるだけで、面白いように術を変えることができた。物理や数学でいう基本公式のひとつのようなものだろうか。

　ここ数日はやることもないので、魔法の勉強ばっかりしているんだけど、どうやら似た効果を持つ魔法には共通の式が存在しているみたいだ。ライトとブリッドにも共通の式が存在している。

　治癒に関してはまだ詠唱の基本も教わってないので試せていないが、この分だと回復と解毒系統も共通しているのかもしれない。

　てっきり魔法ごとに詠唱や発動のキーが細かく設定されていて、命がけの暗記になるのかと戦々恐々していただけにこれは嬉しかった。

　公式を、閃ひらめきと感性で操るのは結構快感だった。元の世界では理系科目が苦手だったんだけど、何がハマるかわからないもんだなあ。

　目に見えて成果が出てくるのもこれまた楽しい。学校の勉強もこうだと良かったのに。

　とはいえ、僕の魔法スキルも万能ではなく、風の属性である緑色のブリッドはまったく作れなかった。どうやら相性が最悪なようで、近しい属性（と僕が思うだけだけど）の雷もあまり芳かんばしくない。

　属性の適性を見ているんだけど、どうやら一番は青。水属性。次が黒、闇属性。次いで火と土が続く。雷については本当にチリッと何かが出た気がする程度で実用には程遠い感じ。

　あといくつかあるけど、水が一番なのは間違いないだろう。

　メモメモ。魔力は超人級でも、魔法の属性まではそうじゃないようだ、と。

　とまあ亜空では、こんな風に魔法の練習をして過ごしている。

　オークの皆様の作業を手伝おうかと思ったら、蜃に止められてしまい、やることが他にないんだよね。

　なぜか亜空の領主にされてしまったけれど、そういう立場は僕の性に合わないしなあ。

　ハイランドオークは集落ごと引越ししてきているので、いくつかの破損した家屋の住人を除いて、皆、持ち家があるのだ。家を建てている最中の僕と蜃だけテント住まい。

　テント内には、時代劇シリーズの画像が浮かんでいる。これは蜃の仕業だ。霧を使って記録した記憶を投影しているらしい。

「ん？」

　そのなかに、時代劇とは関係ない画像がいくつかあった。

「家族写真……か」

　玄関で撮影されたものだ。父さんが毎年毎年撮りたがってたな……。

　左から父さん、雪子姉さん、中央には妹の真理、僕、母さんの順に並んでいる。これは一番新しい、今年の写真だ。

「そっか……これも、もう増えることはないんだな。最後の写真、か……」

　参ったな……もう、元の世界への諦めはついたはずなのに──。

「やめやめ！」

　いまさら考えても意味がないし、鬱うつになるだけだよホントに。

　……いや、待てよ。

　そっか。こうやって両親の写真が手に入るってことはだ。

「父さんと母さんがかつてこっちの世界で何をやっていたのか、調べてみるのも面白そう」

　ちなみに、女神の言葉は無視して、この荒野からは出ていくと決めている。

　この世界を旅しながら、写真を元に似顔絵でも描いてもらって、両親の軌跡をたどってみるか。

　おお、楽しそうだな。

　よし、決めた!!

「そうと決まれば」

　絵が上手な人を探すところから始めよう。僕は絵が壊滅的に下手だから、自分で描くという選択肢は最初からない。まずは、絵が描けそうなオークさんでも探してみるか。

　うむうむ。やること見つかった。両親はここでどんな過去を過ごしたのだろう。世界の移動なんて凄い経験をしているんだ。調べてみる価値はある。

「ちょっと早いけど、今日はもう出発しよっかな♪」

　テントを出て、蜃が作った亜空の出入り口である門を目指す。門と言っても大層な建築物ではなく、ただのキラキラした霧だけどね。

　僕は蜃の主人ではあるが、まだ自分の力で亜空と世界を結ぶ霧の門を生成できるわけではない。説明を受けた後、実演もしてもらっているので、近いうちに僕にもやれそうではある。急ぎの時とか、その場で作れると便利だから早く習得しないとな。

「主～」

　蜃だ。ああ、そうだった。そろそろ名前をつけてやらんとな。

　あんまり五月蝿うるさいから、まんまシンにしてやろうかと提案したら全力で拒否された。別に悪い名ではないと思うんだけどね。

　じゃあ、幻繋がりでファントム、イリュージョン、少し捻ひねってドリーム、ミラージュって次々に提案してやると、これも凄まじい勢いで拒否された。

　要は和風な名前が良いらしい……日本、いや江戸かぶれめ。

　それっぽく聞こえるだけで良いなら清きよ姫ひめとかつけてやろうか？

　そんなことを考えつつ、声のする方角を見る。

　そこには蜃がいて、明らかに重傷な毛むくじゃらを抱えていました。
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　長身の美女が毛むくじゃらのおっさんをお姫様抱っこ──ぐれいてすとしゅーる。

　なんて絵面だ。思わず目をそむける。

　トラブルはもうしばらくいいだろ？　ボス戦乗り切って小休止だろ!?

「主、出ていくのは一いっ旦たん中止したほうが良さそうですな」

「その人が理由か？」

　心底嫌そうに、蜃が抱えているおっさんを指さしてやる。無遠慮だと思ったけど嫌なんだよ！

　見知らぬ怪我人とか、危険な予感しかしないじゃないか！

「おう、その通り。慧けい眼がんですな」

　蜃にまったく焦った様子はない。

「今度は一体何だ？」

「敵襲です」

「はあっ？　お前の作り出した世界に誰が来るって言うんだよ」

　ここは亜空、異世界の中の異世界である。外部とは隔かく絶ぜつされているはずなのに、どうして侵入者が現れるんだ。ホント、納得できる説明をください、そこの元蛇！

　蛇と雉きじのご両親に謝れ畜生!!

「ちょっと特殊な奴でのう。相変わらずかなり空腹な様子で……お、来おる」

「何普通なことのように言ってんだ！」

「主」

　質問に答えろよ……って、主？　僕のこと？

「そこじゃ」

「……へ？」

　振り返る。

　まるでＣＧみたいに黒い御お御み足あしが、空間の亀裂から入り込んでくる。

　次第に広がっていく亀裂。その闇の奥から伸びる数本の脚、更に怪しく光る二本の牙。

「僕はどれだけ美味しそうなのかな!!」

　思わず絶叫した。

「うおおい……これ、マジかよう」

　もう心の涙が止まらない。

　蜃ほどではないにしても、かなりの大型。

　体毛はなく、ツルンとした硬そうな外がい殻かく。

　僕の知る限りでは、地球にいたこの蟲に外殻などなかったはず。

　全長はどのくらいなんだろう。測りようもないけど、四トントラック以上はありそうだね……この真っ黒い蜘蛛は。

「おーおー。相変わらず正気の欠片もないのう。目の前に食い物があって嬉しそうじゃ」

　蜘蛛をからかうように、蜃はケラケラと笑う。

「余裕そうっすね！　なら相手を任せてもいいですかねえ!?　お知り合いみたいだし!?」

「無理ですな。こんな悪あく食じき、相手にしとうありません。ついでに刀がないので私は戦えませぬな！」

「馬鹿言ってんじゃないよーーー！」

　お前に刀はいらんだろうが！　得意の水魔法は？　霧は？　幻は？

　見たことはないけど、確か風も得意とか話していたよなああああ!?

　僕と蜃のやり取りにしびれを切らしたのだろう。蜘蛛は前脚をえらいスピードで振り回しながら、トリッキーな動きで僕に迫ってくる。最初の獲物は僕で確定か！

「安心なされ。オークと都市は私が責任を持って守護してみせる。もちろん、このドワーフもな」

　だから、と蜃は続けた。

「主は、そこにいる蜘蛛を蹴け散ちらして追い返しておくれ」

　蜃はあっさりとそう言った。

　……勘弁してください。

　一刻も早く食べたいんだろうか。撒き散らされる唾液が凄く嫌だ。

「糸かっ!?」

　漆黒の糸が僕に向かって吐き出される。慌てて回避すると、糸の塊が地面がベタッとへばり付く。物凄い粘り気。アレを踏んだらアウト……だろうな。

「おおい、蜃さんや!!」

「余裕そうじゃな。さすがは我が主」

「こいつ、一体何者だよ!!」

「名など知りませぬ。ただ古いにしえから常に何処かに在り、そしてただ食らう者じゃ。飢えが治まるまで目に入ったものを食らっては、移動をして同じことを繰り返しているのですよ」

　蜃は名前が最初からわかっていた。姿は蛤はまぐりのほうを想像してたけど。

　考えてみればここは異世界。こいつが僕の知ってる話に登場している存在とも限らないよね。

　正直、蜘蛛の姿をした神様や魔獣で、固有の名を持ち、かつ大暴れする存在などすぐに思い当たらない。

　有名どころならアラクネ、そして土蜘蛛だけど……どちらも違うだろうな。

　僕の知識の中にいる蜘蛛の化け物だったら、対策が練られるかもしれないのに……。

　さて、こいつには何が有効なのだろう。なんとなくだけど、闇属性の魔法は駄目そうだ。体は黒いし、糸も真っ黒だから。いかにも「闇属性です！」といった感じだもんな。

　虫系統ならやっぱ火が弱点か──。

　などと考えていたら、見事にその隙を突かれた。さすがは蜘蛛、動きが素早い。

　回避し損ねた爪での一撃。僕は迫る爪と自分の体との間に短剣を滑り込ませる。

　ガキィィィィィィィィ!!

　耳障ざわりな音が響く。

「ぐっ」

　衝撃に吹き飛ばされて地面に打ち付けられる。痛みを感じたが、それは腕ではなく背中。奴の爪での攻撃によるダメージではない。短剣で爪は防げそうだ。

　しかし、このまま相手の爪をいなし続けていてもダメージを与えることはできない。ここから攻撃に転じるにはどうするべきか。

　……火を使って形勢逆転を狙ってみよう。

　ブリッドの詠唱を途中で変化させて、短剣に紅い炎を付与する。

　さらに新しいブリッドを作るために詠唱。今度は相手に向けて発動する直前の状態で止とどめて、頭上に滞空させておく。こうやって、発射せずに待機状態にしておいて少しずつそのブリッドに魔力を供給する。僕の詠唱通りに術が改造できているなら、これでチャージショットのように「溜め」をしつつ、任意のタイミングで蜘蛛に向けて撃ち出すことができるはずだけど……。

　振り回される爪。僕を食らおうと襲い掛かってくる牙。それらを回避するだけでも大変だ。

　思考、検証なんてものに割く時間はそんなにない。

　蜘蛛が今、極限まで飢えているってのはどうやら本当みたいで、僕を食べようという強い意志が伝わってくる。生まれてからずっと、満たされることのない飢え。それがどれ程の苦悩かはともかく、おとなしく食われてやるわけにはいかない。

　話しかけてみても、返ってくるのはただの唸うなり声。

　理性がまるでない状態なのだろう……敵ながら痛ましい。

　蜘蛛の攻撃を回避しながらパターンを分析する。右、右、払い、袈け裟さ斬り、左突き、正面から牙！　そして……右！

　予想通り！

　爪の内側に短剣を入れ、裏側から脚の関節部分を狙うために一歩余分に踏み込む。そして自分一人だけを範囲に定めた強化の界。加えて、内在魔力による身体強化。

　よし、どちらも成功！

「でりゃあああ！」

　関節への一撃を決める。傷くらいは負わせられた……はず！

「おお？」

　拍子抜けした声が僕の口から漏れる。

　なんの抵抗もなく、巨大蜘蛛の脚は中ほどから切断された。

　思っていたよりもずっと簡単に……あれ、こいつ外見の割に柔らかい？

『ＧＹＥＥＥＥＥＥ！』

　予期せぬ痛みに怖おじ気けづいたのだろう、蜘蛛は残る七本の脚で素早く後ずさった。

　僕もすかさず後ろへステップして距離を取る。

　これなら、楽勝か？

「うわっ!?」

　と思ったら今度はジャンプして一気に距離を詰めてくる！

　蜘蛛のジャンプ、怖っ！

「って、うええええええ!?」

　ジャンプだけでも怖いのに、空中で糸まで吐き出しているんですけど。

　着地すると同時に、足での攻撃が僕を襲う！　ってあれ!?　この足はさっき切断したはずじゃ……どんな回復能力だよ！

　突然のジャンプと回復能力にはビビったが、相変わらず速いだけの単調な攻撃。

「これならどうだ!!」

　繰り出される攻撃全てにカウンターを見舞う。身体強化と強化の界、この二つのおかげで思考に行動が追いついてくれる。体が思ったように動く！

　四本の足が千切れ飛び、黒い塵ちりになって霧む散さんした。

　一度に半分の足を失い、上手く逃げられなかった蜘蛛は、微妙な距離を置いてこちらを見ている。

　その複眼から思考を窺うことはできない。存在の全てを飢えの狂気が支配しているんだろう。

「これで終わってくれ……もう、頼む!!」

　短剣に残された紅い炎が弱まってきた。なら、最後にもう一仕事させようか。左の掌に浮かぶ、新たに生んだブリッドへ、短剣に残されていた紅い炎を全て移す。矢の形に変形させたソレを奴に向けて放つ。紅い矢は、狙い通り蜘蛛の口に刺さる。正面から真っ直ぐ貫いた感じだ。

　上手く決まったことを確認すると、僕は空中に浮かせて威力を増強させ続けていたもうひとつのブリッドも矢に変えて蜘蛛の腹に叩き込む。二つの矢が蜘蛛を串刺しにする。威力を増強させていたほうのブリッドは長く伸びた形状をしており、矢というよりは槍に近かった。

　次いで起こるであろう爆発に巻き込まれないよう、蜘蛛から離れる。これならさすがに無傷ってことはないだろう。

　矢と槍、蜘蛛を貫く二つのブリッドが爆はぜる。

　よし、これなら。そう思えるくらいの威力。

　しかし、あれだけの爆発を受けながらも、黒い蜘蛛はその原型を留めている。どんだけ丈夫なんだこいつ？　なぜかピクピクと全身を痙けい攣れんさせていて、気持ち悪さが増した。

　……痙攣が治まり、動かなくなった相手を見てようやく勝利を確信。蜃とやった時よりはずっと冷静でいられたな。これが経験ってやつ？

　いや、相手の動きが単調だったから冷静にやれただけかもしれない。

　結果的に、蜃と合わせてボス戦二回もこなしたんだ。多分レベルってのも上がったよな？

『イヒャ』

　あれ？　なんだ今の──。

『ヒャハア……♪』

　ゾクリ、と背筋が寒くなる。形容し難い恐怖が僕を襲う。なんだ、この感覚!?

「主、これはひょっとすると……」

　静観を決め込んでいた蜃が声を掛けてくる。

「ちょ、蜃さん。どうして気まずそうな感じなの!?」

「や……やりすぎて気に入られたのかもしれんな」

　どこのＭだ！　真性か!?

「な、ななな、ななななななな」

『イヒャヒャヒャハァァァァァッァ』

　奇声と共に立ち上がる、全快っぽい真っ黒な蜘蛛と蜃を交互に見つめる。

「なんじゃこりゃああああ!!　いやだあああああ!!」

　僕は首を横に振りながら、終わりの見えない蜘蛛との戦いを再開するのだった──。




「はぁ、はぁ……」

　目の前にいる蜘蛛がビクンビクンと震えている。

　この震えの意味がわかってしまった。

　その八本の脚全てが、炎の槍で突き刺されて自由を失っていても。胸、腹、頭に、数本ずつブリッドを突き刺しても──。

　こいつは死なない。震えているが、それは痛みや恐怖からではない。

　奴にとってこの震えは、喜びによるもの。

　ダメージはあったのだろうか……いや、あって欲しい。

「悦えつに入るってほうの悦よろこびじゃないことを祈るけど、タフ過ぎないか？」

「此こ奴やつ、ここまでしつこいとは。何なのじゃまったく」

　蜃も呆れている。

　彼女曰いわく、会ったことはあるが会話が成立したことはなく、一定のダメージを与えると去っていくらしい。

　要するに、一種の災害のような相手だと認識していたそうだ。そんな奴だから僕の戦闘訓練相手には丁度良いと思ったとか、超スパルタ。泣くぞ。

　この喜んでいる相手は、一体何だというのか。

　体を貫く火の槍が少しずつ小さくなり、ゆっくりと蜘蛛の体に呑み込まれるように消えていく。何が起きているんだ。よくわからない。だが現に奴はこの動作を繰り返し続けている。もしもあれが回復や吸収ではないなら、これだけ穴だらけにして無事なはずがないと思う。つまり、吸収した魔力で回復してるんだろうな……忌いま々いましい。

　頭をぶち抜いても死なない。急所もわからない。そんなものがあるかも疑わしい。

『ア、アハ、ハァァァァッ』

　クラッときた。もう回復、いや吸収したのかよ～。

　突き刺さっていた全ての槍が、ジュルンと奴の体に呑み込まれた。

　んで……また突っ込んでくるんですか。

　喜びを噛み締めるような震えがピタリとやんだ。

　はいはい、死ぬまでぶち込んでやればいいんすかね。もう。

　再びブリッドを作り出す。ヤケになっていることは自覚している。

「ったく、この世界のバケモノってのは、どいつもこいつも──」

　最後の部分はもう言葉にならない。

『ヒィィィアァァァァ♪』

　ん!?　いきなり何かが伸びてきましたヨ？

「嘘だろぉぉぉ!?」

　やばっ！　避け切れ……ないっ！

　脚の先端にある爪が、槍のように連続して襲ってくる。そのうちのひとつが、構えていた僕の腕の間に滑り込んで──。

　げ、こいつ、脚を使って僕の手をかちあげ……！

　ずるいぞ、ここにきて頭脳プレーなんて！

　ガラ空きになった腹に、さっきとは別の脚が突っ込んできた。

「くっ……」

　突き刺さる前に、ごく小さく、腹の中心に界を作る。

　界に蜘蛛の鋭い爪が触れる。一瞬遅れて、痛み。界は突破されたようだ。体を貫通してはいないが、先端が刺さっている。さらに押し込むように、爪が深くに刺さる。足から力が抜け、僕の体は、奴の爪が腹に刺さったまま背後の樹木に叩きつけられた。まるで磔はりつけみたいだ。

「かはっ！」

　黒蜘蛛の体が、僕を刺した脚に引き寄せられるように迫ってくる。

　駄目だ、食われる！

　必死に顔を横に逸らした。

「つぅぅぅ！　ああああ！」

　肩口に熱さが広がる。何とか顔は食われずに済んだみたいだけど……。

『フゥゥ！　アフゥゥゥゥゥ♪』

　……おい。

　何、嬉しそうに血ぃ啜すすってやがる？




　プチン。

　木に磔にされて、腹を刺されて、血までくれてやっている。僕は、自分の感情が一気に激しくかき乱され、ついに振り切れてしまったのがわかった。





　　　　◇◆　蜃　◆◇






　この黒き蜘蛛が、ここまでおぞましいモノだったとは。

　主の強力な魔法を何度も撃ち込まれ、しかもその脚を数え切れないほど千切られたにも拘かかわらず、変態的な再生能力で回復しては、懲こりずにまた襲い掛かる。

　まったくもって学習していない……実に美しくない戦い方。

　今も、二十本もの炎の槍を呑み込んで、ブルブルと喜んでいるようじゃ。

　にしても、今の主とあの時の私が戦ったら正直、勝ち目はなさそうだ。

　そういう意味では此奴、結構やりおるな。

　今度は手足を伸ばし始めた。さすがは暗黒の化身。体は影の如く自在というわけか……。

　主もこれには驚いたようで、防戦一方になる。

　相も変わらず単調な攻撃……興奮のあまり体が止まらないのだろう。うむ、実に本能的だ。

　経験を積んでいただくのにちょうど良い相手だと思って放置してみたは良いが、どうやらここまでだな。

　いい加減、私たちの世界からご退去願おうか──。

　私がそう考えた時、あっという間に主が木へと磔にされて、奴に咬まれた。

　……傍観しすぎたか。すまぬ、主よ、すぐに手当てを──。

「む？　これ、は？」

　主が何かをしようとしている。面白い。まだ何か手があるというのか。末恐ろしいことよ。

　主と蜘蛛の間で爆発が起きる。あれを食らえばさすがの蜘蛛も距離を取らざるを得ないだろう。

　爪から解放され、主は既に立ち上がっていた。彼の周りには四つの紅球。自動的に引き絞られて矢と化し、次々と撃ち込まれていく。疾はやい。奴を射抜いた時にはもう次の球が発生している。

　間かん断だんなく紅い矢──あの長さはもはや槍か──が蜘蛛を貫き続ける。先ほどのブリッドは、威力を高めるために滞空していただけだったのに、今、主の左右に浮かぶこれは……。詠唱を改変し、連続して射出できるようにしているのか。おそらく、魔法の発動から消失のプロセスを事前に詠唱によって改変、発射を次弾の始動と連動させているのだろう。

　つまり、術者の魔力が切れぬ限りは永久砲台になるというわけだ。我ら上位竜種の中には似たようなことをする存在もいることはいるが……しかし彼奴の術は複雑で、術式を見ているだけで頭が痛くなるようなものだったと記憶している……。

　どうやったら初級の魔法である『ブリッド』からあのような術を編み出せるのか。

　だが、あれでは倒せまい。確かに奴はダメージを負うが、最後には攻撃を呑み込んで吸収してしまう。

　それでも紅い攻撃は止まない。主はさらに仕掛けるようだ。静かだが、強い威圧を感じさせる冷たい目で蜘蛛を見つめる。今度は何を──。

　主は左手を前に突き出し、右手に儀礼用短剣を矢のように構えていた。

　蒼い光が見える。柄から微かに霧らしきモノを放っている姿は幻想的で、美しい。

「加減、していたのか」

　てっきり、全力を出して戦っているのだろうと思っていた。

　今度の術に使われている魔力は、先ほどまでとは桁違い。属性も違う。おそらくは水。主が最も相性の良い属性らしい。

　主と水の相性の良さは単に契約した私の影響であり、別の属性が本来の得え手てだと私は考えているが。

　……そうか。

　此度の攻撃には、自身の魔力のみでなく、外界のものも使っている。今までは体内の魔力だけで戦っていたのだ。それも少量の消費だけで。

　主はこれまで亜空での戦闘と、魔力の消費について気遣いをしていてくれたのだろう。

　もうその気もなくなったのか、全部まとめて消し飛ばすようじゃの。静かで冷たい表情には、揺らぐ気配さえない。

　ならば結果がどうあれ、これでお開きにせねばな。邪魔はしない。主の全力の一撃、確かに見届けよう。

　短剣から手が離れる。蒼い光に包まれていた得物は、その瞬間に一気に加速、蒼光の尾を帯びて、蜘蛛をめがけて突き進む。あの短剣、主の魔力に耐え、術の核、触しょく媒ばいに成りうる力を持っていたとは……ただの儀礼用具ではなかったようだな。

　大量の紅い矢が齎もたらす暴虐の中、蒼い一筋の糸が黒い蜘蛛の体を貫通する。

　そして蒼い糸がその太さを増して、他の全てを呑み込んでいく。巨きょ躯くの蜘蛛、彼奴の全身すらも……。

　亜空全体が震えている。大地も大気もまるで恐れを抱いているようだ。やがてゆっくりと収まっていく蒼い光こう条じょう。少し離れた場所にあった岩山の一角に、黒蜘蛛の存在した跡が見える。僅かばかりの影を焼き付けているだけだが。

　は、はははは。これはもう笑うほかないな……。

　今の一撃は竜さえ屠ほふる。我が『無敵』の名とは別に、純然と防御力を称えられた上位竜が数匹いる。知己であれば『砂さ々ざ波なみ』がいるが、奴でもこの術が直撃すれば、致命傷を負うかもしれぬ。

　生気の抜けた顔でよろめきながら、ゆっくりと影の残る場所まで進む主。短剣の回収が目的、なのだろうか？

「腹いっぱいになったか、変態」

　それだけ言うと、主は仰向けにひっくり返ってしまった。力尽きてしまったようじゃの。あれだけの魔力を行使すれば無理もない。体力だけではなく、精神力も限界を迎えたのだろう。

　……仕方ない、抱っこしてやるとしよう。

　そう思った時。

「なあっ!?」

　瓦が礫れきの中から突然、蜘蛛が復活した。馬鹿な、上位竜の誰も耐えられんだろう一撃だぞ!?　あの蜘蛛がいかに闇の化身でも耐えられるわけがない！

　主の元へと急ぐが、間に合わない。私からは距離が遠すぎる。

　復活した巨大蜘蛛は、身動きひとつしない主の体にのしかかる。

　しまった、一生の不覚とはこのことだ！

　まずいまずいまず──。

　……なんじゃ？

　あやつ、身をこすり付けているだけで、主を食らおうとも殺そうともせんぞ？

『アハアアア』

　また喜んどるのか！

『美味しいぃぃぃぃぃぃぃ!!』

「……はあっ？」

　美味しい、じゃと？

『最高、貴方最高よう！　お腹一杯！　こんなの初めてぇぇぇぇ！』

　な、何が起こっている？

　それにあの蜘蛛、喋っとるぞ？　彼奴、言葉を操れるのか!?

『凄い凄い凄い！　こんなに痛くてこんなに美味しくてこんなに気持ちよくて、こんなに満たされたのなんて、初めて!!』

　うぐ、真性の変態なのは間違いないのう。できれば一生お近づきになりたくないが、そうも言っておられん。主の危機じゃしの。命より貞操の危機のような気がせんでもないが。

「喜んでおるところすまぬが……ちょっと良いかの？」

『もう離さない！　ずっと、ずっと一緒にいるって決めたわあ！』

「おい、変態！　聞け！」

　私の言葉を完全に無視している蜘蛛を、主への謝罪も込めて蹴り飛ばす。

『あいたっ！　ちょっと。何するのよ？』

「主を休ませてやりたかったものでな……久しぶりじゃのう、黒き蜘蛛よ」

『誰、あんた？』

「姿が変わったくらいでわからぬか。蜃じゃよ。上位竜の蜃」

『知らないわねえ。私、今までとにかくお腹が減って、そのこと以外何も考えられなかったし。それより主って？　あなた、この御方とどんな関係なの？』

　主との関係性を真っ先に聞いてくるとは……。

「まあ、つい先日のことじゃが、彼と契約を結んだのじゃ。よって、私と主の関係は契約によって結ばれた無二の──」

　蜘蛛から強い殺気を感じ、話を途中で止める。此奴、私に嫉しっ妬としておるのか？

『ふーん、五分の盟約ってわけね……そ、わかったわ。契約の知識くらいは持ってるし。じゃ、貴女を殺して、私と契約をやり直せばいいのね？』

　常識が根本的に間違っている。いくらなんでもそのやり方は短絡的すぎるじゃろう。

「待て、待たんか。盟約者は主などと呼ばんじゃろうが」

　頭の悪い蜘蛛じゃ。脳みそが少ないのかもしれんの。昆虫の親戚だけに。まあ、獲物を狩ることにしか使えんのでは、脳みその大きさなんぞ関係ないか。

『う？　では親子の契約？　貴女が子なわけ？』

　信じられないといった口調。私のような上位竜とヒューマンの間で交わされる契約としてはありえないからの。

「いや、支配じゃ。私はいわば下げ僕ぼくよ。八分二分の支配関係。だからこそ、この姿なのじゃ」

　その場でくるりと一回転して、人として生まれ変わった姿を見せびらかしてやる。此奴にとってはさぞ羨ましいに違いない。

　着物を着て、刀を使えるのは人型ならではのこと。能力も高まっているし気分は良いのだ。私には竜の姿への未練はない。

『支配!?　貴女、一応上位竜種なのでしょう？』

「あまりそこに拘こだわるな。少し傷つく。それより、どういうことかわからぬか？　この関係が意味するところは？」

『ヒューマンの姿……っ。そう、いうこと？』

　少々の思案でこちらの意図を察したか。本物の馬鹿ではないな。

「うむ、お前のような変態に付きまとわれてみろ。主はすぐに心を病むわ。一緒にいたいなら、せめて姿くらいはヒューマンに近づけんか」

『でも、彼の合意は？』

「事後でよいじゃろ。私の時は事前に合意したがの」

『……貴女、本当に下僕？』

「無論じゃ。望まれれば伽とぎもしようぞ？」

『駄目。それは私が先よ』

「……よかろう。じゃが、名前を与えられるのは私が先じゃ。これは譲れぬぞ」

　こればかりは譲れぬ。先に契約を結んだ面子があるというもの。

『なら、いいのね？　私がこの御方と……』

「ああ、良い。さっさとやらんか」

『うふふ、ありがと。センパイ♪』

　上位の竜である私と主が、明らかに主に有利な条件で契約を交わしている事実に蜘蛛は気付いていた。それはつまり、蜘蛛自身も主と契約を交わせる可能性が高いことの表れでもある。

　私が仲介役となり、契約の呪じゅ式しきが始まる。蜘蛛と主が対面する形で向き合う。まあ、主は気絶して横たわっておるが。

　ぼんやりとした白い光が二人を繋ぎ、間に光の柱が立つ。白い光は赤色に変化する。赤、支配の契約を示す色。奴の格は私とほぼ同列……。

　気に食わんな。だが、私の時よりも主の魔力には若干の余裕が見られるの。

　ふむ、魔力の最大値など滅多なことでは増えぬはず……つまり蜘蛛は、多少私よりも格下ということなのだろうな。そう考えるのが自然だ。

　赤い光の柱、その中に主と蜘蛛の影が見える。む、変化が始まったか。

　古いにしえから全てをただ食らうだけだった黒い蜘蛛は、ゆっくりと影を縮ませ、人型へと変化していく──。

『一生お仕えいたしますわ。ご主人様』

「なっ……」

　私が憧れて止まぬ、艶やかな黒い髪をなびかせ、色気のある肢体を、女物の着物らしき衣装の端からのぞかせた女が、光の中から現れる。

　蜘蛛は支配の関係に則のっとり、人型の女性として我が主、深澄真と契約した。

　やれやれ、本当に退屈しない御仁じゃな。我が主は。

　……私も、黒髪が欲しかったのぅ。





　　　　◇◆◇◆◇



















　亜空が明らかに拡大していて、ますますわけのわからないことになっていた。

　地平線の先には真っ黒い森。あそこは確か草原が続いていたはずだ。

　存在していなかった川が、昔からあったかのように流れ、オークの集落部分を横切るようにしてどこかに向けて下流へと続いている……先には海があるんだろうか。

　これは錯覚じゃない。物理的にも広くなって地形が変わっている。亜空を囲む霧の壁は依然として存在しているが、かなり遠くに後退（？）したようだった。はるか遠方にその存在が確認できる。水の流れは霧の壁の中に消えているみたいだが、この分だとまだ広くなるのかもしれない。全体的には植物と水が増えた印象。ますます、日本の里でも見ているような気になる。家や田んぼはないけど、雰囲気がね。

　……どれだけ不安定な場所なんだよ。本当に居住していて大丈夫なのか。

　僕は額に手を当てて溜息を吐いた。亜空の進化にではない。あることを思い出したからである。

　蜘蛛との死闘の末、意識を失っていた僕がオークの用意してくれたテントで目を覚ますと、傍らには、三つ指を突いて頭こうべを垂れている黒髪の女性が。

　物凄く気まずい沈黙の後、僕が起き上がったことに気付いた彼女は顔を上げた。

「ご馳走様でした、ご主人様。貴方様のおかげで、生まれて初めて満腹というものを味わいました」

　涙を浮かべて感謝の言葉を口にしているが、僕にはさっぱり意味がわからなかった。

「ちょっと、そこにいて」

　まだ話を続けようとしている彼女を無視して一方的に言うと、僕はテントの外に出た。

　落ち着こうと思ったわけなんだけど、そこにはさらなる混乱が……ってのが今の状況である。

　亜空め、ただでさえ理解できない状況に陥っている僕を追い詰めて何が楽しいんだよ。地形が変わるなら事前に申告のひとつも欲しい。

　まあ、変わってしまったものは仕方ない。誰も近くにいないようだし、戻るか。

「おかえりなさいませ」

　話を聞けるのはこの美人さんしかいない。仕方ないから色々聞いてみることにした。




　……彼女が蜘蛛でした。

　さっき戦った、変態全開の黒い奴だ。魔法は食うし、いくら斬っても再生する、そのうえ攻撃を食らうと悶もだえるというドＭ仕様。

　そんな奴から唐突に「真様と契約させていただきました」と深々と頭を下げられた。

　契約って、互いの了解があって成立するものだと思っていたんだが、実際は関係ないようだ。本当は何かあるのかもしれないけど、さっぱりわからない。

　寝ている時にハンコを押させてもらいました、みたいな感覚でも成立しちゃう契約とか、異世界のルールを疑う。あ、そうか。あの女神が決めたのか。なら仕方ないな。

　深呼吸をひとつ。さっきはピンとこなかったのだが、彼女に言われて改めて意識してみると、繋がっているのがわかる。いや、わかってしまう。

　解除もできなければクーリングオフも効かないなんて、随分と当事者に優しくないシステムだよ、契約ってやつは。

「こうして言葉を紡げるのも、御前に控えられるのも、ご主人様と契約し、人の姿となったおかげ。身も心も捧げてお仕えいたしますわ」

　本心、だろうな。本能の塊のような蜘蛛時代（？）からは想像できないけど、これは嘘ではないだろう。

　それに、ここで話をこじれさせると、いつかまた飢えたこの御方とランダムエンカウントするハメになる。もうあれは嫌。本当に嫌。ガクブルってやつを生まれて初めて経験した。

　だから、頷くことしか僕に選択肢はなかったのだ。

　……この世界、強制イベントが多すぎる、そして展開が早過ぎる！

「ところで、蜃は？」

　ここが自分のテントだってことはわかっている。

　時刻は深夜、だろう。

　亜空の時間は外界と合っているって聞いたし、間違いない。

「蜃ならば外で待機しております」

　周囲を界で探ってみる。

　さっきはいなかったのに、いつの間にか入り口近くに蜃がいる。

　用事があるんだろうけど、悪い予感しかしないな。

　けれど、僕が目覚めるまで待っていてくれたとなれば放置しておくわけにもいかない。

「じゃあ、蜃を呼んでくれる？」

「はい、旦那様」

「ぶっ！」

　旦那様!?

　さっきはご主人様って呼んでいたじゃないか！　関係が濃くなった気がしますよ！

　……いや、ご主人様も嫌ですけどね？

　体のラインが微妙に透けて見える、薄手の黒い布を纏った女性が、音を立てずに立ち上がる。

　いかん、こんな従者を二人も連れて街に入ろうものなら間違いなく目立つ。それもすっごく目立つ。

　改めて、テントの外で蜃と何かを話している黒髪の美人さんを見る。

　おかっぱの髪、色は漆黒。わずかに上がった切れ長の目。陶磁器を思わせる白い肌、艶やかな唇。

　日本人形を思わせる美人だ。ま、例の如く僕よりも背が高いのだけどね。それでも蜃よりは低い。

　蜃やエマさんの時も思ったが、どうして僕に寄ってくるのは人外ばかりなのだろう。

　そういえば、名前聞いていなかったな。というか、名前あんの？

　名無しって呼ぶか、その二って呼ぶか。

　……どっちも、美女に対する呼び名としては適切じゃないなぁ。

　何か新しい名前を考えるか。今のまま「蜘蛛」とか呼んじゃうと、亜空を襲った蜘蛛だという彼女の性質が周囲にばれかねないし。

　蜘蛛のついでに思い出したけど、蜃はまだ、僕の時みたいに亜空に敵を引き込んで戦おうとしているのか確認しなければ。亜空はかつての姿から変貌を遂げ、今は決して戦闘に適した場所とは言えない。移住してきたオーク村を危険に晒さらす、なんてことは避けたい。以前のように亜空を使うつもりかどうかは聞いておかないとな。

　新しい亜空の使用方法について、蜃の考えを聞いておく必要があるよなあ。

　蜃が言ってた都市の建設など、着手すらしていないが、本気でやるつもりなら大体の予定地を広さも含めてあらかじめ決めておかないといけないだろう。手伝うのはやぶさかでない。

　都市の周囲に、オークや今後迎え入れるであろう種族の集落が一部残る形でもいい。まあ、都市の建設予定地が決まるまでは特に焦る必要もないか。

　そうなると、亜空での都市造りの参考にするため、この世界の街並みを見て回りたいな。

　オークさんたちも自分の村を安定させるので手一杯だろうから、落ち着くまではのんびりやっていけばいいか。

　蜃だけに任せてしまうと、本気で江戸や京都を再現させそうで怖いな。しかも古代や中世の世界のように、住人を馬車馬のように働かせそうだ。

　亜空で一いっ揆きとかマジ笑えないぞ。

「お～主、目が覚めましたか」

「ああ。僕の知らない間に新しい契約をさせられていたみたいだけど、お前は何をしていたわけ？」

「もちろん、契約の手伝いをしておりました。食われるよりもずっとましでしょう？　大体、契約もせず滅ぼしもせず放置したら、これからいつ何時コレが湧いて出るかわかりませんぞ？」

　コレ、と言って蜘蛛だった女性を示す蜃。

　確かにそれはイヤです。なので、事後ではあるけど契約も了承したわけだしね。

　はふう。もう、なるようにしかならんな。

「……忠臣に恵まれて僕は幸せだよ」

　蜃は「それほどでも」と言いながら満面に笑みを浮かべ、蜘蛛の美女は「幸せです」と頬を染める。

　どっちも僕の皮肉には微塵も気づいてくれないようだ。

「んで、お前は何の用だ？　夜更けまで僕が目覚めるのを待っていたんだから、何か用事があるんだろう？」

「おっと、そうでした。おい、良いぞ」

　入り口に向かって手招きする蜃。

　そして入ってきたのは毛むくじゃらの人。

　おお……このずんぐりむっくり……僕より背の低い人だ！

　そういえば、蜘蛛が出現する前後の記憶で、蜃がこんな感じの人をお姫様抱っこしていたような気がする。

「ドワーフ？」

　蜃と蜘蛛の女性とドワーフ（？）はそろって表情を変えた。

「その通り、やはり博識じゃの」

　蜃が代表して褒ほめてくれた。ドワーフは、僕がその名を知っていたことに驚いている様子で、蜘蛛はただ何度も頷いている。

　ん。ドワーフって希き少しょうだったりするのか？

「しかもただのドワーフではない！　かの有名な神器や宝具を作り出したとされる古代種、エルダーの名を冠するドワーフよ」

　よくわからないけど、凄いドワーフってことでいいのかな？

「お初にお目にかかります。仰る通り、私はドワーフでございます。この度はお助けいただき誠にありがとうございます」

　一歩前に出たドワーフが、丁寧に頭を下げる。

「あ、いえ。僕は深澄真と言います。マコトと呼んでください。ええと……？」

「失礼しました!!　私はベレンと申します」

「どうもご丁寧に。で、ベレンさん。僕が助けた、とは？　記憶では確か……蜃が貴方を助けていたように思うのですが」

「む？　いや、私は食われそうな此こ奴やつを、亜空に連れ込んでやっただけですよ」

　黙って話を聞いていた蜃が割り込んでくる。

　いや、普通それを助けてやったと言うと思うんだけど？

「はい、私の集落はあの大蜘蛛に襲われておりました。蜃様が大蜘蛛をここまでおびき寄せてくださったおかげで、集落は難を逃れることができたのです。さらに、怪我をして動けなかった私を匿かくまってくださり──」

　べレンは言葉をいったん区切ると、元蜘蛛の美女を見て複雑な顔をした。襲撃されたんだから当然だよな。

　ちらっと元蜘蛛を見ると、少しだけばつが悪そうな顔をしている。少しだけなのはさすがと言うべきか面の皮が厚いと呆れるべきか。

「──その大蜘蛛を貴方が撃退してくださった。で、呪いを解かれてそちらの女性に戻ったと」

　ん？　どういうこと？

　彼女はただ腹が減っていただけの蜘蛛で、僕との契約によって女性の姿になったんだよね？

　なんでそんな御お伽とぎ噺ばなしになってんすか？

　蜃と目で会話する。




　まあ、主よ。これが一番丸く収まるではないですか。それにこのドワーフも仲間にできそうだし。




　いや、あのな？　お前、刀を作らせたいだけだろう？




　自分たちが皆殺しにされそうだったのに、正直に理由を教えたら此奴らも納得いかんでしょうよ。これで良いのです。




　アイコンタクト終了。

　くっ、腹黒い奴だ。ちょっと哀れだな、エルダードワーフ。

　僕がベレンさんを見ると、それを合図にして話を続ける。どうやら僕と蜃のやり取りに気付いて、待ってくれていたらしい。

「あの蜘蛛は、古いにしえより全てを食らい、何処かへ消え去っていく天の災いとも言うべき存在。過去、我々も多くの作品を食われております」

　金属も食べるのかお前は！　なんでもありだな！

　見ると、食の細そうな日本美人（元蜘蛛）が恥ずかしがっている……事実かい。

　確かに御伽噺にしておくほうが良いかもしれない。ドワーフがここに残るのであれば、蜘蛛としこりが残らないほうが良いに決まっているし。

　彼はまだ話を続けたいようだ。聞くとしよう。

「それで、このような土地をお持ちのマコト様にお願いがございまして」

　お願い？　またイベントフラグか？　こっちはそろそろ街に向かいたいんだけど。

「なんでしょう？」

　とりあえず話だけは聞いてみるか。

「我らは荒野に住まい、主に武具の創作を営んでおります。不便で危険な地に留まる理由は、多くの略奪者たちから作品を守るため。ですが、ここはあまりにも不毛です」

　魔物ですら寄り付かないこの『果て』は、安全と言えば安全なのだろう。場所も特定されにくいようだし。

　近くを根城にしている蜃ですら、ドワーフがいることを知らなかったくらいだ。当然、宝を奪おうとする者も少ない。

「でしょうね。お宝は安全でしょうが、食べ物も資材も少なそうだし」

「はい。そこでお願いというのは……」

　べレンが押し黙ってしまった。まあ、ここまでくれば内容は大体わかるけど。

「……この地に、我らを受け入れてはくださいませんか？」

　だよね。ここは荒野より安全で資材もある。

　今後、異種族の移住によって知識や物資もさらに増えるはずだ。

　そしてこの世界の監督者は、蜃やかつて脅威であった蜘蛛。そして僕。

　確かに文句なしの条件。

　蜃は、一人だけでなく種族ごとの移住の提案に大喜びしている。

　見た目は大人しく、落ち着いた佇まいの蜘蛛は、唇に少し舌を這わせた。こちらも美味しそう、いや嬉しそうだ。作品を食べるのはダメだときつく言っておかないといけないな。

「いいですよ」

「即答ですか!?」

「まあ、土地は余ってるし……オークと共存できるなら、どうぞご自由に」

「そ、それはもちろん！」

　それだけで良いのか、とでも言いたげだ。でも別に、ここに住むことくらい、こちらにとっては大した問題ではない。お願いされる前に、蜃の思惑を半ば僕も受け入れていたし。

「……都市の建築に協力すること。われらへの武具の提供。将来的には地代の徴収もするからの。ちなみに、ここの領主は主であることも了承してもらう」

　蜃がさらさらと追加の条件を述べていく。さては最初から条件を考えていたな、こいつ。

「都市、ですか!?　もちろん、条件に異存はありませんぞ」

　どうやら、この亜空は随分と住みやすそうに見えるらしい。僕はドワーフに頑固そうなイメージを持っていたけど、実際に目の前にいるベレンさんは物分かりがよく、蜃が出す条件をすんなりと受け入れていく。

「そうじゃ。ここにはいずれ都市を築こうと考えておる。もちろん、お前たちが村を別に持ちたいのならそれは構わぬ」

「それは……面白そうですな。霧の向こうには豊かな土地、そして都市ですか。実に面白い！」

　ベレンさん、都市を造る話に乗り気のようです。蜃め、ラッキーだったな。

「お三方にはもちろん、武器・防具を供きょうさせていただきたいと思っておりました」

「ふむ、では同胞を連れてくると良い。道を造っておく」

「はい、では早速。二日ほどで戻れるかと思いますが、お待ちいただけますか？」

「それで良い、必要なものを纏まとめたら伝えよ。お前から連絡が来たら、今まで住んでいた住居などは、私が一気に転移してやろう。お前たちは、私が造った道を歩いてくるのだぞ？」

　またそれか。ホント簡単な引越し方法だよな。荷造りが最小限でいいし。

　大きな荷物は家の中に入れておけば、家ごとまとめて転移……ってことはあれか？

　亜空を中継地にして転移を行えば、瞬間移動に近いことができるわけか。

　ふむ、何度も立ち寄りそうな場所では、蜃にゲートを作ってもらおう。

「では!!」

　ベレンさんは弾丸のように飛んでいった。それにしても……。

「やっぱり普通に話せるんだなあ」

　ベレンさんとの会話に、エマと出会った時のようなぎこちなさは感じなかった。調整がいるのは最初だけなのかな。

　いや、ドワーフは人型だ。もしかして、向こうが人語を理解しているのか？

「さすがは主じゃ」

「ええ、すごいです」

　……どうやら僕の考えは間違っていたらしい。いや、そもそも蜘蛛と話せただけでも凄いよね。アレを会話と呼ぶのならだが。

「この蜘蛛の話していることまでも理解しておるようだったし、とんでもないのう」

「そしてその魔力は甘かん露ろ。まさに理想の殿方ですわ」

　うむ、嬉しくない！

　食べられる彼氏、なんて属性は間違いなく流行しない。被食系男子……絶対なりたくないな。

「さて、実は主にもうひとつお願いしたいことがありましてな」

「名前が欲しいとか？」

「そうじゃ。いつまでも蜃と呼ばれるのは嫌じゃ。主にきっちり名前を付けてもらいたい。これも契約者の務めですぞ？」

「私も、急ぎはしませんが、近いうちに名前をいただきたいと思います」

　ああ、やっぱりね。

　僕としても、彼女たちをいつまでも人外だった容姿の頃の名前で呼ぶわけにはいかないと思っていた。僕もヒューマンってずっと言われるのは嫌だし。

　二人とも気持ちは同じようだ。が、意外だな。蜘蛛が一番に欲しがると思っていたんだけど。このままだと悲惨なのは蜘蛛のほうだろうに。

「急ぎじゃなくていいの？」

「ええ、私は蜃さんの後でいいですわ。新しん参ざん者ものですから」

　にこりと微笑む。華やかだな。蜃が武士なら、こっちは貴族の娘か姫のようだ。

「ってことは、しばらくは名無しとか蜘蛛さんとかその二って呼んでもいいってことね。りょうか──」

　ぴしっ。

　何か妙な音が聞こえたような。

「お断りします!!」

「うおう!?」

「旦那様！　それは女性を呼ぶ名ではないと思うのですが！」

「その旦那様ってのをまず止めてくれないかな！　……いや、でも貴女の名前を僕は知らないし？　大体、種族は何なの？」

「……種族？　私の？」

「うん、教えてくれない？」

「私って何なのでしょう。ずっと空腹感に突き動かされていただけで、自分のこと何も知りませんわ」

　おお～？　記憶喪失状態？　いや、そもそも記憶なんて存在しない状態？

「じゃあ、とりあえず黒ちゃんで」

「却下です！　即刻、名前を付けていただきたく思います!!」

「くぉら！　おぬし、名前は私の後でよいと言ったではないか!!」

　蜃がかみつく。名づけの順番に密約があったみたい。

　……ええっと、そんなことの順番、あらかじめ決めておくほどのことですかね？

「ですが蜃さん？　旦那様が仰られた名はどれも容認できません。貴女は中性的な名でしたから良かったでしょうけど……」

「ほっほう、なら伽とぎは譲ると言った件も反ほ故ごにして良いな!?」

「くう、悔しいですけれど……」

　そんな密約もあったんかい！　いや手なんて出しませんよ!?　……多分。だって原型見てるんだしさ。

「蜃は一度名前をつけようとしたら全力で拒絶したじゃないか。蜃のままが嫌だって言うから何個も候補を出してあげたのに」

「あんなハイカラな名前は嫌じゃ！」

「蜃はともかく、名無しは正直酷いよな……そうだ蜘蛛、君にいい名前がある」

「まあ！」

「なんじゃとおおおおおお!?」

「なんだよ!?」

「駄目じゃ駄目じゃ駄目じゃ!!　私から名前を与えるのが筋なのじゃーーー！」

　子供かおのれは。

　一方の蜘蛛は「ああ、私のことをそこまで……」とトリップしている。

　これが、僕の旅の連れ……か。

「あーーーーもう!!　わかった。これから二人に名前を付ける。で、蜃からってことで！」

　それでいいな、と二人を見る。

　ちょっと不満そうな目と大満足な目。おおむね肯定と考えて良いだろう。

「よし、じゃあ蜃」

「はい、力漲みなぎる名を頼みますぞ！」

「えーーーーと」

「（わくわくわく）」




　──どうしようか。蜘蛛が不ふ憫びんでならなかったから、正直そっちしか考えてなかったなあ。




「うーーーーむ」

「（わくわく）うむ？」

「ふーーーーむ」

「おい主、まさか今考えてないかの？」

「まっさかー……」

「ううう、何で蜘蛛の名を先に思いつくのじゃあ……」

　泣くほどかね。

　命名ってのは、契約においてそこまで重要なことなのだろうか。

「……蜃、お前に名前を与える。今後『巴ともえ』と名乗ると良い」

「トモエ？」

「そうだ、僕の知っている中で、一番勇敢な女武士の名前からもらった」

「女の侍がおったのですか！」

「そうだ、夫とともに戦場を駆けたとも言われている女性だ」

　確か乳ち兄妹きょうだいだったはず。妹で嫁、さらには一緒に戦う相棒ってどんだけ旦那様は恵まれてるんだよ。絆レベル振り切ってるな……一歩間違えたらヤンじゃいそうなくらい。

　……僕の巴ともえ御ご前ぜん像は、ゲームから得た知識だから、どこまで正しいかは知らないけどね。

「おお！　巴の名、確かにいただきましたぞ！」

　こいつには明らかに過分な気がするが、女性の武士で思いついたのがこの名前しかないから良しとするか。考え直すのも面倒だ。

　実は「淀よど」って名前も思いついたんだけど、この名前だと策さく謀ぼうに優れた手に負えない人になりそうだったので却下。これもあくまで僕のイメージ。

　巴は、鼻歌交じりに「トモエトモエ」と繰り返している。気のせいかうっすらと光を纏っているような……。

「光、帯びてない？」

「む、おお、そうじゃった。名前を与えられると、その名に応じて力が増すのじゃ。主との結びつきが強くなる故にな」

　おいおい。それって結構重要なことじゃん？　思いつきで決めてしまって良かったのかなあ。

「それにしても馴な染じむ。巴、実に気に入った！　私は今日この時から巴じゃ！　良いな！」

　僕と蜘蛛を見て確認してくる。

　肯定してやると、巴は顔を朱に染めて破顔した。大人の女性がはしゃぐというのもなかなか見られない光景だな。

「力が増すって、最大限に力を引き出す名前とかあるんじゃないだろうな」

「もちろんありますぞー♪」

「いや、なら先に言えよ!?」

「いいのじゃいいのじゃ。どんなに効率の良い名より、主が本当に付けたい名を付けてもらったほうが私は嬉しい♪」

「いや、だけどな？」

　一生に関係することを、僕の気分だけで決めてよいものなのか。今になって少し後悔する。

「良いのです♪　法則に縛られた名前なんぞ欲しくもない。では、私はこれから皆に名前を伝えに行ってきます！」

　巴は言うが早いか走り去ってしまった。まるで誕生日プレゼントをもらった子供のようだな。

「あらあら、でも本当に羨ましい……で、旦那様、私も名をいただけるのですよね？」

「あ、ああ。そのつもりだけど。でもその前にね。その旦那様ってのはやめてもらえるか？」

「!!　私としたことが……ご主人様のほうが良かったですか？」

　五十歩百歩です。

「いや普通にミスミかマコトで呼んでほしいんだけど」

「無理ですわ（にっこり）」

　即否定の微笑みが返ってきました。

「なぜ!?」

「だって私は被支配の身ですもの。主人に向かって呼び捨てなどとてもとても。気位が高い蜃、いえ、巴さんですら主と呼んでいらっしゃるでしょう」

　うう、それでも旦那様とか言われると背中が痒かゆくなるんだよおお。

　百歩譲って、巴と同じように主と呼んでもらうか。

　でも、この人が呼ぶとそれでも痒くなりそうな気もする。

「ミスミさん、はダメ？」

「ダメでございます」

「とにかく、巴とも話をして、ご主人様とか旦那様以外で探してください！　これは命令です!!」

「はあっ!!　命令だなんて……そこまで言われるのでしたら、あとで巴さんと話し合ってみますわ」

　身を震わせて命令ってとこに反応されてもなあ……。

「それで、名前ですけど──」

「はい♪」

「法則とかあるなら軽くで良いので教えてもらえます？」

「ダメでございます（にっこり）」

　なぜだ!?　この人たち本当にわからない！

「えっと、名前で力が変わるって言われますと僕もですね──」

「ちっ。蜃め、もう少し黙っていれば良いものを」

　えっ？　今すっごく小さな言葉で毒吐いたよね!?

「もうちょっと考えたいというか」

「もうお考えの名があるのでございましょう？」

「事情を知らずに考えたものですので──」

「それが！　欲しいのでございます!!」

　おおう、力強いお言葉。ずずいっと顔まで近づけられる。これは普通に照れちゃうな。

「大体、そんなことに縛られた名などに何の喜びがありましょう。今後自分が名乗る名は、力なんかよりも、主人が自然に望んで付けたものにしたく存じます」

「それで弱くなってもいいの？」

「今より弱くはなりませんわ。それに今更強さに興味もございません。どうか、今、お考えの名を私に下さいませ」

　ここまで言われると、そうしないといけないと思えてきてしまう。

「じゃあ」

　彼女が息を呑む。

「……君に名前を与える。君は今後、『澪みお』を名乗れ」

「ミオ……」

「僕が生まれた国でゼロを表す文字に、僕が得意らしい水属性を表す文字を加えた名前だ」

　今までの彼女は空腹しかなかったと言うのならば、それが満たされたこれからは零からのスタートになる。

　そこに、契約した僕の得意属性の水を表す部首を加えて澪……ひねっているようで案外安易かも。

「謹つつしんでお受けします。今後、私はミオを名乗ります。ありがとうございます旦那様」

「だーかーら旦那様は」

「あ、ええ。控えます。ミオ。うふふ。主人の属性を含む名。うふふふ……」

「おーい。帰ってこーい」

「はっ！　ゼロに主人の文字？　ということは、私を主人の色で染めてくださるってことなのかしら!?　ああっ……」

　駄目だ、まったくダメだ。話を聞いてない。

　どうやら僕の周りには、ズれた奴しかいないみたいだ。

　トリップし続ける澪の背を押し、テントから追い出す。

　目覚めたばかりだというのに、すごく疲れた。もう寝よう。

　街。もう目の前のはずなんだけどなあ……。




　名付けの夜が過ぎ、翌朝。

　テントを出た僕は、勢揃いしているオークさんと、彼らに向かって立つ巴と澪の後姿を見てびっくりした。今日は朝っぱらから何が始まるんだよ。

「よいか、お前たち。私は昨夜、主人より名をもらった。これより私のことをトモエと呼ぶように！」

「同じく私も名を授かりました。私のことは今後、ミオと呼びなさい」

　ワァーーーー！

　意味不明の歓声。これそんなに大事件ですか？

「ついては、この地の領主たる我が主のことだが。皆が私と同じように主、と呼ぶわけにもいかぬ」

「そしてご主人様、旦那様と呼ばれるのもお嫌いとのこと。もちろん、名を呼ぶなどという不ふ遜そんは許しません」

　いや、名前呼んで良いって。背中が痒くなるんだって！

　しかし、オークの皆さんはうんうんと頷くばかり。

「「よって！」」

　二人がハモる。というか、この歓声と言葉の切り替わりのうまいことうまいこと。

　これ、僕が起きる前から流れできてたんじゃね？

「「皆よ！」」

　はいはい、なんですか。

「「殿様、若様、ご隠居、どれが良いか！　多数決で決めようぞ！」」

　はいはい……はいいいいいいい!?

　いや、その……何でやねん！

「あっ、お？　え？　ちょ」

　うまく言葉にならん！

　というか三択にろくなものがねえ!!

「では殿が良い者!!」

　ワァーーー！

　結構いるね!?

「次に若が良い者!!」

　ワァーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー!!

　!?　ぶち抜いてるね!?

「最後！　ご隠居が良い者!!」

　ワァーーー！

　まだお爺ちゃんじゃないから！

　従者二人が、回れ右して僕のほうを向く。

「というわけで」

「ということですので」

　何がだ！

「「若様、でお願いします」」

「お前ら馬鹿だろ！　もしくはアホだろ!!」

「民主的に決めてみましたぞ。お好きでしょう、民主的」

「若様も一票お持ちですけど、どこに入れても若様ですわ♪」

　納得いきませんよ!?　流れが最初から全部できていたじゃないか！

「いやいや、僕主人だよね？　なんでこうなるんだよ？」

「昨夜話し合って決めろと仰せられましたので、皆で決めてみました」

「やけに変な三択だったのはなぜ！」

「昨夜、有力者を叩き起こして徹夜で決めた三択です！　断じて変ではありませんぞ!!」

　て、徹夜!?

　ということは、ここにいる人の数人は徹夜させられた挙句、こんな茶番に付き合ってるわけですか。

　ううう、オークの人たち、ごめんなさい。

　期待に満ちた目で、僕の言葉を待っているオーク＆従者たち。

　ううう……名前を呼ぶのが不ふ遜そんとか全然思ってないのに……。

　さあさあ！　と目で無言の圧力を向けてくる皆様。

　寝起きからこれってさあ、軽いイジメだよね……。

「若様……で、いいです」

　耳を塞ふさぎたくなる大歓声が沸く。

　これからは会う人会う人、大人も子供も『若様』って僕のことを呼ぶんだ。

　……せつにゃい。




　理不尽な呼称決めから数時間。もういいやと気持ちを切り替えて旅を再開し、いよいよ街らしきものが見えてテンションが上がったその時、ちょっと待って欲しいと言われました。

　街が目と鼻の先なのに!!

　理由を尋ねると、ドワーフたちの到着を待ちたいとのことだった。

　まあこれは仕方ないな。街に着くのは明日でもいい。

　さくっと諦めて亜空で休むことにしよう。移住もその間に終わるだろうし。

　亜空内の細かな案内は、巴の分体にやらせればいいか。

　ドワーフからの挨拶は、なぜか翌日の昼にすると言われ、僕は訝いぶかしみながらも床とこに就いたのだった。

　……この展開、フリじゃないよね？




　翌朝、テントから出ると、目を疑うような光景が広がっていた。

　……見事にフリでした。頭痛がします。

　昨日はオークの群れだけだったけど、今日は向かって左に、ベレンさん率いるドワーフたちがいる。人数は五十人くらい。

　中央には巴率いる蒼い鱗のリザードマン。こっちは百名以上いるようだ。

　右には下半身が蜘蛛、上半身は人っぽい何か。こちらは澪を含めて五人。

　なんじゃこれ!?　増えてりゅ!?

「やるではないか。昼になると言っておったのに」

　ベレンさんを褒ほめる巴。

「いやいや、お二方の眷けん属ぞくのお披露目とあれば。是非この機会に我らも一緒にご挨拶したほうが良いですからな！　第一印象が違いましょう！」

「……」

「もう、私の子たちはホント無口ね～。言っておくけど、若様に不ふ敬けいを働いたりしたら……食うわよ」

「!!（コクコク）」

　うーん、カオス。事情がさっぱりわからん。

　ドワーフは全員であの人数か。ってことは、村としてはかなり小さそうだな。

　僕の住んでいた世界の基準で考えると、家族は基本二人以上で構成されるものだ。一家族が父母と子供の三人と考えても十六世帯くらい。

　そんな数で村を形成できるんだろうか……それとも、僕の考える村とか街って単位が大きすぎるのかな？

　巴の眷けん属ぞくである、美しい蒼鱗のリザードマンは、剣を地に刺し、片膝をついて頭こうべを垂れている。その姿は騎士を思わせた。

　鞘さや、はないようだ。あったほうが便利だと思うけど。僕は刀文化の人間だし、抜き身の剣はちょっと物騒に見える。

　あの巴に、こんな礼節ある眷属がいるとは……。部下に恵まれているタイプなのだろうか。

　災害の蜘蛛、澪の後ろには四人（匹？）の半人半蜘蛛。

　人数の少なさからして、村や集落を形成しているわけではなさそうだ。

　戦闘中に出てこなかったのが気になるけどね。それに……澪を見ていると、集団生活が全く思い浮かばない。なんて言うか、ボスキャラっぽさがあるんだよな。

　澪の眷属たちは直立し、胸に右手を添えて頭を垂れている。

　多分無口なのだろう。口は一度も開いてない。さっきの澪の恫どう喝かつにも、頷くだけだったし。

「子供たち、よく聞きなさい。若様はこの私、そして貴方たちを飢えから救った方。全身全霊をもって尽くすのよ」

　子供っすか……。

　あの子たちも、急に現れては何もかも食い散らかしたりするんだろうな。

　うーん、あの四人を満たすだけの魔力を分け与えても、まだ澪は正気を失ってないとなると……いや、もう僕の魔力を考えるのはやめよう。

「む、お前ら」

　巴が僕に気付いて、澪とべレンに目配せをする。

　二人は僕を見て姿勢を正す。

「ああ、おはよう……みんな？」

　みんなと言ってよかったかわからず、疑問形になっちゃいました。

『おはようございます若様!!』

　おおう、全員の言葉がばっちりわかる自分がいる。そして、返事が戻ってきた時点で僕の言葉も間違いなく伝わってる。女神、これはホントに使える能力じゃないか。

　ベレンが、二人に目で了解を取って一歩前にでる。

　跪ひざまずいていたドワーフも、一斉に起立して一歩前へ。何とも言えない迫力だ。

「マコト様、名を呼ぶ非礼をお許しください。ここにおります我らエルダードワーフ五十四名、今日よりこの地に住まわせていただきます。今後ともよろしくお願いいたします！」

「あ、よろしくお願いします。マコトです。別に名を呼んでも構いませんよ～」

「それでは、我らが集落の長おさよりご挨拶させていただきます!!」

　おう、答えがないよ。そんな緊張しなくても良いのになあ……ベレンさん、ガチガチだ。

　ベレンさんは数歩下がって他のドワーフ達の列に戻る。入れ替わるようにして、いかにも威い厳げんのある、髭を蓄えたドワーフが前に出てきた。

　人の上に立つ雰囲気がある人だなあ。年齢も明らかにベレンさんより上。

　一礼する長。釣られて僕も一礼。こちらの世界でも頭を下げる文化はあるんだな。

「エルダードワーフを率いておりますエルドと申します。果ての荒野に隠れ住んでいた我らに、これほどに恵まれた土地を与えてくださり、感謝しております」

「あ、いえ。マコトと申します。困ったことや聞きたいことがあれば、お気軽に仰ってください」

「ありがとうございます。では、早速よろしいでしょうか？」

「はい？」

「マコト様は見たところ辛かろうじてヒューマン種。ですが、従者として契約されているのは、幻を司つかさどる上位竜種である蜃様。更には世界を食い尽くすと恐れられている災厄の黒蜘蛛。どちらもヒューマンに支配できるものではありませぬ」

「は、はあ」

　超人の本領発揮ってところなのだろうか……にしても、辛うじてヒューマンってのは結構ヒドい。

「率直に伺います。貴方は世界を司つかさどる女神の加護と使命を帯びて、荒野に降り立ったのではないですかな？」

　キラーンとエルドさんの目が光った。だが、これには物申すぞ！

「あ、あんな女神に加護なんぞもらうかあ！　あいつのせいで世界の果てに落とされたのは本当だけどな！　酷い目にしか遭ってないんだよ！」

「な……」

「あのクソ女神『世界の隅っこで魔物と過ごしてらっしゃい』とか言って、僕を荒野に放り出しやがって!!」

　ああ、思い出したらまた腹が立ってきた！

「で、では使命はないと？」

「ああ、ないね！　一切ないね！　僕は被害者なんだよ!?　まあ、魔物や魔族の類たぐいと話せるようにしてくれたことは、少し感謝してるけども」

　ちょっと語尾が尻すぼみになってしまった。

「我々と話せるのは女神の加護なのですか？」

「これは理解、だってさ。加護を与えるなど汚らわしいとまで言われたよ！」

　まったく、思い出したくもない話だ。

　僕の愚痴を聞いて、何やら考え込むエルドさん。

「で、ではマコト様は、どの勢力にも付かぬ立場のヒューマンなのですかな？」

「もちろん。あと、そのヒューマンって言うの止めてくれないかな。僕は人間って呼ばれたほうがしっくりくるんだけど」

「人間……ですか。旧ふるき時代の住人の名前ですな。ヒューマン種の祖とも言われる」

「そうらしいね。でも僕のことは人間って呼んで下さい」

「……わかりました。しかし、女神の命を受けていないと聞いて、安心いたしました。我らは女神とは意を異ことにするもの。敵対まではしていませんがな。同様にヒューマンとも魔族とも友ゆう誼ぎ関係はなく、仲間と呼べるものはおりません」

「そうですか……独立してるんですね」

「ですが貴方は面白い。蜃気楼都市という構想、我らとの会話能力、そしてその規格外の魔力……貴方にならついていくのも面白い」

「あはは、そんな大したものでもありませんけど」

「ふふふ、では長々と失礼しました。後ほど、ご挨拶代わりの品をお持ちします」

　長老が下がっていく。

「次は私だな」

　巴だ。相変わらず機嫌が良さそう。

　蒼い鱗のリザードマンたちが一斉に起立する。訓練された軍隊を思わせるきびきびとした動作。

「若！　後ろにいるのが私の眷属であるミスティオリザードマンだ。水と風、二つの属性を併せ持つ、非常に珍しく強力な種族でな。特徴はなんといっても美しい蒼そう鱗りんじゃ」

「お前に眷属がいたことを初めて知ったよ」

「勝手に信仰しているのも含めると結構おりますぞ？　曖昧に神と呼ぶのを含めるとさらにドンじゃ。しかし、彼らは我と強く関係を持つまさに眷族たる存在。単体でも亜竜程度なら相手にできる」

「そりゃあまたすごいな。しかもこの雰囲気、集団戦闘が得意なんだろ？　もはや兵器レベルじゃないのか彼らは」

「それは言いえて妙。よくその本質を見抜いたものです。何はともあれ彼ら百八人、今日より移住します。我ともどもよろしく頼みますぞ」

　巴が軽く頭を下げる。彼らも統率された動きで礼をした。

　彼らは巴には勿体ない気が……単体でも亜竜を相手にできる戦士が軍隊として機能するとか、運用しだいでは凄いことになるな。亜竜を見たことはないけど強いんだろうし。

　戦士と言っても、彼らは騎士に近い印象を受ける。王様直属の精鋭部隊、という感じ。

　今度は澪が話し始める。

「若様、後ろに控えているのが私の眷属、アルケーでございます。彼らも、私同様飢えから逃れられぬ者でしたが、このたび若様の精を受けて正気に戻りましたので、ここに連れて参りました」

　アルケー？　知らないな。やはり澪の種族は、僕のいた世界とは全く接点のない存在なのか。

　って、引っかかったのはそこじゃない！

　精って……精ってなんだよ！

　血や魔力のことだろうけど、精って言い方は何か嫌！

　というか、どうやって分け与えたんだ？

「ど、どうやってそんな見えないモノを分け与えたんでしょう？」

　つい敬語で話してしまった。や、やっぱり何かグチョグチョなことになってるんだろうか。

「それはもう、こうしてですわ！」

　澪は一番近くにいたアルケーを招くと、その肩口辺りに貫ぬき手てを食らわせた。しっかり貫通している。

「おい!!」

　思わず声が出た。

「……♪」

　だが、貫かれたアルケーさんは気持ち良さそうにしています。

　い、いやだーー！

　こいつらも全部同類か!?　プチ澪が増えただけなのかよ！　あ、また頭痛が……。

　よく見ると、貫手を食らわせている澪から眷属に何か流れ込んでいる。これが分け与えるってことか。まあバイオレンスなこと。

「あ～もうわかりました、いやわかった。もういいぞ澪」

「はい。お粗末でした」

　手を抜き取る。血も出ずに傷跡が塞ふさがった。う……不思議仕様も持ってるのかよ。こいつらも、僕からすれば十分チートだな。

「アルケー、ト、イイマス。ナマエハ、ナイデス。ヨロシク、オネガ、イイタシマス」

　喋るのは得意じゃないみたい。それでもゆっくりと確実に話してくれる。誠実な人たち……なのだろうか。

　彼らは個人で生活していて、周囲に話す者もいないのだろう。だから名前も言葉も必要なかったんだな。

　そして、澪と同様飢えている。いや、飢えていた、か。

「『今後とも』が抜けたわね？　食われたいの？　あん？」

　どこのヤクザだよお前は！

「澪、そこは良いから！　……ゆっくりで良いからここに慣れていってね」

　澪がしぶしぶ退くと、安心したのかアルケーたちも頷いてくれた。

「私もアルケーたちも体内で希き少しょうな物質を作れます。また古の錬金術の知識もございますので、存分にお役立て下さい。では、不ふ肖しょうの眷属ではありますが、よろしくお願いします、若様」

　鍛冶はドワーフ、錬金はアルケー、戦闘はミスティオリザードマン、そして基本作業は頑強なハイランドオークとミスティオリザードマン。

　ふむ、格好はそこそこついてきたかも。人間成分がかなり不足しているけど。

　これで自己紹介は終わった。ともかく、これでもう街に行けるわけだ。もうまもなく、念願のヒューマンの街に着くんだよ。

　……やっと人に会える！

「うん。それじゃ皆、これからよろしくね。詳しいことは、それぞれ上の者に聞いてくれ。巴、澪。エルドさんに色々教えてあげてくれ。住む場所は自由に決めていいけど、もめないように。僕は街に向かうよ。もう、すぐそこだから僕が一人で行ってくる」

「あ、お一人では危険では？」

「そうです、お供しますわ」

「いや、大丈夫だろう？　ここまでの道のりよりは間違いなく安全だ。それにこの大所帯、誰かが指示しないと収しゅう拾しゅうがつかない。そのまま一泊して明日には戻ってくるよ。じゃ」

　僕はそう言うと、出入り口に向かう。

　巴も澪も納得してくれたようだ。ついてこないのはそういうことなのだろう。

　亜空でゴタゴタが起こるようなら、その時にどうにかする！

　今はとにかく街に行かねば。

　こっちに来て一週間くらい経つのに誰にも会えず、さらには二回も死闘を繰り広げる始末。

　そろそろ、人と会いたいんだよ！




　しばらく歩くと建造物が見えてきた。

　簡素な門。街、いや村と呼ぶのも少々無理があるな。集落がしっくりくる感じだ。

　様子がはっきりとわかるくらいまで近づいた時に、住人と思われる妙みょう齢れいの女性に会いました。すっごい美人さん。

　髪は優しく輝く金色。風でなびく様子は絵画そのもの。こんな過酷な土地なのに、肌は陶とう磁じ器きを思わせるような白。

　凄い。うちの高校の弓道部にも、あれだけ綺麗な人はそんなにいない。

　ちなみに弓道部は、男女共に美しい人が多いと評判でした。

　僕に気が付いたのか、彼女も立ち止まってこちらを見ている。ナニコレ、この人とフラグとかなら本気で期待するけど？

　これって……う、運命？

　かなり都合のいい解釈をしながら彼女に近づいていく。フレンドリーに「すみません」と声をかける。もちろんにっこりと精一杯笑ってね。

　しかし、僕の笑顔に対する彼女の反応はひどいものだった。絶叫に近い悲鳴と撃ち出されるようなロケットスタートによる全力疾走。クラウチングスタートもびっくり。

　断固拒否ってこんなのを言うのだろうか……凄い、傷つく。

　迷うことなく集落へ逃げていくので、僕も後を追いかける。走って追いかけて彼女を刺激しても困るので、ゆっくりと歩いてね。

　そして、門の前へと到着。

　目の前にはずらりと並んだヒューマンの皆さん。エルフっぽい人や獣人、何やらちっこいのまで様々な種族がいる。

　皆、武装しており、あからさまな敵意を感じる。住人を刺激するような真似はしていないと思うのだけど……。

　だが、相手は知性ある人間。蛮ばん族ぞくたちと違い、戦闘ではなく、話し合いという解決の手段があるのだ。

「僕はミスミマコトと言います。この街に入りたいのですが」

「……」

　返事がない。というか敵意が明らかに強くなった。自己紹介でか!?

「……っ！」

「……！」

　ヒューマンたちの間で議論が始まる。

　少し待つべきか。この様子だと、意見がまとまるのにも時間がかかるだろう。

　……議論が終わったみたい。最前列に居並ぶ人々が武器を構え出す。本格的な戦闘モードです。

　って、あれえ!?

　中列以降の弓矢と投とう擲てき具も攻撃態勢に入り、杖を持った人は詠唱を始めている。

　これ、やばい!?

「ちょ、ちょっと！　僕はただ……」

「＃＄％＆＄＆＃＄（）!!」

　嘘だろ？

　立ち止まって耳を澄ます。

　まだ攻撃はない……ないけど！

「％＄＃＆％＄＃!!」

　この場をとりあえず収めようと思い、両手を上げて降こう参さんの意を表してみよう──。

　が、それは彼らには攻撃の意思と取られてしまったようだ。

　一斉に放たれてくる弓矢と魔法。

　自分の周囲、少し広めに守りの界を展開する。色とりどりの魔法も弓も、全てが界に弾かれていく。

　剣や槍を持って突進してきた者達が、その光景を見て立ち止まった。

　とりあえず様子見しているようだが、住人たちは今にも死も辞さない覚悟で攻撃してきそうだ。ここは僕が一旦退かないと、取り返しのつかないことになるかもしれない。

　僕は反転して全速力で走る。そりゃあもう馬でも追いつけないスピードで、土煙をごうごうと巻き上げて亜空へと戻った。

「ちっくしょおおおおお！　人の言葉がわからないなんてありかああああ!!」

　肝心の。

　絶対に大丈夫なはずの言葉がわからなかったのである。

　──明日はどっちですか!!




　さて困りましたよっと。

















　言葉が通じない。

　日本語と同じように話していても、これまでは何の問題もなかったのに……オークやドワーフ、蜘蛛だってＯＫだったのにさ。

　……いや、違うか。

　人間である僕が、人間と話せないとか予想外すぎるわ！

　ありえません。はい。

　悪い予感しかしなかったけど、巴たちに頼んでヒューマンの『共通語』ってやつを話してみてもらった。

　わお、わかりません。地味にあいつらが話せたことに少し傷ついた。特に澪、お前がどうして話せるんだ。空腹以外の記憶はないんじゃなかったのかよ！　実は天才なのか!?

　共通語は、この世界のヒューマンがほぼ例外なく扱える意思疎通のための言葉。どの国のヒューマンもこの言語で統一されているらしい。ならヒューマン語じゃないのか、と尋ねたら、この世界では圧倒的にヒューマンが繁栄しているから、他の種族も必要に迫られて習得していることが多く、結果、共通語という名前に相応しい普及具合になっているのだそうだ。しかし、僕には言葉というか、ただの音にしか聞こえない。ここまで普通に話が通じていただけにショックが大きい。

　現実を受け止められてない僕は、こいつらがからかっているんじゃないかと思い、ある実験をしてみることにした。

　今、亜空に住まわせている住人たちから、種族の代表を出してもらい、一堂に集めて何気なく会話をさせてみると、全ての種族の言葉を理解して話しているのは僕だけだった。

　各種族たちは、僕や巴、澪とは会話ができるものの、他種族間でのやり取りは曖昧な理解か、もしくはわかっていなかった。

　比較的優秀だったのはオークたち。彼らは各種族となんとかコミュニケーションが取れていたので、これからの都市運営では大きな戦力になりそう。

　とにかく、だ。

　僕は早急に共通語を、少なくとも読み聞きできるレベルにならないといけない。

　巴と澪が共通語を話せるのは大いに助かった。

　くっそーー、絶対覚えてやるからな!!








　　　４






　絶対覚える……か。

　そんな風に考えていた時期もありました。

　え、言い出したのはそんなに昔のことじゃないって？

　いやいや、極限に集中した状態でお勉強してると、時間の感覚なんてなくなるもんですよ。

　……少々誇張したことは認める。

　はあ、それにしてもこの共通語の発音ってのはどうなってんだ？

　聞き取るほうはまだなんとかなる。

　といっても、わからないなりに何とか言葉の音を覚えて、頭の中で組み合わせて意味を探る感じ。ギリギリだけど、このやり方で頑張っている。

　やばい。これは本格的にやばいぞ。

　相手の細かい感情の機き微びとか、こんな調子でわかるのかな、僕。……いや、無理な気がする。

　表情を読み取れれば、上手くいく可能性は残っていると思いたい。

　そしてもっとひどいのが発音。

　これが壊かい滅めつ的だ。何回やってみても、巴と澪は首を横に振るばかり。

　僕自身は、二人に言われた発音を忠実に繰り返しているつもりなのだけど……。

　その「あ」じゃありませんとか言われても、じゃあ、どの「あ」ですかと押し問答になるんだよ。

　聞こえた音をその通りに発音しているつもりなんだけど……とにかく、今の僕には共通語の発音は不可能らしい。

　すぐにどうこうは無理だな。いや、じっくりやっても駄目かも。わからん。とにかくさっぱりわからん。

　僕なりに必死に頑張った結論でした。びっくりするよね、結構頑張ったんだよ？

　習得を断念するつもりはないけど、しばらく自分で話すのは諦めるしかない。

　ただ、文字に関しては問題ないんだよね。音は関係ないから、ただの外国語だと思えば大丈夫。

　そうして一ヶ月の努力が実り、文字の和訳や簡単な筆記はとりあえずできるようになった。

　おかげで、魔法でマンガのようなフキダシを描いて喋るという荒あら業わざも可能になり、辛うじてコミュニケーションも取れる。

　端的に言えば筆談。空中に文字を書いてしまえるから紙はいらない。

　これで感情面の理解を、巴なり澪なりにフォローしてもらえれば何とかいけそうだ。まさか、あの女神がくれた理解ってやつが、ヒューマンと話すのを邪魔しているんじゃないだろうな……人外と話せる代償に人と話せないとか、本気で勘弁してくれよ。

　そして、問題となったのは言葉の壁だけじゃない。

　どうして第一村人に逃げられ、村ぐるみの武力行使に遭ったのだろう。あの態度は、単に言葉が通じなかっただけとは思えない。

　厳重な警戒態勢を取らなければいけない事態が起きていたのか、それとも僕が、あの集落の住人たちに嫌われている誰かと酷似していたか……。

　調査した結果、答えはそのどちらでもなく、あそこは通常の警戒態勢で、僕に似た凶悪な人物に恨みを持っていたわけでもなかった。

　……信じられないし、認めたくもないけど、原因は僕自身……言葉が通じない以上にショッキングな出来事だよ。

　なんでも僕、もの凄い量の魔力を垂れ流しにして歩いていたみたいです。それも、普通の人でも感知できるほどタダモノではない量。具体的には、僕の周囲数十メートルくらいの景色が歪ゆがんで見える感じだそうだ。

　亜空の皆さんも、僕の放つ膨大な魔力には当然気付いていたらしい。

　しかし、自分達と意思疎通ができて、尚なお且かつ空間を操る竜を下僕にし、更にその見た目はヒューマン。おまけに本人も魔力の漏ろう洩えいを気にした様子もない。

　まさか強大な魔力を無意識で垂れ流しているとは誰も思わず、自分たちが突っ込むところではないと考えていたようだ。

　……お願い、気にして？

　そんで突っ込んで？

　最近、オークの中でも特に社交的で、亜空での中心人物になりつつあるエマさんによると「出会った時には魔力は感じませんでした」とのこと。中に閉じ込めていた感じなのかな。

　身清めの洞窟で魔術を体得したあたりから、魔力が漏れ出すというか蓋ふたが開いたように溢れ出ていくのがわかったとのこと。

　僕の魔力は、絶賛垂れ流し状態になっているそうです。しかも日に日にその量が増しているらしい。

　……お願い、早く言って？

　魔力、出てますよって一言ください。

　いっそ、垂れ流しだとぶっ倒れるとかのほうが身に染みて理解できたのに……。

　まるで大河の源流となる泉の如く……と従者二名は僕の魔力をかっこよく例えてくれた。

「実際、あの人らに僕はどう映ってたわけ？」

「そうですなあ、まあ一言で言うと……」

「おお、わかりやすく頼むよ」

　巴が少し思案して答える。

「いきなり魔王が何人か現れたくらいじゃないかの？」

「……」

　思考が凍結する。

　……ああ、そう、っすか。

　そっか。これで納得したわ。

　恐ろしい量の魔力を垂れ流しながら、逃げる女性を追いかけるようにニコニコ門に近付いて来る。そりゃあ、ホラーの領域だよね。

　うむ、あの仕打ちも仕方ないかもしれない。

　大きく深呼吸をひとつ。

　っどーーーーーーーすんですかコレ!?

　しかし、負けん！

　何のこれしき、乗り越えてやろうじゃないか。深澄家の長男、簡単には折れん！

　ドワーフの皆様に協力してもらって、魔力のダダ漏れを防ぐアイテムとか作ってもらえないかなぁ。

　とにかく、ヒューマンに会う時は魔力を隠さないとダメだ。

　顔を見られちゃったけど、そんなものは仮面でもつけちゃえば問題ないだろ！

　腕の良い鍛冶職人であるドワーフ様に一肌脱いでもらって、顔の上半分を隠すお洒落な逸いっ品ぴんを作ってもらおう！

　服装も替えたほうがいいな。エマさんにお願いして、何種類か服を見せてもらって、着られそうな物を選ばせてもらおう。とにかく、僕だとわからないように最大限の努力をしなければならない。共通語が話せる巴と澪も連れていったほうがいいな。僕だけだとボロが出ちゃいそうだし。

　とりあえず、ドワーフのみんなに装備品を作ってもらわねば。街へ行くのはそれからだ。




　数日経って、ドワーフから指ゆび環わと仮面が完成したとの報告が入り、いよいよ旅の準備が整った。

　指環はドワーフの皆様渾こん身しんの一品、その名も「ドラウプニル」です！

　魔力を吸収し、高濃度に圧縮する指環を製作していただきました！　ちなみに着けると魔力を吸われ、規定値に至るまで外れないという「呪いの指環」になっております！

　この仕様じゃないと、僕の場合、魔力を隠せないんだとか。抑制は自力でもできるんだけど、そんなものの効果はたかが知れていて、結局溢れ出てしまうらしい。

　この指環、魔力を蓄積するにつれて徐々に変色し、限界まで魔力を吸収すると真っ赤になる仕様になってます。ちなみに最初は白です。希望したわけじゃなく、素材の都合でこのような変化をするそうだ。

　巴に同行を頼むと、二つ返事でＯＫしてくれた。

「三人と言いますと、やはり黄門様ですか！　若はご隠居として……私は格かくさんがいいですな！　澪は助すけさんか八はち兵べ衛えでいいでしょう！」

　剣と魔法の異世界でどうして時代劇ごっこをしなければならないんだ……。

「なあ、巴よ、この世界で水戸のご老公はないんじゃないかね？」

　ここはどう見ても中世ヨーロッパ的ファンタジーですよ！

「む、確かにサブキャラも揃ってませんでしたな」

　いやいや、時代劇そのものをやめろって言ってんだよ!!

「いや、お前さ、どうしてこう設定を時代劇から持ってくるのさ？」

「これはまたおかしなことを。せっかく刀を打ってもらったのですし、使ってみたいからに決まっているではないですか」

　それはお前の都合だろ！

　巴は「抜けば玉散る氷の刃！　ええい寄るな！　寄らば斬る！」と言ってドワーフが打った刀を振っている。興きょうが乗ってきたんでしょうか。でもそれは黄門様ではありません。

　澪も今回の旅には乗り気だった。

「行く先々の名物名品を食べ歩く、ああ何て甘美な。当然メインは若様で、遺跡はデザートかしら」

　名物はともかく、僕も遺跡も食べ物じゃないし。いくら食いしん坊でも、人と無機物は食べないよ？

　っていうかメインディッシュなんだ、僕。うああああ、へこむ！　へこむよう！

「やはりこれからは量よりも質。若様の血、魔力、そして……ウフフフフフ」

　……頭痛い。ウフフフ、の中身とか本気で考えたくない。

　これから僕は、この二人を連れて旅をするのか。言葉の壁以上のハンデを背負った気がしないでもないけど、頑張れ、僕。負けるな、きっと、明るい未来がどこかにあるから。

　各種族の代表には、僕らが亜空を留守にしても大丈夫なように当面の指示を与えた。

　これでやっと旅に出しゅっ立たつできる。

　相談の結果、怪しさ満点の格好をした僕の設定は、各地を回って修業をしている豪商の息子ってことになりました。用心棒兼従者として二人のお供を連れて旅をしており、珍しい品を扱うのがウリ。珍しい品とは亜空に住まう人たちの生産品や自生している果物のことだ。幼少期に患わずらった病が原因で声を失い、かつ呪いの仮面と指ゆび環わをつけてしまって各種不自由という超やっつけ設定。

　どんだけ不幸のオンパレードですかね。各種不自由とは一体何なのかと。

　こうして、若様と呼ばれる僕の、世界を巡る世直し珍道中がはじまった。




　あまり不審に思われないよう、極力顔を動かすことなく目の動きだけで集落内部の様子を観察する。以前、住人達に追い返された時は外観しか見ていなかったので、集落っぽいと感じたんだけど、実際は昔ＴＶで見たことがある難民キャンプに毛が生えたような雰囲気。ヒューマンの街、とも言い難い。

　ここは、荒野におけるヒューマンたちの拠点。基地と言えるほど設備が整っているわけではないが、ベースと呼ばれているらしい。テントが多いが、区画によっては木造のきちんとした建物（と言ってもログハウス程度）が並んでいる。

　住居や店舗とはかなり様子が違う、精緻な石造りの建物も点在している。そこには物々しい警備が敷かれ、大事な物がありますと言わんばかりの厳戒ぶりだった。集めた貴重品を保管しておく場所、かな。

　先ほど会った門番の話では、ここにいる者は主に修業や資源探索を目的にしているとのこと。

　力と、金。シンプルだ。そういった連中の集まる、ヒューマンにとって最奥部のベース。修業はともかく資源目的の連中は、人道的とは言い難い考え方の下で動いているかもしれない。これが僕の邪推で済めば良いんだけど……。

　僕からすると初めてのヒューマンの居住地なわけだけど、そのほか全ての住人から見ればここは、この先ずっと荒野が続く「最後の」街なわけだ。広場で子供が平和にはしゃいでいる、なんて微笑ましい風景を期待するほうが間違いか……。

　僕らは正面から普通に内部へと入ることができました。

　先日の僕と同一人物だとは思われなかったようだ。指ゆび環わと仮面に感謝だな。

　即席ではあるが、適当に荷物を積んだ馬車も用意してある。品物の物珍しさもあって、怪しまれるどころかむしろ歓迎された。

　門番らしき男は、果物に興味津々だった。亜空で手っ取り早く採取できた果物を箱詰めしただけなので、あまり注目されるのも申し訳ないんだけどね。

　周囲は荒地だし、こういうものは喜ばれるのだろうか。そういえば、荒野では果物が生なっていた木とか見かけなかったもんなぁ。貴重品扱いだったりするのかも。

　亜空へと移住してきたエルダードワーフの中に、ヒューマンの街で生活していたことのある者がいたので、品物の相場を教えてもらっているが、こんな特殊な場所ではあくまで参考にしかならない。情報自体もかなり昔のものだし、予備知識程度に考えておくべきだと思っている。

　商人で通すつもりではあるが、冒険者の登録もしたい。冒険者ギルド、なんてファンタジーな存在があるのもドワーフに教えてもらったしね。

　場所柄、ここは高レベルの冒険者の修業場にもなっている。ギルドへ「登録」しに訪れるだけでも珍しいはずなのに、さらにレベル１とくれば、ここでは異端の存在だろう。僕については、後学のために登録だけしておく、ってことで、ギルドの人に説明するつもりだ。

　レベル１、なんてのは僕特有のバグらしい。事実、巴と澪はハイランドオークの持っていた判別紙で、高レベルであることが判明している。二人がここのギルドで登録をしても僕ほど怪しまれることはないと思う。

　ちなみにこの世界、レベルには上限がないとのこと。僕がやったゲームの知識から、99で最高値なのかと尋ねてみたら、数百までは確認されているはずだと言われた。そんな世界でレベル１の僕って一体……。

　アバウトではあるが、巴と澪のレベルについては少なくとも三桁には確実に届いているらしい。そしてその数値は、ヒューマンの中ではそこそこ、とのこと……ドワーフから聞いた三十年以上前の情報だけどね。しかし、見た目こそ人ではあるものの、二人は竜と蜘蛛の化け物だ。ヒューマン基準で考えてはいけない。

「お前ら、ぶち抜きの高レベルで周りが全員引くとかは勘弁してくれよ？」

　そこが問題なのだ。１００オーバーはわかったとして、さらに詳しく測定された時にとんでもないことになるのは非常に困る。周囲に対して威い嚇かくにはなるだろうけど、同時に注目されてしまいそう……今の状況ではデメリットのほうが大きいよね。

「うむ～、しかしこればかりは我らではわかりませんからな。大体、レベルがいくつかなど、ヒューマンやら魔族が気にするモノであって私達には興味もないものでして……」

　巴が興味なさげに答える。確かにそんなこと気にしそうにないよな。だって伝説の竜だし。

「ですわね。でもそういえば昔、レベルが２５０だか３００だかのヒューマンのパーティーが、私の子供の一人を倒したことがありましたわ。かなりの激戦で、ヒューマンも何人か死んだと聞きました」

　眷属であるアルケーからの報告を思い出したのか、澪が参考になるのかならないのか判断しにくい微妙な例を出してくれた。澪にも断片的な記憶はあるみたいだ。

　マジかよ。ここのギルドの平均的なレベルによっちゃあ登録しないほうがいいかもしれない。澪の眷属が、レベル３００のヒューマンを複数相手に善戦できるとなると、二人はもっと上だと思ったほうが良さそうだ。

　まずは一ヶ月ほど滞在し、物の相場や商売の基礎を覚えて、できれば冒険者としての振る舞いを勉強しようと思っているので、変な噂が広まるのは望ましくない……ふむ、どうしたものか。




　……それにしてもこの場所、なんか変だ。

　最果ての集落だから、色んな種族がいるのは納得できる。

　けど、ヒューマンと戦争をしているはずの魔族まで、共存しているっぽい。

　もしかしたら、ここが僻へき地ちであるためか？

　いがみ合っている場合ではないのかもしれない。呉ご越えつ同どう舟しゅうって言葉もあるし。

　きちんとした店舗より、露店形式で商品を並べている店が多いのも、このベースの建物の数と資源の状況を考えれば納得だ。未踏の地に挑む最前線だもんな。

　だがしかし──。

　なぜここには美形しかいないのか。

「なあ、巴、澪」

「む、どうされました、若？」

「なんでございましょう、若様？」

　両脇を歩く二人が顔を向けてくる。こいつらもかなりの美人だよな……あの化け物が契約でここまで綺麗になるのだから、この世界は美の基準がものすごく高いのかもしれない。

「どうしてこのベースにはこんな美男美女が揃ってるの？　ここは美しい者しか住めないとか、そんな理不尽な決まりでもあるの？」

　そうなのだ。

　老若男女関係なく、ヒューマンから魔族まで──。

　みーんなかっこよくて綺麗なんだよ！　ありえない!!

　自虐するわけでもないけど、両脇にヒューマンとオークを並べたら、僕は間違いなくオーク寄りだろう。

　……あれ、おかしいな……目から汗が……。

　しかし巴も澪も、それを特に気にしている様子がないんだよなぁ。

「そうですかな？　注目するほどの美人がいるとは思いませんが？」

　巴、お前はどこを見ている。今、お前の横を通ったエルフっぽい女性、どこの彫刻だ、ってくらいに美しいぞ。型を取って置き物にしたらいい商売になりそうなくらい！

「ええ、そこまで容姿の美しい者は辺りにはいないですけれど？」

　澪、その真面目に美人を探す目は本気か？

　見渡す限りどこのショーに出るモデルさんですか、ってくらいの美形ばかりじゃないか！

「……本気で言ってる、のか？」

　二人は僕の言葉に首肯する。それもかなり不思議そうに。

　……もしかしてこの世界、さっきのレベルの外見で普通、なの？

　……な、何それ、すっげえ僕に優しくないよ!?

　ん？　待てよ？

　今、何かとても重大な事実に気付いてしまったかもしれない。

　……落ち着け、僕。

　僕の両親はこっちの世界出身だ。

　実際、格好良いし可愛い二人だ。こっちの世界では並だったのだろうけど。

　そして僕には姉と妹がいる。贔ひい屓き目なしに美人姉妹だ。

　ぢゃ、ぢゃあ僕って？

　両親がヒューマンでその子どもってことは、僕は人間でなくて……あれ、ヒューマン？

　とすると、僕だけ取り替え子チェンジリング的な容姿レベルなのは何事？　実はドワーフやトロールの子どもだったりするの？

　まさか、母さんが浮気でもしたのか？

　それとも僕だけ橋の下で拾われたのか？

　……いや、どっちも考えられない。あの女神でさえ血の繋がりは認めている。

「若、難しい顔をされてどうなさいました？」

「もしかしてどこかお加減が？　でしたら建物の中にでも入りましょうか？」

　二人に気を遣わせてしまったようだ……やめやめ。このことは深く考えないことにしよう。

「いや、何でもない。それよりも──」

　そうだ。何ひとつ知らないこの世界について勉強するのが先だよね。

「露店の商品の値段や品揃えをそれとなくチェックしておいてくれ。価格が適正かどうかや、何が売れそうかとか、後で二人の意見を聞かせてくれ」

「むむ、面倒ですな」

「わかりましたわ」

　二人の性格がよく表れた反応だ。

「んじゃ、とりあえず冒険者ギルド……で名前は合っているよな？　巴、場所を確認してくれるか」

「御ぎょ意い」

　巴はそう言うと、中年の男性に声をかけて道を尋ねる。こうやって巴や澪を通してヒューマンたちとコミュニケーションを図るのが、今の僕にとって一番無難な選択だ。

　共通語を習得していないので、僕は二人以外とは筆談になる。巴や澪に対し気を遣って小声でぼそぼそと話していると、風貌もあいまって道行く人に怪しまれるが、大声で人外の言葉を使うよりかはマシだろう。

　……悔しくなんてないやい。

　男性から話を聞き終えた巴が戻ってきた。

「若、その角を右に曲がって、正面突き当たりが冒険者ギルドだそうです」

　無難にこなしてくれたようで何より。

　さて、では行きますかね。





　　　　◇◆　深澄真の日記・初めての街より　◆◇






　元の世界。

　それはもう戻ることのできない場所。

　でも僕は、この新たな世界で出会った様々な物事を、元の世界の常識で考えてしまう。

　それが無意味だということはわかっている。戻れない世界の価値観など、もはや必要ないのだから。

　僕と同じ人間であろうヒューマン種。美男美女ばかりで、一流の俳優ばかりをキャスティングした映画、もしくは最新の技術を駆使した超美麗なＣＧ映像を見ているような感じ。

　僕がベースの外で見た超絶美女も、いたって普通の部類なのだろう。

　僕が女神に、ブサイクとか言われたのにも納得だ。

　そんな美人達が、その外見を誇るでもなく、必死に生活をしている。それが、僕の目には不思議に映った。

　すぐにスカウトされて芸能人にでもなりそうな連中が、細い路地裏で生気を失った表情をして膝を抱えて座り込んでいるのも見た。

　僕は、この光景に慣れていくことができるのだろうか。

　美形の定義は人によって違うけれど、僕には不思議でしょうがない。僕がいた世界は、美人というだけで、ある程度のアドバンテージを持てたのだから。

　まったく。

　この世界は何もかもが不思議だ。





　　　　◇◆◇◆◇






「は？　えっと、登録、ですか？」

　あからさまに「何を言ってるんだこいつは」って目をしているギルドの受付のお姉さん。

　やっぱりな。わざわざこの集落のギルドで登録するルーキーはいませんよね。そりゃわかってますよ。

「ええ。とは言っても、こちらの方は後学のために。メインは我々二人です」

　澪がすかさず付け足す。

「はあ。しかし、そちらの方、随分と怪しい格好ですけど……」

　受付のお姉さんは、怪け訝げんそうにジロジロ見てきたり、面と向かって怪しいって言ってきたりしてきたけど……。

　マジで可愛いっす。週刊誌のグラビアとかに出てきても不思議じゃないな。それだけにさっきの言葉には余計傷つくんだけどさ！

　ま～左手にピンクと白の指ゆび環わをひとつずつ嵌はめ、体に対して大き目サイズのグレーのローブを纏い、顔の上半分を覆い隠す仮面をつけた男。

　……そりゃあ怪しいよね。しかも本人は喋らないし。

「こちらの方は、とある商会の跡継ぎなのですが、幼少の頃に重い病を患わずらいまして、声を上手く出せないのです。しかも、旅の途中で事件に巻き込まれ、重度の呪いをかけられまして……」

　呪い、という言葉に女性が汚物を見るような目で僕を見る。突き刺すような視線。なかなかの攻撃力……。

　澪は、受付嬢の僕に対する態度のひとつひとつが不快だったのだろう。顔が引きつっている。

　カタカタという音がするほうを見れば、巴が刀に手を掛けて震えてる。

　というか、この設定はお前らが考えたんだろうが!!

　慌てて僕は巴の手を掴んで睨にらむ。彼女は渋々頷いて刀から手を放す。

「呪いを封じ込めるために、止むなくこの仮面と指環をつけております。ですが主人は魔力に秀でております故、会話でしたら──」

　澪はこちらに目配せをする。

　僕は、自分の顔の少し横に、マンガのフキダシのようなものを作り出し、共通語で［こんにちは］と書き出す。

　女性は驚いた様子だったが、納得してくれたようだ。筆談で何とかなりそう。まずは一安心。

「このように問題ありませんのでどうかご容赦を。私ども二人は腕に自信がありますが、元々主人に仕える身ですのでギルドに登録などはしてきませんでした。しかし、今後のためにやはり登録はしておこうと思いまして」

　巴も澪の言葉に軽く頷いてみせる。

「他に何か問題はありまして？」

　穏やかな口調だが威圧のこもった澪の声。さっきは巴に道を聞いてもらったから、今度は澪に説明役をやってもらおうと思ったんだけど、これからどっちに任せるか迷うな。もう少し様子を見よう。

「あ、いえ！　そういう事情でしたら問題はございません。ここは知っての通り、それなりの実力者ばかりが集まる場所ですので、登録などをされる方はこれまでに一人もいなかったのです。その……失礼しました」

　お姉さん、怯えさせてすみません、ホント。

「では、登録のために先にレベルだけ判別させていただきますね。準備がありますので、その間にギルドの説明をさせていただきます」

　ありがたい。僕は肯定の意を澪に伝える。

「お願いしますわ」

「はい。当ギルドは、皆様がご想像なさるように冒険者の方々に様々な仕事を斡あっ旋せんしております。仕事はＥ～ＳＳＳ、そして特殊と、難易度によってランク分けがされております。冒険者のランクと同じランクの仕事までを請うけることができます」

　ランク、ね。なるほど、そうやって仕事を実力に合わせて斡旋するわけか。

「冒険者のランクですが、最初はどの方もＥランクから始めていただきます。ギルドに対しての仕事の成功率とレベルによって昇格していきます」

「あら、高レベルでも最初は最低ランクの仕事から選ばないといけないんですの？」

　澪、その自信はどこからくるかね。大人しく聞いておけば良いものを……。

　実力があっても、冒険者に対する信用ってのはギルドが判断するんだからそりゃあ仕方あるまい。

「そ、そうです。どんなにレベルが高い方でも、最初はＥランクの仕事をこなしてもらいます。簡単な仕事になるでしょうから、ランクが上がるのは通常よりかなり早いと思います」

「ふん、面倒なものじゃな」

　巴、お前もまたそういう……。

　窘たしなめるように二人を見ると、彼女たちは揃って頭を下げる。

「……各ランクはマイナス、無印、プラスとさらに難易度が分かれております。例えばＥプラスの仕事を三回こなしていただければランクがひとつ上がります。無印なら五回、マイナスなら十回です」

　幸い係の女性はさほど気にした様子もなく説明を続けてくれた。周囲を見た感じ、荒っぽい印象のごろつきみたいな冒険者もちらほらいるから、不ふ遜そんな態度は気にならないのかもしれない。

　基本的に、巴と澪には各ランクのプラスに位置する依頼をやらせていけば良さそうだ。

「あと、例外として特殊ランクという分類があるのですが、こちらには二つのケースがございます。ひとつはどのランクの方でも請けていただくことができますが、明らかにレベルが低く、実力が見合わないと判断される場合などは受注をお断りさせていただくこともございます。こちらの仕事には、普段は当ギルドがサポートする保険各種が、いかなる場合でも適用されません。全て自己責任でお願いしております。このケースは、各ランクに割り振られた依頼の中で、失敗が続いてしまったものが移行されて発生することが多いです。無事解決していただいた場合には、Ｓランク未満の冒険者の方であれば、ギルドからの感謝の意を込めまして無条件でランクをひとつ上げさせていただきます。Ｓランク以上の方についてもギルドへの貢献度を大幅に加点させていただきます」

　へえ、それはまたハイリスクハイリターンな依頼だな。けど、僕らにとってはありがたいかもしれない。巴と澪にはこの特殊ランクを積極的にこなしてもらおう。

「もうひとつのケースは、依頼者が特定の冒険者やパーティーを指名して依頼をする場合です。こうした案件は、依頼者との交渉によって、相場を無視した多額の報酬を受け取ることが可能です。ただし、例外を除いて基本的にはギルドランクに変動はありません」

　……なるほど。指名される場合もあるのか。

「あとは、ギルドに入ることで支援組織の援助を受けることが可能になり、主要な施設を割安で利用できるようになります」

　お～！　それは良い！

　冒険者ギルドって、性タ質チの悪い派遣労働者斡あっ旋せん組織みたいなものかと疑ってたけど、結構マトモなのかもしれないな。

「ですが、そちらの──」

　ありゃ、僕？

「そちらの方の場合、既に商人ギルドに登録されておられるかと思いますので、そちらの規約が優先されます。二重に影響する項目がある場合は、商人ギルドの規約に従っていただくことになりますのでご了承ください」

　なるほど。ってか商人には商人のギルドがあるのね。ファンタジー＝剣と魔法だったから商人のことなど頭になかったよ。商会の跡継ぎ設定とか忘れちゃってた。

「冒険者の特権を利用して買占めなどを起こさないようになど、商人の立場を守り不要な摩ま擦さつを避けるためにこのようになっておりますので、ご理解ください」

　ふむ、これで一通り説明は終わりか。やり慣れてないって言っていた割にはちゃんと説明してくれたな。有難いことだ。

　机をコンコンと指で叩いて彼女の注意を引き付けてから、文字をフキダシに書き出す。

［二つ質問があります。ここの高名な冒険者の情報はどこで知ることができますか？　あと、リズーの討とう伐ばつを仕事として依頼する場合、ランクはどれくらいになりますか？］

　彼女はフキダシの文字を目で追っている。内容も理解してくれているみたい。良かった。

　質問を読み終えると、僕のほうへ視線を戻して説明を始める。

「まず、このギルドでの高ランク冒険者の情報ですが、ランクとレベルだけでしたらそちらに貼り出してあります。こちらは随時更新していまして、誤りや遅れは基本的にございません。それからリズーの討伐ですが、巣の駆除、群れの討伐、素材の回収など様々なケースがございますが、どの場合のランクでしょうか？」

　おっと、細かいな。だが、それが依頼としてあるケースなんだな。ふむ。

［素材の回収、群れの討伐のケースでお教えいただきたい］

　僕は続けて質問した。

「素材の回収でしたら皮、牙、瞳が該当します。こちらは基本Ｃプラスになります。群れの討とう伐ばつですとＢになります」

　ただ、と彼女は続ける。

「素材の回収は、ランクの割に苦労が見合わないので、仕事を請ける者はあまりいません。また群れの討伐も、リズーは厄介な魔物なので特殊ランク行きになることが多いですね」

　……飛び蹴り一発だったとは言えないね。

　彼女にお礼を伝えた後、僕は高ランク冒険者のリストを見てくる、と二人に伝えて受付を離れた。

　３００とか４００とかがごろごろしてるレベルならともかく、そうでないなら二人はここでは登録させるべきじゃないかも。

　僕はそう考えてリストの場所に向かった。

　……。

　リストの一番上。

　ランクＳＳ レベル４４４。

　ミルスエース

　エースなんてファミリーネームあるんだな。ミスミも相当変わっているとは思うが、エースね。

　しかも不吉なレベル。死亡フラグが見える。

　ひとつ下はＳランクでレベル２８０。普通の名前。

　一位と二位のレベル差を考えると、エースさんは相当に強いと思われる。それで５００に届かないとなると、巴と澪は……。

　決まり。

　登録は見送り。何か理由をつけてお暇いとましましょう。それが良い。ここの二位レベルが束になってやっと澪の子どもを倒したことを考えると、巴と澪はそれ以上の力を持っているのは間違いないよな。右も左もわからない状況で、無闇に注目を集めるのは御免蒙こうむりたい。

　僕がリストを確認していると、後ろが騒がしくなってきた。

　気になって振り返った僕の目に映ったのは、紙を持った従者二人。

　……お前ら、僕がどうして高ランクのリストを見に行ったか察してないの？

　それ、何か調べる紙に見えるよ？

　なあ？

　普通、序盤で問題を起こすのは、異世界に放り込まれた僕のほうでしょ!?　なのに、なぜ元々この世界の住人である君たちが問題を起こして僕の足を引っ張ってくれちゃうのかねぇ!?

　すぐに二人のところへと戻る。

　二人が持っている折り紙くらいの紙は真っ赤になっており、何やら複雑な模様も浮かび上がっている。

　レベル判別の紙だよ……間違いないよ。

　おそらく元々の色は赤じゃないよね……これが赤く変色したのが問題なんだよう。

　周りの視線が痛い。ひらすらに痛い。

　喋れない設定の僕は大声を出すことができないので、二人を思い切り睨にらむ。

　僕に睨まれた理由を理解した様子の二人。

「あ～その、何やら持った途端にこの紙が真っ赤になってしまいまして」

　あはは、と苦笑する巴。

　それにコクコクと同意する澪。

　二人とも、僕が本気で怒っていることは了解しているようだ。数分前に発揮しろ、その感性！

　いつの間にかお姉さんがもう一人増えてるし。しかも猫耳。獣人なんてのもしっかりいるんだねえ。うむ、ＧＪです！　猫耳お姉さん！

「えっと、これ……レベル４００までを測る判別紙なのですけど……」

　すごく、緊張した様子のお姉さん。いきなりランキングベスト３入りを果たした二人が目の前にいれば無理もない。

　多分二人とも、エースさんをぶち抜いてトップランカー確定だな。

　というかこの状況から登録しません、って言うのはもはや通らないだろうなあ。

　仕方ない、もう開き直って調べてしまおう。

「え、えっと、ではこちらの６２５紙で」

　次の用紙を取り出そうとする猫耳さんを僕は手で制する。

［この二人には、私を庇かばいながら一週間ほどこの荒野を無傷で進める実力があります］

　その程度余裕です的な二人の視線がちょっとムカつく！

［実力で言うのならアルケークラスの魔物ですら打ち倒せるのです。ですからもっと上の用紙を用意してもらいたいのですが］

　どよめく野次馬。

　アルケー!?

　それ、暗黒の化身と言われている蜘蛛の化物だぜ!?

　災害の蜘蛛の眷属だ！

　あの上っていうと９００!?

　おいおい、この姉さんらどこの達人だよ!?

　万が一、１６００紙ってことになったら、精霊にさえ匹敵しかねんぞ!?

　ばかな、紙の不具合だ！

　そうだ、以前のエースの時だって不自然だったじゃないか。急にあんな高レベルになるなんて──。

　色んな声が聞こえる。正直耳を塞ふさぎたい。精霊ってなんだ？　そんなに強いのか？

「ほ、本気ですか？　６２５紙以上はこれまでに使ったことがなくて……ちょっと在庫を見てきます！」

　倉庫へと駆け込んでいく猫耳さん。しばらくして、筒状に巻かれた紙を抱えて戻ってきた。

「若、先ほどから外野が騒がしいのですが……」

　今さら何言ってもしょうがないよ！　もうこのまま突っ切るしかない！

「あの……こちらになります」

　おお、さすがに大きい。両手で持つタイプか。

　ん、端に止めてある金具みたいなのを外したな。

　紙全体に僅かながら魔力が巡っているみたいだ。

［巴、お前からやりなさい］

　文字で指示を出す。

「御ぎょ意い」

　カウンターに置かれた紙を、両手で掴む巴。

　紙の変化と比例するかのように、周囲のどよめきも大きくなっていく。もう三分の一は赤くなっている。あの判別紙全体が赤に染まると、レベル１６００らしい。それをどんどん赤く染めているこの状況に、周りも驚いているわけだ。……全体の八割くらいを赤く染めたところで、計測終了。

　あ、紙から魔力が消えた。もう他の人が触れても大丈夫なんだろうか？

　猫耳さんは特別な手袋を嵌めて、恐る恐るさっき取り外した金具を付け直す。

　彼女は金具を凝ぎょう視ししている。ふーん、あそこにレベルが数値となって表れるのか。多分、この理解で合っていると思う。

　猫耳さんが顔を上げて溜息をひとつ吐く。何かを書き留めると、次に用意したカード状の金属プレートに魔力を込めている。名前やレベルを刻んでいるみたいだな。

　プレートに刻印が済んだようだ。もう一度彼女が判別紙を掴むと──。

　紙が一瞬で炎に包まれて消えた。機密保持のためなのか？

　それとも、使用後の紙に何か危険があるのだろうか？

「これで登録完了です……こ、こちらが巴様の冒険者ギルド登録証になります」

「おお、ミスリルのプレートに私の顔が写されておる。どうでしょう、若」

　巴の言葉に頷く。フキダシを使うまでもないだろう。にしても普通に登場したね、ミスリル。ファンタジー金属も見た目はただの金属なんだなあ。光ったりもしてない。

「巴様のランク及びレベルは──」

　周囲の者たちが固唾かたずを呑んで見守る中、ついにそのレベルが明かされる。

「──Ｅランク、レ、レベル……１３２０です。現在、全冒険者ギルドでの……最高レベルになります」

　ナンバーワンだって!?

「おやおや、他愛ないのう。既に一番とは。次点はどれ程か聞いても良いかな？」

　上機嫌だね。どこまで目立つつもりだよ！

　でも興味はある。トップの冒険者のレベルがどれほどのものか。

「次点は『竜殺し』ソフィアブルガ様です。ランクＳＳＳ……レベル９２０です」

「ほほう、竜殺し、とな？　どんな竜を狩ったのだ、その御仁は」

　目を細めて楽しそうに聞き返す巴。

　そうだった、こいつも竜だった。

「ソフィア様のパーティーは、確か帝国に巣食う上位竜種『ランサー』を討とう伐ばつされたと聞いております」

「ランサー？　ほう、〝御み剣つるぎ〟なぞと驕おごっておるからじゃ。あの阿呆め」

　仮面をつけて、感情が表に出にくくなっているこの姿に感謝だな。

　にしてもカッコいいな、その二つ名。是非、存命中に会ってみたかったなあ。

「次はわたくしの番で良いですわね」

　っと、そうだ。まだ澪がいたんだった。

　何となく想像はつくけど、こいつも四桁はいくだろうな。

　……測定中。

　終了！

　はい九割真っ赤!!

　金属プレートを渡す猫耳さんの手が震えている。

　そりゃあ、目の前に竜殺しできちゃうかもしれない輩が二人もいるとわかればそうもなるだろう。

　顔から汗も噴き出ている。なんか可哀相だ。

「……澪様、Ｅランク、レベル……せ、１５００、です」

　はーい、ゆーあーなんばーわーん。

　これから僕はものすごく目立っちゃうんだろうな。レベル四桁の護衛を二人も連れた新人商人……世界中探しても僕しかいないと思う。

「なんじゃと!?　澪が１５００で、私が１３２０なわけないじゃろ！　おい、お前。もう一回紙を持って来い、測り直す！」

　何くだらない意地張ってんだこいつは……。

　とんとん。

　巴の肩を叩き、説得を試みる。

［お前が寝てる間も澪は戦っていたんだから、この結果は当たり前だ。次、僕の番だ］

　巴があの山でぐうぐう寝てる時も澪は空腹のまま世界中を暴れ回っていたんだから。純粋な経験値は彼女のほうが上でも不思議はないだろう。

　……正しい意味でそれが経験値かと言われると怪しいところだが……。

　まだブツブツと文句を言っている巴の相手は澪に任せることにして、僕はまだ震えが止まらない様子の猫耳さんにレベルの測定をお願いする。

［よろしくお願いします］

　フキダシで伝える。

　猫耳さんは恐る恐る９００紙を差し出してくる。

　思わず苦笑してしまった。

「私には一番小さいので十分です」

　そう言って両手サイズの判別紙を断る。だって、多分必要ないし。

　差し出されたのは、エマさんからもらったのに良く似た、懐かしさを感じる判別紙。

　右手で掴む。

　しばらく変化を待つ。……この紙、特に模様もないし、どうやってレベルを判別するんだろう？

　何て言うか、沈黙が凄く痛い。遠慮なく刺さってくる。

　お、ちょっと色が変化したぞ。ついにレベルアップしたのか？

「ええっと……Ｅランク、レベル１です」

　明らかに気の抜けた声で教えてくれた。

　ええ、ええ、そうでしょうとも。わかってましたとも。

　いいんだ、わかってたもん……。

　レベル四桁の従者を連れたレベル１の少年……こんな不可思議な集団に対する周囲の視線は、もうどうしようもないだろう。名前とレベル、そしてランクはどうやら誰でも見られる公開情報らしいから、今後二人の情報を隠すのは難しそう。

　しかし、レベルよりもランクが高いことのほうがもてはやされるみたいなので、それほどランクを上げなければ二人の名が劇的に広まることはない……かも。

　より細かいステータスの調査はしっかりとお断りした。どんなおかしな数値が飛び出てくるかわかったものじゃないしね。

　個人的には自分の数値を知っておきたかったので、自力で調べる方法を探してみるか。

　さて、露店を眺めながら宿屋を探そう。いくつかギルドと提携した宿があることは猫耳さんに教えてもらったしさ。

　ギルドにいた他の冒険者たちが、巴と澪を避けるようにして端へと移動してくれたおかげで、来た時よりもだいぶ広くなった通路を悠々と歩きながら、僕らは今宵の宿を探しに出たのだった。
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「クズノハ商会、様でございますね。商人ギルドのプレートはお持ちですか？」

［いや、道中で紛失した。再発行は先々の街でするから通常の利用客……いや、冒険者として宿泊したい］

　フキダシにそう書いて、宿のフロント係にレベル１の冒険者プレートを見せる。

「……ライドウ様ですね。かしこまりました」

　そう言いながら、受付の少年はプレートを返してくる。

　巴や澪のものだと、余計なトラブルに巻き込まれそうな気がしたので、今後身分を求められたら、クズノハ商会という即そっ興きょうで考えた名前と、僕のプレートを見せることにした。

　ふふーん、しかし良いね。クズノハ商会の跡継ぎライドウさんですよ、僕は。

　……某ゲームの主人公のように書生姿でもないし、試験管もない。本当にただの命名ですけどね……。

　連れは人型の化物二人だからサマナーでＯＫでしょ。種族的には竜王と……妖獣ってとこですか。

「紛失、でございますか？　それは災難でしたね。ここの商人ギルドはただの出張所ですから、何かとご不自由でしょう」

［危険な場所を通ってきたから、プレートの紛失程度で済んで良かったと思っている。元々、果てに来る予定ではなかったのでな］

　むしろこの世界に来る予定がありませんでした。

「……よくご無事で。何の準備もせずにこのベースに到着できるなんて奇跡ですよ、お客様」

［連れが優秀なもので。部屋を二つ取りたい。空いているか？］

「ええ、もちろんです。ただ、一番高い部屋しか空いておりませんがよろしいですか？」

　ち、そうなるか。だけど他の宿は空室自体がないんだもんな。シーズンの観光地かってくらい人が訪れているみたいだ。

　お一人様何ゴールドですって言われてすぐ泊まれる印象しかなかったなあ……ゲームのやりすぎかも。

［いくらになる？］

「そうですね。冒険者プレートでの宿泊ということですので、馬車のお世話は割高になりますが、宿泊料金は商人で利用されるより少し安くなります。それと……」

　何やら言いにくそうにしている少年。君はどこの乙女ゲームの年下キャラだ。

　もじもじしているのが異様に似合っている。

［なんだ］

「積荷のことなのですが……」

　頷いて、続きを促す。

「冒険者としてのご利用ですので、積荷の保証はできません。申し訳ございませんが、盗難等があった場合、こちらでは責任を負いかねます」

　言いにくい内容だね。確かに。

　というか、冒険者が荷物満載で馬車を預けることはまずなさそうだしなあ。

　対して商人の場合、恐らく馬車には品がたくさんだ。宿側に責任が求められるのも当然か。

　しかもここ、多分治安は良くないしな。安全な難民キャンプなど聞いたことがない。

［構わない。積荷について何があろうとそちらに責任は求めない］

「では三名様馬車お預かりで、一泊金貨六枚になります」

　たっけえええ!!

　宿の相場は、高くてもせいぜい銀貨だということだったんだが、ドワーフのくれた経済知識は相当過去のものだったのか？

　この世界の通貨は、基本金銀銅の貨幣。そして、モリア銀という魔力を帯びた金属を処理した魔銀貨。更に金より上位の価値を持っている、真しん金きんという金属を処理した黄金貨の計五種類。

　モリア銀ってミスリルの異称だと思ってたんだけど、ドワーフに聞いてみたら、全く別の素材ですよ、とあっさり言われた。確かに、同一なら冒険者プレートから魔銀貨作れちゃうしな。

　ちなみに現代日本と比較した場合、簡単に説明すると──。

　銅貨…千円。

　銀貨…一万円。

　金貨…十万円。

　って感じです。魔銀貨は一千万。黄金貨は、もう鋳ちゅう造ぞうされていない美術品、超高級な小判みたいなものらしい。城が建つと言われた。

　江戸時代に小判以上の贈ぞう答とう用の貨幣があったのと同じ感覚だろう。五両の中判とか十両の大判みたいに。

　一般的な勤め人の月給が銀貨二～三枚。かなりのデフレ感覚で良いってのがわかったんですが。

　は～、ここ一泊お一人様二十万円ナリヨ？

　ハイリスクハイリターンのフロンティアとは言っても、こりゃあぼったくりじゃないか？　しかも馬車に保障はないし！

　どうするか、商人としてここは太っ腹にいくべきだろうか。

　でも、ドワーフからもらったお金だしなあ。自分たちには不要な物だから自由に使って下さいと言われたけど……。

　積荷を売ればお金ができるだろうが……。

「では、とりあえず十日頼む」

　ゆっくりと横を向くと、巴さんが僕のものに見えるお財布から、金貨を取り出してカウンターに置いていた。

　一掴み。

　二掴み。

　三掴み。

　ひーふーみーとＢＧＭが聞こえてくる。

　お前には金銭感覚が……そうか、あるわけないか。

　だけどそれ、百枚しかない全財産ですよ？

　そのうち六十枚、ぽんと出しますかね？

　十日間宿泊で六百万円、あはは。僕いつからそんなセレブになったんだろう。

　こんなログハウスに、六百万。

「確かに。では、お部屋のほうに」

「ああ、それと──」

　巴がほくほくしたショタなカウンター係を呼び止めた。このアホ、今度は何を言い出す？

「はい……っ、ひっ」

「若はお優しい方なんじゃが、私は少し気の短いところがあっての。よく窘たしなめられておる」

　巴は、狂気ともいえる自分のレベルが記載されたプレートを懐ふところから何気なーく見せながら続ける。脅迫だな、コレ。

「先ほどから宿を探していたのだが、どこも満室でな……ここに泊まれて本当に助かるが、値段は適正かの？」

「そ、それは、もちろん……こ、このような場所ですし、それに街で一番との自負も持っております」

　怯おびえながら応じる少年。あれ、こいつ。少し怪しいぞ。

「それは良かった。先ほどの宿で一番の部屋は、三人で一泊金貨一枚だったからのう。疑い深くなってしまった。もし値段に虚きょ偽ぎがあれば、宿ごと消し飛ばすところであった。ふふふ」

　巴は優しく笑っている。口だけ。

　周りなんて見てないかと思えば、こいつ、意外と見てるんだな。

　前に訪ねた宿の一番いい部屋の値段とかどうやって知ったんだよ。

　見れば澪も薄笑いしている。口元だけで笑うと凄まじい迫力がある。

「最後に確認じゃ。ここは一泊金貨六枚だったな？」

「うっ……それは、その」

　やはり、ぼったくられていたのか。虫も殺さないような美少年の癖くせに、やってることは小悪党。この世界では、見た目の印象を判断材料にしてはいけないな。難しい……。

　あ、でも綺麗な女性を見ると顔がどうしても緩んじゃうよなあ……しょうがないじゃん？　花の高校生だよ？

　そういや、この世界には学校ってあるのかな？　まあ、ここにはないだろうけど。

「き、金貨二枚でした！　間違えてました、すみません！」

　立位体前屈かってくらいの謝罪をする少年。しかし、それでも一人あたり一泊六万円強か。

　宮殿みたいなホテルなら納得だけど、屋根さえ貴重なところだからって、こりゃないわ。

「ほほう、また随分と間違えたものだな……っと」

　バキャ！

　よろついた（フリをした）巴が足で床をぶち抜いた。

　穴を見た少年は、顔面蒼白で立ち尽くしている。

「すまん、すまん。床が古くなっていたようだな」

　もちろんそんなことはない。少年の顔色だけでそんなことはわかる。

「巴さん、気をつけてくださいね。そうだ、少年。残りのお金は帰りにいただきますから、それまで責任を持って預かっておいてくださいね」

　澪もえげつない。こいつはぼったくろうとしたお金を、十日間もの間、今度は自分の責任で保管しなきゃいけなくなったわけだ。

　盗まれたりしようものなら……今感じた恐怖以上の経験をすることになるだろう。

「そんな!?　す、すぐにお返ししますから……！」

「いえいえ、面倒ですもの。主もその程度の金額気にしませんわ。お食事、楽しみにしてますわね。お値段に見合うお・食・事」

　澪はにっこり笑うと男に先を促す。受け取る気もなければ反論も許さない。先を歩けと言わんばかりに。

　つくづく思うのだが、こんなにウィットな対応ができる気の利く奴らが、どうしてギルドで騒ぎを起こしたりするのかね。

　わからない。そこはかとない悪意さえ感じるわ。

　部屋の前で立ち止まる少年。救いを求めるような彼の顔がこっちに向けられる。

　……チワワかお前は！

　言っとくが、僕は犬派じゃなくて猫派だ！

　犬派だったとしても、自分を嵌めようとした悪チワワを助ける気はないけどね？

　掛けてやれそうな言葉も思い浮かばなかったので、僕は少年から目を逸らし、部屋に入っていった。




「やれやれ、どうなることかと思ったが一息つけたな」

「あの少年、これから気が気でないでしょうね。ぼったくろうとした大金を、今度は自分が守らないといけない、うふふ」

「性格悪いな、澪も巴も。まあ、あの少年に原因があるから何とも言えないけどさ」

　部屋に入ったので、僕も話して大丈夫だろう。

　もちろん、防音は期待できそうもないが、大声で話さなければ部屋の外へ会話が漏れることはないはず。

「聞いていた相場よりも、値段が相当高いようですね」

「辺境じゃからな。サービスの提供側に決定権がある様子……ある程度は仕方あるまい」

「そして貴重な資源も取れるから、金回りがほかと違うってわけか。厄やっ介かいなことだな」

「でしたな、物の値段は異常そのもの。ナイフよりも水が高価。そして水よりも、モンスターの牙や爪などが高かった」

「美味しいのでしょうか？」

「いや、水以外は口に入れないから。澪、食べるって発想から入るのはやめようよ」

　元・暴食蜘蛛だもんな。仕方ないか。

「ここでしか手に入らないものが、相場とはかけ離れた値段でやり取りされておる。その次が手に入りにくい日用雑貨、最後が一般の武具防具。歪ゆがんどるのう」

　特殊な品や、おそらくその材料になりそうな物が高価なのはまだわかるが、なぜか武器や防具の類が食品よりも安い。

　無理矢理に安い理由を考えてみると……消耗するペースが早く、買い替えのサイクルが早いからか。つまり、普通の武器では早々にダメになり、交換を迫られてしまうということだろう。

　だが、少し気にかかるな。

　一般の武具とはいっても、加工の手間はあるし、材料費もかかる。それが安いのに、嗜し好こう品やら食品が割高なこと。どうもきな臭い。

　……やだねえ、権力とか陰いん謀ぼうはどこの世界にもある、って感じか。こんな危険な場所で商人が活動するのは、それなりの実入りが期待できるからなんだろうけど。そこには何か裏があるみたいだ。

「ところで、商人ギルドってのがあるようだけど。勝手に物を売ったりして大丈夫かな？」

「ふむ、確かここには出張所があるんでしたな」

「駄目なら止めにくるのでは？」

　そういう問題じゃないんだよ、澪。今の状況で僕らは目立つわけにはいかないだろ。

「それでは『紛失した』という若の言葉に問題が出てくるではないか。商人ギルドの常識も知らない商会の跡継ぎでは、話の信しん憑ぴょう性せいが薄くなってしまう」

　お馬鹿さんなはずの巴とは思えないくらい、僕の言いたいことを代弁してくれるじゃない。

「まあ、そういうこと。澪、悪いんだけどこれからその出張所で、商人ギルドに入りたいとか適当なことを言って規約を調べてきてくれる？」

「えっ、これからすぐにですの？　若様」

「そう。明日になれば確実に君ら二人の噂が街に広がるだろうからさ。今日のうちに動くのが一番都合いいの。さ、行った行った」

「もう……わかりました。行ってまいります」

　澪は不ふ承しょう不ぶ承しょうであるが、商人ギルドへ行ってくれるようだ。

「良いですな。従者を使うのが実に様さまになってきています。それでこそご老ろう公こう」

「老公じゃないわ！　お前らが目立たなきゃこんなにこそこそと動かなくても良かったんだよ？」

「しかし、こうやって宿に着いてから調べ物をするのが水戸黄門の醍だい醐ご味みではありませんか？」

　不服そうな巴。だからね、黄門様に拘こだわらなくていいんだってば。

「いやいや、ここに悪代官的なヤツがいると決まってるわけじゃないからね？」

「おるでしょう」

「なんで決め付け!?」

　世の中そんなに勧かん善ぜん懲ちょう悪あくじゃないでしょ!?

「物の値段が不自然すぎますからな。どう考えても何かおりますよ」

　鋭い。時代劇モードに入ると馬鹿成分が抜けるのか？

「大したもんだよ、巴は」

「若も気づいておいででしょうに。汚く稼いでいる輩やからがいますな。不正に♪」

　嬉しそうに話すんじゃないよ。

「澪が何かを掴んでくれると動きやすいけどな」

「無理でしょうなあ。アレは何にも気づいておりませんから……もしかすると尾行までもらって帰ってくるやもしれませんぞ？」

　だから何で嬉しそうなんだよ。

　参ったな、僕らの積荷は主に食品。となると目を付けられやすいのは確実。

　あ～いかんな、のっけから完全に水戸黄門の展開だ。

「……僕は正直、巴が悪代官か越えち後ご屋やをやってるほうが似合うと思うなあ」

　くくくって笑い方、似合いそうだし。

　大体、水戸黄門ファミリーには巴に合ってるキャラクターがいないんだよ。

　前述の二職以外は。

「私はどこからどう見ても格さんでしょうが！」

「格さんはまず無む手てだろうが！」

「じゃあ剣を主に使う格さん！」

「何でもありか!!」

「とにかく立ち位置は格さんでいきますので、よろしくお願いします!!」

　無理を通す気だこれ！

「お前は、もう……はいはい核さん」

　お前なんて核さんで十分だ、この爆弾め。

「ん？　字が違う気がしましたぞ！」

　どういうシックスセンス持ってんだ！

「……お前が悪意を持ってギルドで騒ぎを起こしたんじゃないかって疑いたくなるね」

「え……」

　え？　こいつ、本気で時代劇ばりにトラブルを引き起こす気だったのかい！

「はははは、は」

　こいつ、マジで核さんだわ。
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　コンコン。ドアをノックする音が部屋に響く。

　ん、誰だろ。

　巴に目配せをする。

「どなたか？」

「澪ですわ。開けてもよろしいですか？」

「ああ、構わんぞ」

　澪のご帰還か。

　周囲に探索の界を張り巡らす。

　宿を取巻くように六人。慣れた身のこなし。素人ではないみたいだ。

　……まさか、本当に尾行を連れてくるとはね。

「あら、若。どうしたんです、急に見つめるなんて」

　頬を赤く染めながら澪が尋ねてくる。

　……。

「いや、なんでもない」

　呆れ気味に返事をする。

　巴も尾行の存在に気づいたようだ。

　敷地にはまだ入ってきていない。積荷はまだ無事。

　フロントも上手い具合に脅してあるから、僕らの情報もすぐには漏れないだろう。

　あの様子だと金で簡単に篭ろう絡らくされそうだけどなぁ……。

「商人ギルドでお話を聞いてきましたわ」

「うん、それで？」

「ギルド証なしで商売をするのは違反になるようですわね。交付や再発行を行える最も寄よりの街はツィーゲという場所になると」

「距離は？」

「ここから街を三つほど越えた先です。時間にすると一ヶ月はかかるでしょうとの話です」

　街って。こんなベースを後三つも経由してようやくかよ。

　長いな。そして、それまで収入がないのはきつい。二人が冒険者ギルドの依頼をこなしたとしても、Ｅランクの報酬なんてたかがしれてるだろうし。

「どうにか物を売る方法はあるの？」

「交易所を利用すれば問題ないそうです」

「交易所？」

　そんな場所があるのか。

「商人ギルドに所属している、仲なか卸おろしのような存在だと……ところで仲卸って何でしょうかね？」

　わからなかったら僕じゃなくてギルドで聞いてきなさいよ。

「同じ商人になら売れるってことだろ。でも、それは……」

　積荷にいくらぐらいの値がつくか参考にはできそうだ。

　このベースの不自然な物の値段を考えると、商人が冒険者から搾さく取しゅする構図になっていそうだよなあ。それを助けることにもなりかねないから面白くはないけれど……って考えすぎか。

「足の早いものを積んでいるのは事実だしな。んじゃ、明日交易所で全部売ってしまうか」

　そこそこの実入りにはなるだろう。

　さて、ようやく一日が終わる。あまりゆっくりもしていられないな。やらなければならないことが色々出てくるものだ。

　今日は亜空に行くのをパスして、さっさと寝ることにしよう。

「ですな。尾行の動きも気にしませんと」

「尾行ですって？」

「お前、つけられておったのよ」

「この私を!?」

　澪は元々回避とかしないタイプだもんね。全部受け止めて吸収してやるわ！　って感じだし。

「始末してきます！」

　窓のほうへつかつかと歩く澪。

「いや、いい。一旦、泳がせることにしたんだ」

「でも!?」

「いいんだ」

「む～」

「もうすぐ食事だ。気持ちを切り替えて楽しもう」

　澪にそう声を掛ける。彼女は食事という言葉に反応したのか、すぐに方向転換をして戻ってくる。

「そうだ、巴」

「はい、若」

「お前は今のうちから馬車で待機な。そんで一晩、積荷の番をよろしく。馬車を探しているような動きもちらほら見えはじめたし」

「な、なんですと!?」

「だって、お前、格さん志望だろ？　こういうの、格さんの役目だぞ♪」

「ご、ご飯は……」

「ぬ・き♪」

「お、鬼ですか若ーーーー！」

「商会の一員として当然だとは思うけど、一応忠告しておく……積荷に手を出すなよ？」

「あ、悪魔じゃ、悪魔がおる！」

「今日一日お前のせいでどんだけ疲れたかと思ってるんだ！　これは命令!!」

　たまにはこれぐらい強く出ておかないとね。鬼でも悪魔でも好きに言うが良いわ。ふはははは。
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　まったく……若はもう少し優しくなっても良い。

　あれでは、歴代の黄門様の中でも意地悪爺さんの部類になってしまうぞ。私はどちらかというと知的で聡そう明めいな黄門殿が好みなのだ。

　あと、もう少し御自分から厄介ごとに首を突っ込む好奇心が欲しいところ。

　宿代の一件にしても、若は感づいていながら無視しようとされていた。あれでは事件が起こらずに終わってしまう。私の機転がなければどうなっていたことか。

　それでは良くない。世直しができぬ。そして、些さ事じではあるが刀も抜けん。

　形だけのものとはいえ、エルダードワーフ……長いの、略してエルドワたちに作らせたというのに。

　澪は良い具合に阿呆全開で、役どころを踏まえた振る舞いをしてくれているのだ。まさにあれこそハチベエさん、うっかりを標準装備とは侮あなどれない奴よ。

　あとは若が真剣にやってくれれば、何ひとつ問題なく『世直し道中 世の果て編』が始まるのだが──。

　馬車の中で気配を潜ひそめて荷の番をすることになった私。

　ご飯抜きという不遇ではあるものの、今夜、一番、何かが期待できる場面でもある。

　そう考えると、ふむ……若の采さい配はいには感謝すべきか。

　今帯剣しておるのは、刀の形をした切れ味重視の片刃剣。刀の詳細については調査中じゃ。

　若は、親御殿に連れられて何度かセキという街のハモノマツリなる催もよおしに泊りがけで出かけておられた。あの辺りの記憶の仔し細さいと、関連する知識を調べてみようかのう。

　若が雑多な知識を多く所有する方で本当に助かる。興味があるものは放っておけない性分のようだ。私にとって実に都合の良い習慣。重ね重ね感謝じゃの。

　ふと、荷物を見る。

　亜空にあった果実だ。なんでも若の世界にあったものと同じらしい。故に食べられるかどうかの判断は若にしてもらった。

　どれも生命力に溢れた、瑞みず々みずしいものばかり。味もすこぶる良い。

　若のいた超絶過酷世界で自生できるだけのことはあるらしく、実に力強い。大量に実っていたものからいくつかの種類を積んできたのだが、今のところ傷いたんでない。ピチピチなままじゃ──。

　その時。

「む、動くか？」

　澪を尾行してきた連中が、ついに動き出したようじゃ。

　奴らの熟練具合など、久しくヒューマンに触れていない私には到底把握できんが……今夜の連中はどうも荒いように思う。

　それなりに連携は取っておる。戦闘経験が皆無、というわけではなさそうじゃの。

　……ふむ、これは考えねば。

　部屋を出る直前、若から、皆殺しとかは本気で勘弁してくれ、とそこそこ本気の目で訴えられた。

　契約によって私は、以前よりも遥かに力が増しているが、若のようにわざわざ魔力を抑制するための道具は作っていない。

　本気を出してしまうと、相手はおそらく死んでしまうだろう。

　しかし、若のお願いを無視するわけにもいかん。

　……此奴らで、力加減を確認するか。

　二人は見張り、四人で窃盗。

　ありがたい。

　加減を違えても、二人は生きている計算になる。

　四人のうち、二人が先行してきた。

　馬車に乗り込もうと手を掛けてくる……頃合いか。

　闇の中、音も立てず。私は刀を鞘さやから抜き、馬車の横に立った。

「これこれ、我々の馬車に何用か？」

　極めて陽気に話しかけてやる。

　一斉に動きを止めて私に視線が集まる。ついでに殺気と警戒も。

　無理もなかろう……私は、戦いへの興奮のせいで獲物を狙う蛇の如く、爛らん々らんとした目で彼らを見据えていたのだから。

「……」

　無言か。目で合図を出し合い、お互い頷いている。

　交渉の余地はなさそうだな……良いぞ、問答無用というやつじゃな。浪人風情ふぜいが！

　見張りに動きはない。邪魔者は入ってこないと見て良いか。

　馬車に乗り込もうとしていた二人の手には煌きらめく得物。遠くで様子を窺う二人から、何かが放たれる。

　近くにいた二人の刃が私を襲う。ひとつを受け、ひとつを避ける。放たれた何かは鞘で弾く。

　軽い、そして遅い。まるで話にならん。

　回避したほうの短剣が、再び横から私を襲う。まさに蹴ってくれと言わんばかりの位置から。

　望み通り、体重はほとんど掛けずに速さだけで放った蹴りを、武器を持つ手にくれてやる。

　鈍い音と同時に、蹴った相手は宙を舞った。

　思いっきり手加減したのだが……あれは確実に折れたのう。

　この力加減で刀を振るうのは少々まずいような気もするが、試しておいたほうが良いのは事実。

「ふむ」

　武器狙いならば問題ないかのう。

　距離を空けようと軽く後方にステップ。そのまま、驚きで放心している敵が持つ剣を狙って横薙なぎをひとつ。

「なっ!?」

　敵が声を漏らす。

　まったく反応できておらん。おそらく私が後ろに跳んだことすらわかっていまい。消えたとでも感じているかもしれぬ。故の驚きと硬直か、未熟な。

　キイン、という甲高い音。短くなった自身の得物を見て更に驚きょう愕がくしたのだろう、相手はピクリとも動かない。

　まるで斬った感触がない。思っていたよりも武器と体の性能が良すぎる……エルドワどもめ、本気で刀を作らせた時が楽しみじゃのう、くくく。

















　ドサッ。

　ん？　なんの音だ？

　見ればそこには──。

　敵の、胸から上の「部分」が。

　元の場所には、上半身のほとんどを失った、無残な体があった。

　なんと、これほどか……!?

　いかん！　私の動揺が残りの四人に悟られたのがわかった。これでは残らず逃亡されてしまう。

　すなわち、尋問ができなくなる!!

　見張りにはもうだいぶ距離を取られた。このままでは騒ぎが大きくなりかねん。

　仕方ない。捕らえるのは中ちゅう衛えい二名で良しとしよう！

　刀を反対に持つ。若に言われたように、逆さか刃ば刀とうというやつを作ってもらうべきだったか。

　臆おく面めんもなく背を向けて逃げる連中。一人は女か。布で顔を覆っておるから男女の見分けがつかん。しかし、体型からしてあれは女性じゃな。

　……どうせ捕まえるなら女のほうが若は喜ぶかの。一目でわかるほどでかい胸。黒装束には違和感のあるスタイルじゃな。

　若は別段優れた容姿でもない者にも美人を連呼しておったからのう。よほど女に飢えておられるのかもしれん……の割には伽とぎを求められたりせぬな、不思議な御仁じゃ、若は。

　ん？　待てよ？

　女を捕まえた場合、若にまた悪代官呼ばわりされやせんか!?

　いや、若ならする！

　くうう！　なんと巧こう妙みょうな罠じゃ。若を想う私の気持ちを利用しようとは……。

　さすがは若！　ん、いや？　何か違う気が……。

　まあ、細かいことは後じゃな。とりあえず女のほうは逃がしてやって、もう片方を捕らえるかの。

　少し力を込めて大地を蹴る。あからさまに速度が違うため、追いつくのは容易だ。

　胸のない黒装束の目の前に立つと、一息で刀の柄つかをみぞおちに叩き込む。

　少し先を駆けていた一人が振り返る。けん制のつもりで刀を一振り。奴も先ほどの光景を見ていたであろうからな。

　案の定、よろめきながら慌てて逃げていった。

　ふふん、我ながら鮮やかな手並みじゃの。

　此奴から情報を聞き出せば、このベースに巣食う悪を一網打尽！　の始まり始まりというわけじゃな。

　くくく、きわめて順調！　なのじゃ。





　　　　◇◆◇◆◇






「どう考えてもお前は、悪代官がハマリ役だな」

　思いっきり深いため息をつきながら、前で小さくなっている巴と意識を取り戻していない黒装束さんを交互に見て言った。

　澪は、巴がやらかした二人の処理で馬車に行ってくれている。

　腕組みをして巴を見下ろす僕の後方で、スツールに腰掛けている人物が一人。落ち着かない様子で、部屋の中をきょろきょろ見回している。

　澪とのお散歩中に拾った女の子だ。

　巴と別れた後、僕と澪は食事に行っていた。で、腹ごなしにぶらぶらしていた時に、この少女と出会ったってわけ。




　話は少し前に遡さかのぼる。

　散歩中に出会った少女を連れて、宿へと帰ってきた僕と澪。

　部屋に戻って少女から詳しい話を聞こうと思っていたのだが、宿の前にはほくほくした顔の巴がいて……。

　全部は殺しませんでしたぞ！　若！

　とか言っていたわけで。

　巴から詳しく事情を聞くと、六人中三人は逃したとのこと。

　……それはまあいい。

　じゃあ、三人は捕らえたんだなと確認すると──。

「二人は殺やりました。でも一人捕らえてあります。ほら、そこに」

　とあっけらかんと言われた。

　一人は、短剣を払おうと蹴りを出したら宙を舞って動かなくなったらしい。ショック死っていうやつかも。

　もう一人は、武器を狙って薙ないだら体も一緒に斬っちゃったとか。

　二人とも事故のようなもので、殺あやめるつもりはなかったなどとブツブツ言ってるけど、まったくもって論外だ!!

　とてもじゃないけど「てへっ」とか無理だろ、その説明は！

　どんな惨殺現場だ！

　澪の悪食、いや、跡形もなく処理できる能力を見込んで隠いん蔽ぺいできないか頼んでみると「できる」とのこと。

　即座にお願いして現場に向かってもらった。

　とりあえず、捕ほ虜りょであろう人物の無力化ができているのか確認しようとベッドへ向かう。

　華きゃ奢しゃな体つきだ。こっちの基準がわからないから、これでマッチョとか言われたらお手上げだけどね。

「巴、お前まさか女の人さらったわけ？」

「ふ、くくく！」

　どうして突然笑い出すんだ、こいつ？

「そうくると思いましたぞ！　若！」

　だから何がだよ!?

「そしてこう続けたいのでしょう！　巴、お前は本当に悪代官だよなあ、と！」

　なぜ自信たっぷりなんだよ。とりあえず、言いたいことはほぼ代弁してくれたけど。

「しかし、そいつは男です！」

　ビシィ！　とか効果音がつきそうな姿。

　……。

　いや、仮にそうだとしてもさ──。

　だから何だよ!?

　大体、性別以前にボディチェックするとか最低限のことをしているのかを確認したいんだよ！

　まあ、さすがにしてるか。男って断言してるくらいだし。

　ベッドと言っても毛布などがかけてあるわけじゃないので、巴が男と断言する捕虜の全身が見える。

　……本当にこれ男か？

　妙に……その、女っぽいような気がするんだが。特に腰の辺り──。

　っと、おいおい巴～しっかりしてくださいよ。

　腰のホルダーに刃物らしきものが見えるじゃないか。

「ボディチェックもしてないのかよ。ったく。部屋に寝かすんなら危険物の所持くらいは調べてくれよ。無用心だな」

　ホルダーからナイフを抜いて押収。投とう擲てき用だろうか。持って振り回す感じの作りではなかった。近づいてから油断を誘って首を刈る的な使い方もできそうだな。

「その、若と我々だけなら暴れられるのも一いっ興きょうかな～と」

　あはは、と苦笑する巴。恐ろしいアトラクション考えるね、お前は。

「んっ、はぁ」

　おっと。寝返りか──。




　ぶちっ。




「は？」

　布が裂ける音が聞こえた。

　そして、捕虜さんの胸元が、膨らみを主張したのでした。

　……沈黙。




　とまあ、冒頭の言葉へと戻るのである。

　巴さんは唖然とした表情で、捕虜と僕を交互に見てどんどん小さくなっていく。

　晒し者ってこんな感じだったのかな。そしてこの捕虜はサラシをしてた、と。上手くない。

　だいぶ締め付けて目立たないようにしていたんだな。

　そうでないと「ぶちっ」はないだろうからね。

「こ、これは何者かの陰謀というやつですぞ！　そうじゃ、こんな八方塞がりあるわけない！」

　巴の叫び声が虚しく響く。

「お前よ～もう少し主に気を使ってくれよぅ……僕がどっちに尋問しやすいかわかるよね？」

「いや、ですから胸のでかいのは避けてですな。今回は完全に男だったはずなのですが」

　胸のでかいのは避けてって、何それ？　意味不明。

「とにかく連れて来たらまず剥はいでおきなさいってんだよ。そうすれば、武器の所持も性別も一発でしょうが」

「やー、脱がすというのも変態扱いされやしないか、不安で不安で」

「安・全・第・一なんだよ!!　ドラマじゃあるまいし、変態もクソもあるか！　馬鹿と変態なら変態のがよっぽど救いようがあるわ！」

　あくまで持論だけど。

「うー、むー」

　唸るな！

「大体巴は──」

「あ、あのぅ」

　ん？

　何ですか、この消え入りそうな声。澪でも巴でもない。部屋には他に……。

　おお！　そうだ！

　さっき、散歩の途中で拾った少女だ！

　見れば、少女は不安そうな顔をして座っている。家族が行方不明で困っていたところに出くわし、ここに連れて来たんだっけ。巴のせいで存在を忘れていたよ。

　理解できない（であろう）言葉でがなり合う赤の他人。

　ふむ、そりゃあ不安になるわなあ。宿に着くまでの道中で、僕は病気で話せないから筆談をしていると説明済みだっただけに、不審に思われても仕方ない。

「──まあ、今回のことは許す。次からは気をつけるようにな」

　あんな小さい子に不安げな視線を送られては、怒る気も失せてしまう。

「おお、感謝するぞ、見知らぬ子！」

　って、まず僕に感謝だろ!?

　しかもそこはしっかり共通語と来た。

　どこまで確信犯だよ……。

　その頭の回転を僕のためにも少しは使ってくれ！　泣くぞ？

「お兄さん、話せないって聞いてたんですけど……」

「話せますよ」

　共通語ってやつで丁寧に話してみる。もしかしたらって気持ちもあるが──。

「？」

　首を傾げる仕草で答えはわかった。巴を見る。頷くと少女のほうを向いた。まったく気が利きくことだ。

「若は今、共通語で『話せる』と発音したのじゃ。わからんかったろ？」

「えええ!?　だって『はもはにゃむに～』とか言ってたよ!?」

　そ、そんな風にか……ショ、ショックすぎる。

　話せますよ、の一言で「は」しか認識してもらえないとは。

「ああ、その辺が呪いの凄いところでな。若は元々、様々な言葉を操れるゆえ、そのうちのひとつをもって私たちと会話しておる」

「え、え？　ご病気じゃないの？」

「うん、そうじゃ。本当のところは呪いなのじゃよ。じゃが、そう言うと感う染つるものでもないのに差別する人が出てくるから、真実は伏せているのじゃ。病の影響と言っておけば、呪い持ちの不浄の者扱いも受けぬでな」

　巴の説明で少女も納得したみたいだ。うんうん、これからはその話術を僕の利益に還元してね。

「たくさんの言葉を話せるのに共通語を封じられちゃうなんて……きっと魔族の仕業だよ！　酷い！」

　ん？　待て、どうして魔族？　呪いは奴らの専売特許なのだろうか？　もしそうなら次回から理由を変えないとな。ただのこじつけのために、特定の種族に悪い印象を持たせるのも良くない。

「まったくじゃな、本当に困った奴らじゃのう……それで娘よ、そなたはなぜ若とここへ？」

　しかし巴は何事もなかったかのように会話を続けようとする。

［こら待て］

　今度は筆談に切り替えて巴の肩を叩く。な～んでこいつは少女の言葉をさらっと流しちゃうかね？

「おーう若、どうされました？」

　巴がのんきに答える。

　こいつ、少女の言葉に違和感なかったのかよ……。

［僕の呪いは魔族の仕業となぜ決め付けるんだい？］

　少女に聞く。彼女が文字を読めて本当に良かった。

「だって、共通語は生まれて少しすると女神さまの祝福を受けて、この世界のみいーんなが話せるようになる言葉だもの！」

「……」

「あ、でも化け物は駄目よ？　ヒューマン以外は女神様から認められているわけじゃないから、勉強しないと話せないのよ」

「……」

　少女の口にする「みいーんな」にヒューマンしか含まれていないことが少し悲しい。が、それ以上に……。

　分類、化け物ですか。僕は。

　つうか、祝福……ね。聞けば、生まれてから毎年、女神様の神殿とやらに参拝に通ううちに徐々に言葉を理解し、話せるようになるんだそうな。

　話し出す時期には多少の個人差もあるが、おおよそ三歳くらいで言葉を理解するらしい。少女は四歳の時だったと話していた。

　そりゃあ、話せませんわ。むしろ、一から共通語を勉強して習得できた人外の方々を尊敬するよ。

　だって、語学じゃないじゃん。「あーうーえー」とか唸ってるのが、祝福の繰り返しで言葉になる。

　これが共通語さ！　さあ、ヒューマンじゃないみんな！　この唸り声を分析して勉強しよう！　ってこと？

　へぇ。ふーん。

　そう、そんな仕組みなのね。

　……。

　くそ女神が！　徹底抗戦が望みか！

　良いだろう。こうなりゃ、とことんやってやろうじゃありませんか！

　共通語についての思わぬ話を聞いた後、彼女は本題を巴に話し始めるのだった。





　　　　◇◆　澪　◆◇






　処理から戻った私が見たのは、無表情の若様と、神しん妙みょうな面持ちをした巴さん。

　奥の部屋で寝息がひとつ。先ほど連れてきた女の子でしょうね。

　そしてお二人の向かい側、ベッドに腰掛けて敵意を剥むき出しにした女。

　巴さん……若が尋問するのなら、男性を選ぶべきでしょうに。

　それにしても、この黒布の衣服に身を包んだ女性は、私を尾行してきたとかいう連中の一人ですか。さっき処理してきたこの女の連れは、本当に不味かった。

　闇で包み、まとめて吸収したものの、若様の味とは雲うん泥でいの差。以前の私ならきっと気にしなかったのでしょうけど、若様の味を知った今となっては不快なだけですわ。

　……尋問は、私にはあまり関係ないお話になりそう。

　まだまだ世間について勉強中の身ですから、どうにも人の情の機微が掴めていない私には難しいでしょうし。

　苛々して食べてしまいでもしたら、若様にも巴さんにも顔向けできないですから。

　ただ、まだ見たことのなかった若様の無表情には、少し興味がありますね。

　……一体どんなやり取りがあったのやら。

「巴、やれ」

「はっ」

　短いやり取りの後、巴さんは捕虜の体を霧で包みました。体をじたばたさせ、抵抗しているのがわかります。でも、その抵抗も虚むなしくベッドの上に倒れる女性。

　睡眠の魔法、でしょうか？　でも、それにしては霧が停滞したままですわね。

「若、これで表情はわかりますかな？」

　巴さんはどこか確かめるような口調。

「問題ないようだ。この状態で言葉は通じるようにできるか？」

　どこまでも無表情。初めて見るお顔。こんな表情を若にさせたであろう女に、少し殺意を抱きます。

「私が通訳して伝える形になりますな」

「構わない。始めるぞ」

　二人はどちらも私の帰還に気づいていないようです。理由は、恐らく若様の無言の重圧。殺意も怒りもない、有無を言わせぬ圧。

「しかし、これは味気ないものですなあ。情報を聞き出す楽しみがない」

　この状況でも軽口をたたける巴さんは大したものです。

「楽しみなんかはいらん。脅しだろうが薬の自白だろうが、聞ければそれでいいんだ」

「……はい」

「お前がいて助かった。自白剤が不要なのはありがたい。拷ごう問もんなんて、やり方も知らないしな」

　冷たくも温かくもない。

　淡々とした声。若様のいた世界は、身近で人が死ぬことすらそれほどない平和な場所だったと聞きました。

　だから、人の生死に触れる時に、若様はきっとお悩みになると思っていましたが。

　……もしかすると、この女を殺めようと──。

　まあ、どうあれ、私には関係のないこと。

　支配の契約による束そく縛ばくがなくとも、既に私は全てを若様に捧げた身。

　若様以外のことは些事に過ぎない。

　うん、そうだった。当然のことを再確認した思いです。

　二人は淡々と尋問を続けていく。

　話から察するに、巴さんが自白を促す何かをしたようで、やりとりはスムーズに進んでいきました。

　どうやら、今回の襲撃はただの窃盗ではないみたいです。若様と私が連れてきた少女も、この事件と関係があるみたい……。このベースには、悪い輩やからがはびこっているようですね。

　大抵のことを聞き出したのでしょう。二人は深く息を吐くと霧を解き、顔を見合わせています。

　頃合、でしょうか。




「お疲れ様です。終わりました？」

「っと、ああ、澪か。まあね、そちらの首尾はどう？」

　若様は一瞬驚かれたようですが、すぐに穏おだやかな口調に変わり、こちらに応じてくれた。いつもの御様子で。

「もちろん終わってます。大変不味かったですけども」

　ちらりと巴さんを見る。彼女は苦笑しながら謝ってきました。

「助かったよ。ほんっと見事に巴の大好きな展開になりつつあって参るね」

　巴さんの……。

　確か「かんぜんちょーあく」という奴ですね。詳しくは聞きませんでしたけど。

「いやいや、今回はこれで終わりでしょうから。その、あまり面白い回にはならないようで」

　巴さんの言動があまり理解できません。

　わかるのは、まもなくコトが終わりそうだということくらい。

「では、動くのは明日以降で？」

　尋問は済んでいるので、とりあえず、今夜はこれで終わりでしょう。

　私の質問には答えず、若様が無言で一枚の紙切れを私に見せてきました。

「あ、あら!?　あの、若様、これは？」

　炭を使って描いた絵、でしょうか。にこやかに笑う若い女性が一人。

　胸から上までのわかりやすい似顔絵。結構上手です。

「あの子のお姉さんだ」

　若様から人物の正体を教えられる。ああ、そうか。この娘が。

　そもそも、若様と私が散歩の途中にあの少女と出会ったのは、彼女から行方不明の姉について何か知らないかと尋ねられたのがきっかけでした。

　その時に、微かすかながら少女を見張る気配を感じて、若様が少女を連れてくることに決めたのです。

　もっとも、宿に入るまでに気配は消え去ったので、泊める必要まであったかはわかりませんが……。

　けれど若様の判断が泊める、というものなら私に不満などありません。

　馬車を襲った人物を尋問してわかったのは、あの少女の姉が、彼らの所属する集団に捕らえられているということ。若様はどうやら、少女の姉を助けるつもりのようです。……もう、死んでいるのかもしれないのに。

「このお姉さんのいそうな場所の見当はついた。それで、悪いけど二人はすぐに探しに出てくれ」

　……え？

　ええと。これは、その。寝ないでということになるのですか？

「わ、若!?　夕飯もなく睡眠もなしと仰るので!?」

　巴さんの反論が実に的確です！

「そうだ。君らって、別に毎日きっちり寝なくても大丈夫だよね？」

　う、うーん。確かに言われてみれば悠ゆう々ゆうと数ヶ月、あるいは数年のスパンで寝たり起きたりが普通でしたけど……。

　若様の従者としては、主の生活時間に合わせて生活したいのですが。

　それに……。

「それは、その、そうなんですけれど」

「若、私は寝たい！　この体になってから、睡眠の心地よさに目覚めたのじゃ！」

　巴さん、すごく直接的。でも激しく同意です。人型になって数日ではありますが、眠るという行為の気持ちよさに目覚めてしまったのです。

「巴、さっきの尋問でわかったとは思うけど、この娘さんが無事でいる保証はない。場所は聞き出せたんだし、二人なら大抵のことに対応できるだろ」

「生きているかわからない状況なのに、急ぐんですの？」

　気にしていた疑問を口にする。どうやらこれは失言だったみたいで、若様の目がまた虚きょ無むに支配されていく──。

「澪、僕はできればあの子の姉を無事に救ってやりたくてね。頼むよ、無事なら保護して連れてきて。……もし駄目だったとしても、結果を可能な限り早く伝えて。いいね？」

　コクリ。

　私は神妙に頷く。居心地が悪い。若様のこの目で見据えられるのは、嫌だ。

　興味を失ったかのような無機質な視線。この方から無価値とされ、興味すら引けぬ存在になるなんて私には……。

　巴さんに視線を向ける。彼女も緊張した様子で首を縦に振っている。

「悪いね。交易所には僕とあの子で行くから気にしないで大丈夫。君たちはとにかく、お姉さんの安否を確認すること。人手が足りないんだ、お銀さんも弥や七しちもやってもらわないとな」

「そういうことなら、仕方ありませんな。黄門様は、困っている人を保護して報告を待つのが仕事ですしな。澪、行くぞ」

　巴さんは何やら納得しています。私にはよくわからないやり取り。

　でも、場が少し和んだのはありがたいことです。

　穏やかな若様のほうが良いに決まっていますし。少し巴さんに感謝しました。

「ああ、それと……」

　連れ立ってドアから出ようとしたところで巴さんが振り向く。

「なんだい？」

　良かった、若様はいつもの感じで話してらっしゃる。

「この件がうまく片付いたら……私は、その、自分のことを『儂わし』って呼びたいんですが」

　若様から一気に気が抜けたのを感じました。

　私にしてもそうです。そんなの勝手にすればいいのでは？

「べ、別に勝手にすればいいと思うけど。むしろ、何で聞いたの？」

　まったくです。

「や～儂ってほうが性に合ってるんですが、やはり立ち位置としてはナシではないかと。これは黄門様の特権のような気がしましてなぁ」

「……勝手にしてよし」

「おお！　感謝しますぞ!!　では!!」

　思い切り相そう好ごうを崩して礼を言うと、巴さんは部屋のドアを勢いよく開け放った。私は彼女に続いて部屋を出る。行き先は彼女が知っているだろうから、私はついて行くだけです。

　宿の外へ出て、ふと足を止める。ひとつ気になることがあったのです。

　幸い、今は彼女と二人だけ。時間もかなり遅いせいか、人の出歩く姿もありません。

「ねえ、巴さん。若様、だいぶ荒れておいでのようでしたけど何かありました？」

「わからん。が、お前が戻ってきてくれたおかげで話が進んで助かった。この似顔絵、お前も見たじゃろう？」

「ええ、私たちが連れてきた女の子のお姉さん」

「そう。それじゃ。あの小娘、絵を描くのが得意じゃと言うんで姉の絵を描かせたのよ」

「それは、あの齢よわいで上手だこと」

　まだ十歳と聞きましたが。

「うむ、だが、それからなんじゃ。若の目が……こう、すうっと、感情のない、じゃが妙に重圧のある目に変わっての。その時、似顔絵を見た捕虜の女が、途端に表情を変えおってな……。で、何かあると思って尋問することになった、というわけよ」

　若の先ほどの表情を思い出す。そう、あんな静かな重圧は感じたことがありません。

「その似顔絵の女は、まさか若様のお知り合い、とか？」

「それは絶対にない。ここには友人はおろか知り合いの一人もいないはずじゃ」

　巴さんは私の推論をきっぱりと否定しました。

「……巴さんは若様のこと、本当によく知っていますわよね。知り合って時間も経っていないというのに」

　若様の話によるなら、出会ったのは確か私より数日早いくらいのはずなのに。

「まあ、のう。私の場合はちょっと特殊じゃが」

「聞いても？」

「ああ、構わん。私は幻を操るんじゃが……その、副産物と言うか、はたまたまるで別の能力なのか」

「……結局、どういうことですの？」

「要は相手の記憶を見れる。そして見た。そういうことじゃな」

「見た!?　若様の記憶を下僕たる貴女が!?」

「その時はまだ敵じゃった。お前のようにな」

　なんて羨ま……いえ不敬な。

「で、若様は一体何者なんです？」

「それはお主が自身で若に聞くことじゃろ。そこでお互いを知ってこそ、信頼も深まるというもの」

「う……それは正論ですけど、ずるいですわ」

「今は私にも全ては見れんしな。ちなみにお前の記憶も見れん。若のは一部許可を得て見せてもらったがな」

　私の記憶……。本能のみだった頃の記憶も、あるのでしょうか。

「なら、前に見たっていう記憶にあの似顔絵の娘の情報は？」

　記憶を見たなら多分わかるはずだ。

　でも、巴さんは首を横に振る。

「さすがにそんな細かいことはわからん。契約の後で封印した部分も多い。禁止されていない記憶は見れるから、その中にあるのやもしれんが、どちらにせよ確実なのは──」

　前を歩く彼女が振り返った。

「私たちが娘の保護以上の結果を持って帰らん限り、若はあのキツイ雰囲気のままでしばらくいるということじゃろうな」

　それは確かに大事です。

　あんな雰囲気で旅を続けるのだけは、正直勘弁願いたいところ。全力で阻止しなければ……。

　なるほど、言わんとすることはわかりました。

「わかりました。今は余計な詮せん索さくよりも目の前の任務を確実に、ですわね」

　これからのためにも。

　闇を纏いながら、私は楽しい旅の継続のために、任務に臨のぞむことにした。
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「お兄ちゃん、いくら若様って言っても馬車も運転できないのはちょっとダメじゃない？」

　朝の冷気も冷め切らないというのに、横に座って手た綱づなを握る少女が冷たーいお言葉を掛けてくる。

　……別にできないわけじゃないやい。本当は多分、手綱も必要なく運転できそうな気がする。

　馬車を引いているのは普通の馬。だけど本当は、その頭には二本の角がある。術か体質なのかよくわからないが、今はその角を隠してもらっている。

　この馬、実はバイコーンというれっきとした魔獣で、うちのオークやリザードマンが騎馬や移動の足として利用している。

　僕はこいつとも会話ができる。一体どこまで意思疎通できるんだろうね。今のところ、無機物とヒューマン、植物以外はいける感じだが。

　そういうわけだから、手綱なんて格好だけ持っておいて直接指示を出せばそのように動いてくれるのだよ。

　しかし、変人扱いが加速するという理由でやらないことになった。初めはやっていたんだけど、亜空で馬車に乗っていた僕の様子を見ていた巴から、聞きなれない言語で馬と話すのは奇人ですぞ、と呆れられてしまい、封印したのだ。

　……異世界で侍やろうとしてる奴に言われたくない。

［すまない、何もかも二人に任せきりだったので］

「む～。お金持ちでも商売人の跡取りがそれでいいの～？」

　まさにその通り、良くないですよ。

　さすがハングリー精神が鍛えられそうなところで生活しているだけのことはある。実に精神年齢のお高いこと。

［だからこのように放り出されているのさ。見けん聞ぶんの旅というよりは勘かん当どうに近いかもしれない］

「あ～。そうなんだ。納得～。でも、それなら澪さんたちがいなくてこの積荷、ちゃんと売れるの？」

　納得されちゃったか～。お姉さんに似ずキツい性格だよ……もっとも、あの似顔絵のそっくりさんと比較して、のことだけどね。

　昨夜は彼女の描いた絵のせいで取り乱した。

　巴と澪に、多少八つ当たりのような接し方をしてしまったことを思い出して、多少の自己嫌悪を覚える。

［ああ、この果物については誰が売っても同じなのだよ］

　これまでこちらを見ずに話していたのに、突然少女がこちらを向く。

「え？　どうして？」

［これは僕も初めて見るものなんだ。おそらくこの世界の人たちみんなもね。路ろ銀ぎんも心もとないので、いくらであろうが売ってしまうつもりなんだよ。生ものだから次のベースまでは持たないだろうしね］

「ねえ、こんなこと教えてもらえないかもしれないんだけど……」

［ん？］

　少女が言葉を止める。この子、姉を探してって言ってたが……目的はそれだけじゃないのかも。

「この見たことない果物たち、とっても美味しそう。どこで手に入れて、どうやって持ってきたの？」

　彼女の目つきが鋭くなる。情報屋、もっと言うとスパイのような視線だ。

　だが、姉云々の事情は本当のようだし、情報屋だとすれば商魂逞たくましい、いや逞し過ぎるくらいだけど。もし誰かのスパイだったとしたら、なんだかなあ。

　姉の無事と引き換えに情報を手に入れて来い、みたいな？　実際、僕たちに話しかけてきた時もどことなく不自然だったよな。宿に来るよう誘った時も、迷うことなく頷いたし。

　いや、もしそうだったら裏で手を引いている人たちは本当に救いようがないぞ。十歳の女の子に何やらせてるんだって感じ。小学四年生くらいだよ？

［ふむ、それについては信じてもらえるか自信がないのだが──］

「なになに？」

　興味津々だ。わかりやすい。

　まぁいい。どうであれ、この商品については考えがある。

　情報の公開はむしろ歓迎だ。これで少女の狙いも探れるのなら言うことはない。

［僕たちは本来、この世界の果てに来る予定ではなくてね。偶然、この地にたどり着いた］

「うん」

［それで放浪していたわけなのだが、ある時深い霧に呑まれたんだ。その霧の中を進むと、そこに集落が現れた］

「集落？　この辺りに？」

［ここから二、三日くらいの距離だったろうか。その集落には、あまり目にしない凶暴そうな種族ばかりいてね］

「え!?」

［ところが、皆が共通語を話していて、実に好意的だった。そこで数日世話になったうえに、この品々をお土産にもらったのだよ］

「……」

　お～疑ってる目だ～。虚実取り混ぜた怪しげな話だから無理もない。

［ほら、信じがたいだろう？］

「う……うん。その種族ってどんなの？」

［リザードマンやアルケーってのがいたよ。実に不思議な場所だった。夢かとも思ったのだけど……］

　そういって積んである果物を見る。

　実物があると説得力が増すよな。ちなみにこの話、交易所で言うつもりはない。ただ珍しい物だと言って売るつもりだ。

「そんなのがいたの!?　信じられないよ～」

［ああ、今でも霧の中で見た夢ではないかと僕も思う］

「霧……かぁ」

　何やら考え込んでいる。今、この子の様子はかなり怪しい。

［ん、リノン、ここが交易所じゃないか？］

　僕は熟考する彼女を呼び戻そうとフキダシに名を綴つづる。この少女の名はリノン、お姉さんはトアというそうだ。トアさんは、僕の一個下だった。

　文字の会話はこういう時に不便だ。見てもらえないとコミュニケーションが図れないし。

「この付近にそんな集落の情報はないし……」

　リノンはまだブツブツ言っている。

　仕方ないので肩を何度か叩いて気づかせることにした。

「ひゃあ！　もうセクハラだよお兄ちゃん！　って、あ、あれ？」

　セ、セクハラあるんすか!?　この世界侮あなどれねえ！　基本的な人権すら怪しいところでそんな言葉を聞くとは！

［ご、ごめん……あの後ろの建物が交易所じゃないかと］

「あー！　通り過ぎちゃった！　ごめんなさーい！」

　この世界にもセクハラってあるのか……と内心驚きつつ、ぽりぽりと仮面を掻かく。

　さて、交易所に到着。

　新顔の僕はとても目を引く存在だった。変な仮面までつけているのだから無理もないか。

　なぜかリノンは、馬車にいる、と言って頑なに交易所内に入るのを拒んだ。

　あれか。服装がボロみたいだったから遠慮したのかな？

　でも服屋へ行こうにも場所はわからないし、多分こんな時間には開店してない。

　それに、たまたま知り合った程度の相手に服を贈るってのも、何だか金持ちの道楽みたいで嫌だ……普通しないよね？

「おはようございます。初めてお目にかかると思いますが、本日は何用でございますか？」

［おはようございます。昨日使いの者をやってこの場所を知りました。黒髪の、変わった服装の女性なんですが］

　澪の容姿を簡潔に説明する。

　どうやらインパクトがあったらしく、目の前の男性は彼女を記憶していてくれたようだ。

「！　あの、失礼ですが……」

［申し訳ない。訳あって言葉が不自由なので、このような筆談で失礼します］

　筆談でも特に問題なく応じてくれる。ありがたい。

「あぁ、あの。としますと、もしかしてギルド証を紛失されたという……？」

［ええ、お恥ずかしい限りで。私はまだ商売に携わって間もないこともありまして、本当に困ってしまって］

「なるほど……しかし、ここまで到着できたのも奇跡に近いことです。運がある、というのは得難い才覚でもあります。実に羨ましいですな」

［本当に、ここに来るまでに多くの不思議な体験をしました。それで、その体験の中で手に入れた物を是非買い取っていただきたく伺った次第です］

「ギルドの証なくては堂々と売ることもできませんからね。それでも闇で売らずに交易所を通して下さろうとする姿勢、同じ商人として嬉しく思いますよ」

　男性は豪快に笑うと、商品のところへの案内を僕に促す。昨夜の泥棒とは無関係なのか。それとも末端の者には連絡がないのか。

　会話はなんとかできるから、それとなく探りを入れてみるのもアリだな。

［この馬車の荷です］

　リノンは馬車の御ぎょ者しゃ台にいた。逃げるつもりはなかったのか。

「ふむ、あれは貴方の奴隷ですかな？　おい、荷を見せてくれ」

　なに？　奴隷？

　……なるほど。確かにあの服装で御者をしていればそのように見えても不思議じゃない。

　結構普通に奴隷がいる世界なのか。

　この商人のおっさんも普通に接してるしな。

　だが、間違いは正しておかないと。

　リノンも、男の言葉に反論することなく積荷を見せようとしている辺り、奴隷扱いされることに慣れているのかもしれないが、それでもだ。

［失礼、彼女は知り合いでして、ここに案内してもらっただけです。私の奴隷などではありません］

「っと、そうでしたか……」

　無言でリノンを見る男。

「失礼しました」

　波風を起こすこともないと思ってくれたのか、リノンに謝罪する。リノンはやや驚いたように目を見開きながら、お辞儀をして荷を隠していた布を荷台の側面に固定してくれた。

「こ、これは……!?」

［どうです？　見たことのない果実でしょう？　どれも実に美味い。どうぞ、ご試食ください］

　僕は林りん檎ごを二つ取り、ひとつを渡してもうひとつをそのまま口に持っていって食べてみせる。

「では、いただきます」

　僕が普通に食べるのを見て安心してくれたのだろう、商人も口に運ぶ。

　直後、目を見開いて林檎を見る。そしてまた一口。

　こぼれる果汁も逃すまいと、彼は一気に林檎を食べきってしまった。すげー、余程気に入ってもらえたようだな。

　売るだけなら大した苦労もなさそう。

　宿代の何割かを補充できるくらいの買値を提示してもらえれば、僕としては問題ないのだが……。

［お気に召したようですな］

「これは……こんな美味い果物は食べたことがない！　一体どこで仕入れをなさったんですか!?」

［それは秘密にさせてください。すべてここで卸していきたいのですが、引き受けてもらえますか］

「秘密ですって!?　そんな、これを独占するつもりですか!?」

［独占も何も。これは少しワケありの品でしてね。再入荷の確証がないのですよ……］

「えええ!?　では今回一度限り、ということで？」

［そうです。数日後には発たとうと思っておりますし。なのでここで全部売ってそれで終わりです］

「うーむ。そうですか、これ一度きり……」

［おいくらで引き取ってもらえますかね？］

「……他の物も試食できます？」

［もちろん。ただ、それほど大量に持っているわけではありませんので、各種ひとつずつでお願いします］

「承知しました。量はどれほどになりますかな」

［この馬車に乗っているだけですので、四種が四箱ずつの計十六箱です］

　男は仲間を呼んで、僕の渡した林檎（ひとつは完食したので特別にもう一個渡した）、桃、梨、石榴ざくろを味見した。

　……適当に選んだつもりの四種類だったけど、どれも原生種の割には食用として成り立つレベルだ。

　それだけじゃない。こうして見ていても、亜空で育つ植物のでたらめさに驚く。季節もくそもあったもんじゃない。

　今後、品種改良をしていこうと思っているんだけど、そんなに苦労しないのかもなあ。

「いやぁ、どれも素晴らしいものです」

［ありがとうございます］

「それで、値のほうなのですが……」

［はい］

「品質は満場一致で申し分のないものでしたが、何分初めて扱う品。そのあたりもご考慮いただきたくてですね……」

　美味しいけど、得体の知れないものだからそんなにお金は出せません、許してね、って訳せばいいのだろう。

「……」

　沈黙の後、男が口を開く。

「一箱あたり金貨で三十枚。計金貨四百八十枚でお願いしたいと思うのですが」

　たっけーー!!

　多分、こいつらものすっごく足元見てると思うけど、それでもものすごく高価！　もはや貴金属！　比ひ喩ゆじゃなく宝石箱や！

　宿代の何割どころか、全部ペイできてしまったよ。

　ま、ここですんなりというのもアレだし、ちょっとごねるか。すぐＯＫでは、この商品の希き少しょう価値が薄まりそうだ。しかし『全部で金貨百枚くらい』って吹っかけて反応を見ようとしていただけに、完全に毒気を抜かれてしまった。

　大体、こちらの返事を待つ皆の顔がわかりやすい。彼らからすると、ここから交渉するつもりの最低価格なのだろう。

［予想以上の金額に驚いております。ですが、私は買ってもらう側。ご無理を言うべきではないでしょう］

「そ、それではこのまま!?」

　わっかりやすいなあ、おい！

［いえいえ。キリが悪いと思いますので、金貨五百枚でいかがでしょうか？　それなら私に異論はありません］

　わずかに上乗せしてみる。

「五百！　ええ！　では決まりですな！　おい！」

　取引の成立を皆に伝える商人達。どいつもこいつもほくほく顔をしている。

　おそらく、これらの行く先は貴族とか大商人のところなんだろうな。

　僕の売ったこいつらは一体一個いくらで売られるのかね～。二～三倍は固い気がしますな。

　リノンは値段を聞いた途端、石になってしまってるし。

　彼女の場合、一個あたりの価格が下手をすると姉の年収よりも高いかもしれない果物を食べたことになるからなあ。

［はい、では確かに五百枚受け取りました。どうもありがとう］

「こちらこそ！　ご滞在中に珍しい物を手に入れる機会がございましたら、是非またお越し下さい」

［ええ、それでは］

　リノンを石化から復活させて手綱を握らせる。

　適当に収穫した果実は、五千万円になりましたとさ。




　宿に着き、部屋へ戻ると……。

　当然のことながら、巴が捕らえてきたお姉さんがいない。

　拘束されることもなく、さらには見張りもいないとなれば逃げない奴はいないだろう。

　でかいベッドに身を投げ出して大の字になる。

　昔から考えごとをする時はこの姿勢が多い。そして途中で寝ることも多い。ま、余談だけど。

　体は深く深くマットに沈みこみ、かえって落ち着かない。

　キングサイズはあろうかという大きなベッド、高級感溢れる調度品……こんな贅沢な部屋で考えごとをするなんて初めてだ。

　リノンはいない。一度家に戻る、と言って制止も聞かずに出ていった。

　しかしそれは嘘。姉もいない家に、彼女が一人で戻る理由はない。

　僕は寝転びながら、彼女の動向を界で追っている。魔力の感知も受けず、気配を悟られることもなく。

　今、リノンは宿から数十メートル先で人に会っている。この距離なら、目視できなくても意識を集中させると会話の内容までばっちりわかる。表情や仕草も、俯ふ瞰かん視点で見ることができるんだ。

　僕が月読様からもらった力は実に便利だ。取説がないのが玉に瑕きずだけど。

「それで、あいつらの身元はわかったのか？」

　首を横に振るリノン。

「だめ。どこかの商会の跡取りってことしかわからなかった」

「なんだそれは……それじゃあ商人ギルドの奴からの情報と同じじゃないか」

　当たり前だろ。出会って一晩の子供にどこまでぺらぺら喋ると思っているんだ。こいつは馬鹿か？

「で、でも。宿で馬車が襲われたせいで、あんまりお話もできなくて……」

「そう言えば逃げてきた奴らが戻ってきていたな。今、小細工が仕掛けられていないかアジトで身体検査をされてるみたいだが、相手の素性がわかるようなものは、何も出てねえらしい。お前、知ってることがあるんじゃないのか？」

「朝起きた時にはお連れのお姉ちゃんたちはもういなかったの。それで、私はお兄ちゃんと交易所に出かけたんだけど……」

「連れか。確か出で鱈たら目めなレベルの奴だとか。箝かん口こう令でも出ているのか、詳しく話を聞けていないが……それで？」

　……なるほど。一応、ギルドで口止めはされているらしい。情報があんま漏れてないのは嬉しい。

「ベッドに寝かされていたお姉ちゃんが、帰ってきたらいなかった」

「はぁ？」

「それで、家に戻るって言って出てきたの」

「とんだ間抜けだな、そのぼんぼんは。拘束もせず、見張りも置いていなかったのか」

　うるせー。事実だけど何か腹が立つ。

　にしても……この男の態度、本当に救えない人っぽいな。

「ふん、荷については？　何か聞けたか？」

「それが……よくわかんない」

「あぁ？　わかったことだけでいいから早く言え」

「ここから二～三日くらい進んだところで深い霧に呑まれて、その中にあった、リザードマンとかアルケーの集落でもらったって」

「……」

「ほ、ほんとだよ!?　だってお兄ちゃんがそう言ったもん！　値段もどうでもいいって！」

　男の沈黙に危険を感じたのか、リノンは必死に弁明している。この様子だと仲間って感じではないな。僕は断定した。

「値段がどうでもいい？」

「夢みたいなものだから売れさえすればいいって。交易所のおじさんたち、金貨五百枚で買うって」

「五百!?」

　男の声が裏返る。確かに大金だけど、そこは平静を装うところじゃないのか？

「う、うん」

「底値でそれか。こりゃあとんでもない連中かもな……だが、五百ねぇ」

　男が下げ卑びた表情を浮かべる。リノンの嫌悪がわかる。

　それにしても、やっぱり底値だったか。それであの金額。つくづく恐るべし。新種と判断されたから、自分たちでも生産する、みたいな高額で売りつける以外の用途にでも使われるんだろうか。

「ね、ねえ！　お姉ちゃんに会わせてよ！　あの人たちに色々聞いてくれば会わせてくれるって言ったよね!?」

「おいおい、このくらいの情報で何言ってんだよ……こりゃあ、お姉ちゃんとはもう会えねえな」

　……クズが。

　小さな子供を捕まえて、馬鹿な仕事をさせて。

　怒りを覚える。

　ここからどうやって魔法を叩き込もうか、割と真剣に考える。

　……よし、これならいける。

　やるか。

　しかし、詠唱を始めようとして、思い直す。

　今やれば、リノンの目の前で人が死んでしまう。そんな光景を見たらトラウマになるかもしれない。

　くそ、少しだけ命拾いしたな、ゲス男。

　リノンは男に食い下がり、何度もお願いをしている。

「……そこまで頼まれたら仕方ねえな。最後にもう一仕事してもらおうか。それで姉ちゃんを返してやるよ。借金もチャラにしてやる」

　借金、か。どうせ元は二束三文のはした金だろうに。

「!!　本当に!?」

「ああ、約束する。いいか……」

　男の提案は下げ衆す極まりないものだった。

　当然リノンは断る。

　だが……。

　僕は界を解いた。

　結果はもうわかってたし、それに、リノンの口からその言葉を聞きたくなかったから。

　あいつの話が本当なら、多分リノンのお姉さんはまだ生きてはいるのだろう。

　もし、もうお姉さんが死んでいた場合、僕は初めて人を殺あやめるかもしれない。巴を擁よう護ごするわけではないけど、僕もすこーしだけ暴れようと思った。

　寝ようとして、目を閉じる。

　後は巴と澪が帰ってきてからの話だ。それまでは特にやることもない。

　それにリノンのことを思うと、僕は寝ていたほうが良い気がする。

　深く息をついて僕は眠りに落ちていった。
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　騒がしい。

　……ああ、そうか。僕は寝てたんだったな。

　リノンは無事だろうか。

　正直、僕は彼女の状況次第で今後の身の振り方を決めようと考えていた。

　まだリノンが生きていたら少し暴れる。

　そしてそうでなかったら大暴れする、と。

「ん、おはよう」

　周囲を見渡す。

　巴、澪、そして……似顔絵そっくりの女性に、リノン。

「若！　お目覚めですか」

「若様、おはようございます」

　夕方でもおはようございますなのは、あれか、僕だけ寝ていたことに対する嫌味？

　リノンに視線を向ける。彼女は目を逸らし、こちらを見ないようにしている。

　対して姉は深々と頭を下げている。

　五体満足だし、姉はとりあえず無事だったんだろう。妹は……巴か澪にどこかで捕まえられたか。あの男に交易所で得たお金を盗むように命じられていた彼女が、今こうして僕の前にいるんだ、きっとそうだ。どういう経緯にせよ運の良い子みたい。羨ましいね。

「娘、頭を上げよ」

　巴に言われて、姉のほうが恐る恐る頭を上げる。

［筆談で失礼する。文字は読めるね？］

　妹が読めて姉が読めないなんてことはあるまいが、一応確認する。

「あ、は、はい！　このたびはおた、お助けして、いただきましてありがとう、ございます！」

　噛みまくってるな、この娘。かなり緊張しているみたいだ。

　……しかし参った。

　ははは、声までもそっくりとはね。髪の色以外は生き写しと言って差し支えないな。

［畏かしこまらなくていいですよ。貴女は従者でも何でもないのだから］

「このとおり、五体無事ですぞ、若」

「少々厄介な薬を使われていましたが、私が洗浄しておきました」

　首尾を褒ほめろと言わんばかりの報告ですね、お二人さん。実際、よくやってくれたと思うけど。

　澪は密かに浄化能力を搭載していましたか。こりゃ便利だ。

　改めて姉を見る。名前は……って覚えてないや。えーっと、何だっけ？

　確かリノンから聞いたはずだったが……情けない。

　しかし……。

　不ぶ躾しつけとは思いながらも、髪の毛からつま先までまじまじと彼女を見る。

　似てるってレベルじゃないよな、これは。

　世界が違うというのに瓜うり二つとは恐れ入るよ、本当に。

　僕よりやや高い身長、既に完成されている気さえするスタイル……主に胸の発育具合が。

　そして何より、彼女と鏡合わせのような顔立ち。ただし目つきはやや鋭い。これはきっと冒険者特有のものだろう。荒々しく、好奇心に満ちた目だ。

　髪は、妹と同じく鮮やかな赤色。赤みがかった黒髪ではない。

　異世界でも、巴のおかげで思い出し、幻とはいえ汚してしまった後輩。

　元の世界ではいつも真剣に弓道に打ち込んでいた、練習熱心で可愛い後輩。

　だから、こうして対面すると、別人とはわかっていても心が乱れる。

　霧での一幕があったから余計に、なのかもしれない。

「長谷川……だよな」

　思わず、元の世界の言葉で話しかけてしまった。

　微かに動いた唇と、そこから漏れた声に彼女が反応する。

「え？」

　巴は聞き流してくれたが、澪は耳をぴくりと反応させた。後で無駄に問い詰められそうな予感がするな。

［いえ、何でも……とにかく、リノンから事情を聞いて心配していたんです。無事で良かったですね］

「元は自業自得ですが、本当に助かりました……今までは上手くやれていたので調子に乗っていたんですね、きっと」

　己の行いを回かい顧こする長谷川のそっくりさん。

　一いっ攫かく千金のフロンティアでそこそこに立ち回れていたなら、確かに自信過剰になっても納得できる。

　もっとも、そこに妹を連れてきているのはいかがなものかと思うけどね。

　たった一度だけの失敗で、妹は乞こ食じきみたいな格好で夜の街をふらふら、姉は薬によって命の危機、なんだからさ。

［ここは相当に危険な場所のようですね。私も連れが優秀なので何とか生きています］

　苦笑交じりに彼女に応じてやる。

　実際、巴と澪のレベルは奇想天外そのものだからなあ。

　話に上がった二人は、満更でもない様子で相そう好ごうを崩している。にへら～っとしまりのない感じだ。

　僕は、二人が話題に上がった時の姉とその妹の様子の変化に気づいた。

　姉は感動、妹は怯えた様子。

「お二方の強さは本当に凄まじかったです。まず、私たちが監禁されていた部屋に、音もなく現れた穏おん形ぎょうのすごいこと！」

「いやいやそれほどでも……」

「闇の術を使えればそれほどのことでもありませんわ」

　さっきから表情緩いんだよ、お前ら。嬉しそうにも程があるわ。

「そうです！　その闇魔術です！　私の体内から薬の効果を消して下さって、その後、物理防御、対魔術防御で念入りに強化されていたドアを無詠唱の術で瞬時に破壊！」

　ん、出て行く時にドアを破壊？　巴と澪はどうやって部屋に入ったんだ？　姉が言うには音もなく現れたらしいから、霧や闇を使って転移でもしたのかな？　だったら帰りもそうすれば良いのに。

　しかし、浄化能力は有用そうだな……今度教えてもらおう。ドアを破壊するのは少しやりすぎな気もするけど、相そう殺さいでプラス評価だね、澪。

　しかし、姉が帰ってきたというのに、どうしてリノンは浮かない表情なのか、説明がつかない。

　多分、あの男にお金を盗んでくるように言われて、宿に着たところで二人のどっちかに捕まったんだろうが……。

　ばつが悪そうのは何となくわかる。

　でも、彼女の本当の目的である姉の生還が果たされたんだから、もっと喜んでいてもいいと思う。

　思いつめた表情のリノンは、身じろぎもせずに俯うつむきがちだった。

「さらに見張りと、詰めていた傭兵たちを巴様が素晴らしい体術でバキバキッと……」

　お？

　何やらコトが隠密のそれを逸脱しかけているような……姉が大袈裟に言っているのか？　巴には注意したばっかだし、そこまで派手に立ち回るとは考えにくいのだが。

「!!　お、大袈裟じゃよ、トア。そこまでのことは──」

　悪戯いたずらがばれた子供のような表情の馬鹿が一人。姉の話を遮さえぎろうとする巴を、僕が逆に止める。額に汗した澪の姿もきっちり確認した。

　僕が促すまでもなく、興奮状態にあるリノンの姉──そうだ、トアって名前だ──が話を続けてくれる。

「何が大袈裟なのですか！　あれほどの力、私、初めて見ました!!　対魔術防御も施された特殊素材の建物さえ、巴様の剣と澪様の闇で見る見るうちに姿を失っていって──」

　巴と澪が震え出す。

「ここのギルドで最高レベルのエースが率いている、冒険者と傭兵の混成チームを蹴散らし──」

　……うおおおい!?

　どうなってんだ!?　何が起きている!?

　まさか、僕が寝ている間に諸々一件落着してるのか!?　嘘ぉ!!

　トアの話を聞いていた時、僕の表情は目まぐるしく変化して、とても見れたものじゃなかっただろう。仮面があってホント良かった……あれ、僕、泣いてるのか？

　しかし、トアは、今までの話がただの前座でしかないと思わせる真相を、僕に語り始めたのだった──。





　　　　◇◆　トア　◆◇






　私たちは五人でパーティーを組み、特に依頼を受けることもなく果ての荒野を探索していた。

　森だろうが洞窟だろうが、この辺りには踏破された場所などない。

　中層までの探索が済んでいる地域が辛うじてあるだけだ。

　最近では、ここから七日から十日ほど進んだところに、エルダードワーフがいるかもしれない火山帯が新たに見つかった。

　ただ、この場所を見つけたパーティーは、その後すぐに災害の黒蜘蛛に襲撃されて命からがら逃げてきたので、詳細を聞けていない。

　最高峰の武器や防具が手に入るかもしれない探索箇所が見つかったのは大きなことだ。

　エルダードワーフと言えば、鍛冶を生業なりわいにする者が多いドワーフの名を持つ種族の中でも、最高の技術を持つと伝えられている。最近はめったに姿を現さないが、この世界の果てに篭こもったからだと言われれば合が点てんがいく。色々と疑うべき点もあるにはあるけれど、ここは何が起こっても不思議ではない場所。もしも、彼らが鍛えた武具が手に入るのだとすれば──。

　商人連中はともかく、冒険者である私たちからすると、優れた武器防具が直接手に入ることほど嬉しいことはない。

　まあ、私たち程度のレベルだと、大規模な探索作戦が組まれた時にまぎれるくらいしか可能性はないけれど。

　現状、平均レベル１２０ほどの私たちがいけるのは、このベースから本当に近い場所のみだ。資材集めや、自分たちだけでも戦うことのできる魔物たちから、売れる部位を調達してくるのが精一杯。

　本来、四大国をはじめとする国家でなら、レベル１２０のパーティーは結構上位に位置する。大抵のダンジョンや魔物討とう伐ばつには対応できる。実は私たちも帝国で名を知られたパーティーのひとつなのだ。

　だが、ここでは私たちはひよっこ。本当に、駆け出しと言ってもよいほどに──。

　ベース到着後に行った最初の探索で、二人が死んだ。三度目で一人。

　パーティーが欠けるたびに人を募って補充してきたが、この間、ついに残っていた一人が帰ることを決意し脱退。この地にやって来た時のメンバーは、私を残して誰もいなくなった。

　そして前回の探索。リズーという双頭の黒犬の討伐依頼を失敗。新たに補充した四人の仲間を一度に失い、何も得ることなく私は帰還した。

　借金で準備をして、成果で返して利益を得てきた私にとって、致命的な失敗。

　当然のように金貸しに返済することはできず、肉体労働をして返済することになった。

　これは、冒険者としてもうカムバックすることのない引退を意味する。

　自分よりも一回りもレベルの違う用心棒を連れた金貸しに逆らう手段はなく、私の旅は終しゅう焉えんを迎えた。

　私は女で、顔にも体にも損傷はない。となれば、割り当てられる肉体労働は知れている。薬を飲まされ、娼館での仕事が始まった。

　こんな場所でストレスの捌はけ口を求めてくる奴らが相手だ。すぐに私の体は壊れ、使い物にならなくなった。そして私はまた別のところに売られた。

　反抗できないように薬を打たれ、よくわからない人体実験に回される順番待ちの部屋に、モルモットとして……。今思えば、娼婦に堕おちた時から、この流れは決まっていたのかもしれない。

　たったひとつの物を求めた旅だった。

　本当はドワーフの武具もお金も、私にはどうでもよかった。でも、それさえ手に入ればすぐにでも去るつもりだった場所で、私は全てを失い、死のうとしている。

　妹もおそらく駄目だろう。唯一の身内でまだ幼かったから、探索には同行させずにベースで待ってもらっているのだが、私が死んでしまってはそんな配慮も意味を成さない。

　この場所で、子供が一人で生きていくのは不可能だ。妹は冒険者ですらないのだし。

　悔しい、でもどうにもならない。

　──やはり自分には無理だったのか。

　かつて、私の先祖がまだ精霊の神殿の祭事を取り仕切っていた頃、一族でも最高の能力を持った人が、あるパーティーに参加して竜退治に挑んだ。

　果ての奥深くに眠ると伝えられている『無敵』の異名を持つ上位の存在だったらしい。

　人々は討とう伐ばつの成功を信じていたが、結果は失敗だった。

　誰一人として帰ってくることがない、完全な敗北。

　当時のパーティーの平均レベルは、口く伝でんで聞いた分には６００程度だった。それでも勝算はあったはずの戦い──。

　だって、その規模は百人を超えていたというのだから。

　それから私の一族は、神器と言われた一振りの短剣を、その人の所せ為いで失ったと謗そしりを受けて神殿を追われた。

　私の先祖は神殿の決定によって、祀まつられていた神器を持たされ竜退治に同行しただけなのだ。誰一人として帰らなかったのに、なぜ先祖だけが責められるのか。今、私が怒ったところでどうなるものでもないけれど、思い返す度に憤りを感じる。

　一族は街へと逃れ、平民として溶け込むまで何度も何度も住むところを変えて私の代にまでいたった。

　その話をずっと聞かされていた私にとって、果てに行って失われた短剣を手に入れてくるということは物心ついた時から当然の目標だった。

　冒険者になって力を磨いてその機会を待ち、ようやく果てに来たというのに……。

　竜の情報も短剣の情報も何も手に入れることができず、その目的でさえ、薬のせいで己の意識から散っていき、生きる意味を失っていた私に奇跡が起きたのだ。




「この娘のようじゃの」

「ああ、良かった。まだ生きていますわ」

　誰かの声がする。だけど、私には何もできなかった。動けないし話せないのだから。

「ん？　様子がおかしくないか？」

「……薬を使われているようですね」

「ふむ。となると、このまま連れて行っても死ぬんではないか？」

「ちょっと待って下さいまし……これは、体と心の自由を奪う薬のようですわ」

「ほう、お主、薬物の知識なんぞあるのか。便利じゃの。で、どうじゃ。何とかなるか」

「ふふふ、勿論。こんなものは」

　黒い髪の女の手が、私の頭上にかざされる。すると、体の感覚が一瞬で戻った。虚うつろだった思考も冴さえてくる。さっきまで、何ひとつ考えられなかったというのに……。

「ほう、大したもんじゃな」

　蒼い髪の女が、私を見て感心したように息を吐く。

「そして……おまけですわ」

　黒髪の女性はそう言い放つと、強化されているはずのドアを下から這い上がる闇で呑み込み、破壊した。

　……あれ、この二人はどうやってここに入ってきたんだろう。

　ドアがそのままだとすれば一体──。

「おぬしがトアじゃな？」

　それまで腕を組んでいた蒼い髪の女性が私を見下ろす。

　なんだ、何が起こっているの？　私は助かるのか？

「え、ええ。トアは私だけど」

「体はどうじゃ？　大事ないか？」

　気遣って……くれているのか。ということは敵じゃないのか。これはもしかすると──。

「少しだるいけど、動ける」

「それはよかった。よし、それでは澪」

「ええ、さっさと引き揚げましょう、巴さん」

「うむ、あ……いや待て。危ない危ない。またも若に嵌められるところであったわ」

　巴と呼ばれた人が不意にドアに向いた足を元に戻す。

「若様に？　どうかなさったんですか？」

「良いか澪。我々はこの娘を救うよう若に命じられた。そうじゃろ？」

「ええ、それで娘はこの通り無事でありませんか？」

「甘い！　甘すぎる！」

「ええ!?　何がです？」

　ここは敵地のど真ん中なのに、声量を抑えるでもなく彼女たちは話している。

　私はそれを止めるべきだったのだろうけど、あまりに現実離れした事態に冷静な判断ができなくなっていた。

「若はこの娘だけを救った我らに対してこう言うのじゃ。巴、澪、それで他の人は？　とな」

「……はっ！」

「わかったようじゃな。つまりこの娘だけを救って持って帰ると……」

「若様から怒られる!?」

　澪と呼ばれた人は悲痛な顔で叫んだ。

「のじゃ」

　巴という人はしたり顔で頷いた。

「つまり我らが取る行動としては──」

「面倒ですけど全員救い出して連れて行くのが正解、ですわね？」

「おうとも。この娘以外は、街へ戻ったら適当に解放してやればよかろう。全員を部屋に入れると狭いしな」

「なるほど、勉強になります」

　二人はうむうむと得とく心しんして首を振っている。だが今はそんな悠ゆう長ちょうな場合では……。

「悪いがそこまでだ。侵入者さんよ」

　ああ、と私は頭を抱える。当然のことだ。

　鍵を掛けられたドアを破壊したうえで、こんな大声で話していれば侵入に気づかれないわけがない。

　この声はあいつだ。このベースにある冒険者ギルドの最高レベル、エース。

　探索よりも、金持ちどもの護衛に回って楽に金を得ている奴。

　そうは言っても実力は間違いなくここではトップ。ナンバー２とのレベル差は歴然である。

　せっかくの好機だったというのに、これでは……。

「……気づかれてしもうたか」

「あらあら、参りましたね」

　だが二人はまったく動じてない。

　相手はレベル４４４。世界でも有数の冒険者に数えられるというのに、なんだこの余裕は!?

「うん？　こいつら……おい！」

　エースが仲間たちを呼ぶ。

「はっ！」

「これ、お前が話してた奇き天て烈れつな奴らじゃねえか？」

　そう言ってエースは仲間の一人と話し出す。

「あ、そうです。こいつらですよ、エースさん」

「へぇ。あんたらがレベル四桁の化け物だったのかい。こりゃあ変わったところで会ったもんだ」

　四桁？　何が？

「なんじゃ、もう知っておるのか。耳が早いのう」

「若様の仰るとおり、迅速に行動して正解でしたわね」

「俺もびっくりしたぜ……で、どこであの方法を知ったんだよ？」

　エースは下卑た顔で二人を値踏みするように見る。

　私は話についていけない。とにかく、状況がよくわからなくてパニックになりそうだった。

「方法？」

「何のことです？」

「とぼけんなよ。『レベルを改かい竄ざん・誤認させる方法』だよ？　にしてもやりすぎだぜお前ら、レベル１３２０に１５００だって？　ひゃはははは！」

　レベル、の改竄？　誤認!?　エースは何を言っているの？

「俺も偶然知ったんだけどな。まさかあの体液にそういう効果があったとは知らなかった……俺だけの秘密だと思ってたのによ」

「俺もエースさんから教えてもらって合点がいきました。そうだったのか、ってね。四桁なんていかさまに決まってる」

　巴。澪。そう呼ばれた二人の女性が嘆たん息そくする。

「貴様らがどう思おうと勝手じゃが……」

　呆れた感情を多分に含んだ様子で巴という人が口を開いた時だった。

「……ああ、なんだ。貴様らも知らなかったのか。これは口がすべったな。となるとお前らのもう一人の連れが仕組んだのか」

　エースの言葉で二人の雰囲気が少し変わる。

「大した詐欺師じゃねえか!?　どっかの商会のボンとかって話がまた嘘臭いしな!?」

　どっと沸くエース以下の連中。酒でも入っているのか、かなり陽気だ。絶対的な数の有利さも手伝い、余裕があるのだろう。

　……さっきから寒気が止まらないが、エースたちから漂ってきているのとは違う。これは一体……。

「男の癖にピンクの指ゆび環わをして筆談でしゃべる仮面だっけか！　ここは仮装会場でしゅか～！」

　ああ、これは……怒り、だ。

「きっと仮面の下は頭の回るゴブリンか、はたまた人外のブサイクくんに違いねーー!!　ひゃひゃひゃひゃ!!」

　ドゴォォォッ!!

　何かをぶつけた音。

　エースの顔に拳、ボディに闇の塊が見えた。

　だがどちらも寸前で止まってる。これは──。

「……クレイ……イージス」

　思わず言葉が漏れ出た。それくらい目の前で起きた現象に驚いてしまったのだ。

　あれは、クレイイージスと呼ばれる、このベース近辺でしか得られない複数の希き少しょう金属から加工される、対物理魔法結界発生装置。回数制限つきだけど、かなり強力な防御壁を展開すると聞いたことがある。

　さっきの音は、結界に二人の攻撃が阻まれた音だったのか。衝撃でこちらに突風が起こるほどの攻撃を、あの二人がしたんだ。

「おーおー。それなりの力はあるな。用意してきてよかったぜ。だが残念だった、な──」

「おい、澪。お前はさっさと他の者の洗浄をせんか。コレは儂がやっておく」

「冗談はよしてくださいます？　若様にあの暴言。髪の毛一本まで責任を持って私が処理します。ついでに巴さん、儂って言うのは次からじゃありませんの？」

　二人は、攻撃を防いだエースの言葉を気にした様子もなく、獲物を取り合うかのような口論をしていた。

「……おい、俺の話を──」

「どうせもう気付かれておるんじゃ。お前は洗浄してから加わればよい。よい体慣らしになろうよ。とにかくこいつは殴る」

「ふん。私の分、残しておかなかったら許しませんからね。特に顔、平手打ちするんですから」

「承知じゃ。この際、此奴で手加減の練習をしてみればよいわ」

　そう言うとエースを無視したまま話は終わり、そして……。

　澪さんは、私と一緒に捕らえられていた数人を、私にしたのと同じように洗浄していきました。それも……当たり前のように無詠唱で。

　巴さんはエースに向き直った。

「それじゃあ、グーでいくからの。澪のためにも一撃で死ぬなよ？」

　突き出した手を一度引いて。

　グシャ。

　再度突き出された拳は、クレイイージスの壁を突き破ってエースの顔面に直撃した。

　壁にめり込んで音もなく崩れ落ちるエース。このベース最強の男が……。

「さあさあ、次から次へとさっさと来んか！」

　そう言って腰の剣、のような武器にも手を掛けず、刃物を煌きらめかせる傭兵たちに殴りかかっていく。

　剣を拳で殴り、へし折っていく。妙齢の女性が屈強な男たちをボコボコにしていく。とても涼やかに。

「ちょっと！　私も混ぜなさい！」

　洗浄を終えた澪さんも乱闘の中に紛れていく。かと思ったら、壁にめり込んだエースの胸むな倉ぐらを掴んで持ち上げると……。

　シパパパパパパパパパパパパパパパパッ。

　平手打ちの連打を彼の顔面に叩き込む。動作が速すぎて彼女の右手が見えない。後日腫れ上がるのを待つことなく、彼の顔はその場でまん丸になっていた。

「ふう」

　一応、気が済んだのか、彼女も今度こそ乱闘に混じっていく。

「おー！　来たな澪！　いいか、できるだけ加減して死なないぎりぎりを覚えるんじゃ」

「これだけ数がいれば覚えられますわ。余裕です。さっきのも多分死んでません！」

「ふむ……ちょっと広くするかの」

「ですわね、暴れるには少し狭いですもの」

　巴さんは剣のような武器を腰の鞘から抜き放つ。

　澪さんは音もなく、その細く白い手に闇を纏う。

　剣が閃いた直後、壁は崩れ、広がる闇に床が沈んでいく。

　堅けん牢ろうなはずの建物は、あっという間に崩れ去り、広い空間が生まれる。

　これは……夢？

　二人は「よし」とばかりに闇と剣をしまい、動き易いように衣服をたくし上げた。

　蜘蛛の子を散らすように逃げ回るレベル２００近い連中を、殴って蹴って投げて追い回す女性二人。

　私は……レベル１３２０と１５００を信じる気になった。この光景には、それだけのインパクトというものがあったのだ。

　私だけではない。他に捕らえられていた人も皆、心を奪われ、その衝撃に身を任せている。

　……終わった。たった、数分くらいで。

　この建物で残っているのは、私たちのいた部屋だけ。

　ベースの外れの大きな屋敷だったはずの建築物は、もう瓦が礫れきと化していた。

「ふぉふぉまでふぁ!!」

　突如、首に感じる冷たい感触。

　私の首に刃物を当てた何かが叫ぶ。

　油断していた。これはエースだ。腫れ上がった顔で放つ声は、最早彼であっても同情を誘う。

　だってきっと、彼は今必死に「そこまでだ！」って言ったのだろうから。

　巴さんも、澪さんも、彼の復活に気づいた様子はなく、残党を見つけて殴っていた。凄い。

「ふぉふぉま……！」

　もう一度言おうとした時──。

　私の横に二人がいた。左に巴さん。右に澪さん。

『やかましい！』

　巴さんの蹴りと澪さんの拳を受けて、エースはどこかに吹っ飛んでいった。打撃で人が星になるのを生まれて初めて目にした。

「ふむ、こんなものかの。ちと、やりすぎたか」

「いえいえ、若様への非礼は万死に値しますから」

「ま、そうじゃの。これにて一件落着じゃ！　あっはっは♪」

「ええ、結局、半殺しの数は私のほうが上でしたね。うふふふ♪」

　ぴたりと巴さんの笑いが収まった。

　あれ……もう戦いは終わり、なんですよね？　この剣けん呑のんな空気は何？

「何を寝ぼけておる。確かに澪も頑張ってはいたが、私のほうが三人ほど多かろう？」

「あらあら計算は苦手でした？　私のほうが二人多かったですわよ？」

「ほう、一足す一もわからんとは恐れ入る。良いか、儂のほうが上じゃった」

「いいえ。私です」

　二人は私を挟んで言い合いを始めた。怖い。だってこの人たち小指一本でも私より絶対強いし。

「あ、あのう。その話はとりあえず置いておけば……」

　たまらず口を挟む。せっかく助かった命を、二人のいさかいで失いたくはない。

「おけるか！」

「おけません！」

「ひ、ひぃ！」

　巴さんは即答した後、私をまじまじ見る。なんだろう、何されるんだろう。

「娘、トアとか言ったな。良いか。儂はこんなこともできるんじゃ。儂のほうがたくさん倒したと思うじゃろ？」

　そう言って、いつ抜いたのか剣を一振り。

　屋敷の外を囲っていた高い壁が轟ごう音おんを上げて崩れていく。え。これ、今？

　私は恐怖のままに首を縦に振る。

　正常な反応だと思う。

「なっ！　……ねえ、トアさん？　私だってその気になれば、えいっ。……ね？　私のほうが活躍してましたわよね？」

　細い道の先に見えたベースの建物のいくつかが、一瞬にして闇に食われてなくなった。

　この距離で、えいっの一言で!?

　私はまた恐怖のままに首を縦に振る。

　正常な反応だと思う。

「……っ！　ほう、あくまで勝負するか？」

「あら、第三者の目で判断してもらっただけですわ？」

「はははは」

「うふふふ」

　バチバチバチィィィ！

　お互いの視線の先で青白い火花が散っている。

　私はものすごく悪い予感がした……したけど、もう、止められる気がしない。

「おい、トア！　儂じゃったらな!?」

「いいえ、トアさん！　私ならば!?」

　そう言って正体不明の二人は、何十年と続いた最果てのベースを──。

　涙目で笑う私に見せ付けるように、次々と破壊していった。

　それはもう。すごいの一言。

　対抗するすべての勢力はお空の星になり、ほとんどの建物は消え失せた。

　跡には数々のクレーターと瓦礫の山。

















　そして、なぜか一軒だけ残されたベース一番の高級宿。

　破壊の限りを尽くした二人は、妙な笑顔でがっしりと握手を交わしていた。

　嵐は、過ぎた。

　ただし、全てを呑みこんで。

　そして私たちは、宿の入り口で奇跡的に助かった妹を保護し、『若様』という、このお二人が仕えるナニカと対面することになったのだった。





　　　　◇◆◇◆◇






「ない、ない、ない、ない!!」

　トアの口から全てを聞いた僕は、跳ねるように腰掛けていたベッドから立ち上がる。勢いのままに窓に駆け寄り、カーテンを開けて外を見た。

　何もない。ベースがただの更さら地ちに……。

　二人を見る！　が、目が合わない！

　怒鳴りまくりたい気持ちでいっぱいだった。けど妙に冷静な部分があったのか思いとどまる。

　振り返って室内を見渡す。

　リノン！　そうか……そんなことがあったから浮かない表情をしているのか。

［無事でよかった］

　その一言を見せると、リノンは僕に抱きついてわんわんと泣き出した。

　そりゃあ、そうだよね。

　どういうタイミングでこの宿にいたのかはわからないけど、目の前でこれまで生活していた場所がなくなっていくのを見せられて、その破壊の後に、元凶である二人に連れられて姉が帰ってきたんじゃあ、無理もないか。

　ひとしきり泣くと彼女は寝てしまった。緊張の糸が切れたんだろう。

　無言で巴と澪へ視線を向ける。

　リノンが切ったのが緊張の糸なら、僕が切ったのは自制の糸だ。

　ドワーフに作ってもらった特製の矢をひとつ取り出す。そしてオークからもらった弓を手に取って窓を開ける。

　矢の羽の部分に、紐を二本縛り、その紐を、巴と澪の衣服に結ぶ。

　無言、ただ無言。

　そして弓矢をつがえ……。

「ちょ、ちょっと若？」

「あ、あの、これあぶな……」

　二人はこれからの展開に気付いたようだったけど、時既に遅し。

「反省してこいやーーーー!!」

「ふおおおおおおおおおおおおお!?」

「わきゃあああああああああああ!?」

　キラーン、と効果音でもつきそうなくらいの勢いで二人が飛んでいく。

　服が！　着物が！　と聞こえたが無視した。

　ベースを壊滅させるとか、一体これからどうすんだよう!!

　駄目だ、このままじゃ絶対駄目だ！　いつかテロリストになれてしまう！　いや、もうなってる！　バレたら隠せない、どうしよう！　ああああああ！　日本語が変だ！

　巴、あいつはとりあえず別行動させよう。武者修行とか大好きっぽいから、話を振ってやれば自ら行動を起こすだろう。そうするんだ。

　澪は巴に比べればまだ従順だ。扱えないことはないし、制御もしやすい。彼女を護衛にして、早く、とにかく急いでツィーゲって街まで行こう。

　トラブルメーカーの巴さえいなければ、毎度面倒なことにはならない……はず。

　そうだ、そうしよう。急ぐんだ、安息の地まで！

　今後の予定を大雑把に頭の中で立てた後、トアと共に助け出してきた人たちを集める。彼らはトアから教えてもらったとおり、部屋から出たところの廊下で全員正座していた。ヒューマンとエルフとドワーフが一人ずつ。

　全員緊張しきった様子で僕を見て、そして頭を下げた。巴と澪は、ベースで適当に解放する予定だったらしいけど、ご覧のとおりベース自体がもうない。で、この宿に連れて来たっぽい。

　彼らは、部屋が狭く感じるというしょうもない理由で、部屋の外で待機させられていたのだ。しかも正座で。

　少しだけ冷静になった僕は辛うじて、一言だけ皆に伝えることができた。

［次の街まで送ろう］








　　　エピローグ　～とある城にて～






　重たい空気が、玉座のある謁えっ見けんの間を満たしていた。部屋には風格のある面々が揃い、沈黙している。

　亜精霊から女神の目覚めと勇者の召喚の話を聞いて、玉座に腰掛ける魔王は、会議の招集を決断した。表情は芳かんばしくない。眉み間けんに皺を寄せている。

「既に伝わっていると思うが──」

　魔王が口を開く。威厳と自信に満ちた声。

「女神が目覚めた。精霊殿からの知らせであり、嘘は有り得ぬ」

「では勇者についても」

「ああ、召喚されたようだ」

　四腕の将軍の言葉に、はっきりと魔王は答える。

　将軍達のため息が所々で漏れる。

　女神の突然の休眠、亜精霊からの協力要請──十年前、不毛の地へと追いやられていた魔族たちは、この好機が同時に訪れたことで、版はん図とを広げるべく戦争を始めることを決意したのだった。

　神からの加護も得られぬ魔族に、せめて少しでも豊かな土地をと始めた戦争であったが、結果は大勝。

　女神を最も強く信仰する大国エリュシオンを滅ぼし、その国土の半分以上を制圧。激戦が予想されていた中央部で、大勝利を手にした魔族にとって、その他の地域を制圧することなど造ぞう作さもないことだった。

　結果、大小合わせて十を超える国々が滅び、世界地図は大きく塗り替えられることとなる。

　魔族は豊かな国土に加えて、海までも手に入れることができた。多くの民を飢えから救うだろうと期待された、凍らぬ港の獲得は、既に素晴らしい成果を上げている。

　エリュシオンに並ぶ国として、そこから更に南に、ヒューマンの国で最大の軍事力を誇る二つの大国、リミア王国とグリトニア帝国がある。

　実はエリュシオン攻略の際に、この二国が出で張ばってきた所為で、魔族はその国土の全てを手中に収めることができなかったという経緯があった。

　この二国こそ次なる目標ではあるが、まずは新たに手に入れた地域を安定させるために内政の充実を優先した。そのため魔族はエリュシオン以南への進軍も止め、リミアとグリトニアへの干渉は、相手の侵攻をけん制する程度にとどめていたのだ。

　これが、今続いている『平和』の実情。

　磐ばん石じゃくとまではいかないものの、安定し始めた新しい国土。いよいよ再びヒューマンに戦争を仕掛けるぞ、と行動を開始しようとした矢先に起きた、最悪の出来事──。

　女神の覚醒と勇者の降臨。

　本来であれば、リミアとグリトニアへの警戒を怠ることなく、西方の果てにある荒野を拠点としている各種族を、魔族への協調勢力として纏め、そして、この二カ国よりも南に存在する残る二つの大国、アイオンとローレルを先に滅ぼして、リミア・グリトニア両国を挟み撃ちにする腹積もりだった。

　果ての諸種族の懐かい柔じゅうも順調に進んでいたのだが……。

　しかし、女神が覚かく醒せいし、勇者が現れたなどという特大の異変があっては、戦争で負けてしまう可能性も生まれかねない。

「ここまで来て、今までの苦労が水の泡になろうとは……」

　半人半はん蛇じゃの将軍が、苦虫を噛み潰したような顔で吐き捨てる。

（もう少し女神が眠っていれば、ヒューマン共は詰んだも同然だっただろうに……）

　魔王は、沈痛な面持ちで黙り込む将軍達の姿を見ながら、そんなことを考えていた。

　静寂を破るようにして魔王が口を開く。

「全てが無駄になったわけではない。果ての勢力は、後々の戦争の伏ふく兵へいとして使うことが可能なのだ……それよりも、だ」

　既に険しい表情の魔王は、眉間の皺をいっそう深くして続ける。

「リミアとグリトニアに勇者が降りたことは間違いない。奴らの魔力を強く感じるのだ。恐らくまだ隠し方も知らぬのだろう……察するに、魔力の量では私を超えておる」

「なんと!?」

「そんな馬鹿な！　人の身で、ですか!?」

「別世界から、かなりの強きょう者しゃを連れてきたのだろう。この世界での戦い方を覚え、戦力として機能するようになったら、我々にとって苦しい展開となるのは明白。女神も、勇者に相当な加護を与えたに違いない」

　その内容とは裏腹に、魔王の口ぶりから絶望は感じられない。

「持っている魔力の量が我を超えている、というだけだ。使い方をモノにするまで、まだまだ時間はかかるであろう」

　不安を取り除き、臣下たちの戦意を鼓こ舞ぶする意図か。勇者の出現に狼ろう狽ばいする様子は微塵もない。

「問題はだ」

　魔王はさらに続ける。

「此度出現したのは、この二人だけではない。もう一人いるかもしれぬのだ……」

「三人目の勇者ですと!?」

　将軍の一人が席から立ち上がりながら叫ぶ。

「そう慌てるな……勇者は二人だけだ。女神の加護を受けた者は、リミアとグリトニアに降りた。それに相違ない。もう一人というのはだな──」

　珍しく後の句を迷う魔王の様子に、臣下たちも不安げな様子で言葉を待つ。

「……世界の果てにいるような気がするのだ」

　僅かながら魔力を感じた。だが、大陸の北端であるこの城から、世界の果てにある荒野の魔力など感じられようもない。

　だが感じる。これは何か。

　答えは魔王自身にも出なかった。だから迷っているのだ。

「如何に私とて、果ての荒野の存在の魔力などはっきりと感じるはずもない。距離がありすぎる。だから確実ではないが、恐らくはもう一人いる、と思う。勇者ではない異世界人が、な」

　どんな使命を持ってきたのか。女神との関係は？

　いっそ勇者だと言ってもらえたほうが、対策を立てやすい。いくら魔王といえども、得体の知れないものに対しては不安を覚える。不気味な存在だ。

　魔王は嘆息する。

「もちろん、勇者より優先順位は低くても良いのだが、果てで任務に就いている者に命じて、この者についても調べさせろ」

　工作を担当する将軍が神妙に頷く。

「前線の軍を再構成する。これにて失礼する」

　今まで無言だった四腕の巨漢がそう言い残して席を立つ。魔王もその様子を責める様子はない。リミアとの前線を統すべている彼の判断を支持したからだ。

「頼もしいことだ」

　謁見の間を出て行く将軍の背を見ながら、魔王は呟く。

（……だがもしも、もしも世界の果てからここまで魔力を感じさせるような化け物が実在し、しかも我が側に立つようなことがあれば……その時は勇者どころか女神の喉元にまで、悲願の刃が届くやもしれん……ヒューマンの側に二人も勇者がいて、しかも女神までいるのだ。ならこちらにも、そのような存在がいてもよいではないか……）

　魔王は、存在すら定かでない荒野の人間に興味を抱いた。

　世界の動乱の中心たる魔王に興味を持たれた深澄真。彼の苦難は、どうやらまだ始まったばかりのようだ。
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